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年間指導計画作成にあたって 
 

① 標準時数（年間授業時数） 
 平成 23 年度からの小学校理科の標準時数（年間授業時数）は，次のとおりとなっています。 

3 年＝90時間 ／ 4・5・6 年＝105時間 

 教科書「わくわく理科」では，上記の標準時数に対して「ゆとりの時間（予備時数）」を確保した配当
時数を設定し，ゆとりをもって学習を進めていただけるようにしています。 

 

② 週あたりの時数 ／ 学期ごとの週数 
 週あたりの授業時数は，年間を通して，次のとおりとしています。（年間合計が①のとおりになるよう
に，長期休みの直前の週で，若干調整しています。） 

<3 学期制案> 
学年 3 年 4・5・6年 

1 学期（12 週） 週 2.5（＋2）  （小計 32） 週 3（＋1）（小計 37） 
2 学期（13 週） 週 2.5（＋1.5）（小計 34） 週 3    （小計 39） 
3 学期（10 週） 週 2.5（－1）  （小計 24） 週 3（－1）（小計 29） 

年間合計 90 105 
 
<2 学期制案> 

学年 3 年 4・5・6年 
前期（17週） 週 2.5（＋2.5）（小計 45） 週 3（＋1）（小計 52） 
後期（18週） 週 2.5      （小計 45） 週 3（－1）（小計 53） 

年間合計 90 105 

（10月第2週を「秋休み」とし，学期の区切りとしています。） 

 

③ 地域や学校の実態に応じて 
 理科では，地域の気象条件などに応じて，学習の適期を逃さないように，弾力的に年間計画を作成・

運営していくことが必要になります。「わくわく理科」では，全学年を合冊にして単元配列を変更しやす
くするなど，年間計画の自由度をより高くするとともに，5・6 年の巻末には「地域資料集」を設けて，

地域の資料も多数掲載しています。 
 また，弊社ホームページには，年間計画の別案（北海道・東北案，沖縄案，複式学級案）も掲載して

おりますので，地域や学校の実態に応じて，選択・調整してご利用いただければと存じます。 
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年間指導計画案　３年 ２学期制 ３学期制 月 週 時数 単元名 配当
時数

(標準
 時数)

４月 ２週 1 しぜんを見つめる 1 (1)
前期 １学期 (７.５) 1 　しぜんのかんさつ(1) 4 (4)

週2.5×17 週2.5×12 ----- 2 １．身近なしぜんのかんさつ
調整＋2.5 調整＋2 ３週 3
(計４５) (計３２) 4

４週 1 　植物を調べよう(1) 4 (4)
2 ２．たねをまこう

----- ----- 3
５月 ２週 4
(７.５) 1 ３．チョウを育てよう 9 (10)

３週 2
3

----- 4
４週 5

6
６月 １週 7
(１０) 8

----- 9
２週 ゆ

1 　植物を調べよう(2) 3 (4)
３週 2 ○ 植物の育ちとつくり

3
----- ゆ
４週 1 ４．風やゴムのはたらき 7 (8)

2
７月 １週 3
(７) 4

----- 5
２週 6

7
３週 ゆ

1 　自由研究 2 (2)
※９月を ９月 ２週 2 ○ 出かけよう しぜんの中へ
１～４週 ２学期 (７.５) 1 ○ 理科から仕事へ 今森光彦さん 1 (1)
(10時間) 週2.5×13 ----- 1 　しぜんのかんさつ(2) 4 (5)
とする。 調整＋1.5 ３週 2 ○ いろいろなこん虫のかんさつ

(計３４) 3
４週 4

ゆ
----- ----- 1 　植物を調べよう(3) 3 (4)

※１０月を １０月 １週 2 ○ 植物の一生
１,３,４週 (１０) 3
(7.5時間) ２週 ゆ
とする。 1 ５．かげのでき方と太陽の光 8 (9)

----- 2
３週 3

後期 4
週2.5×18 ４週 5
調整±0 6
(計４５) ----- ----- 7

１１月 １週 8
(１０) ゆ

２週 1 ６．光のせいしつ 6 (7)
2 　～日光で調べよう～

----- 3
３週 4

5
４週 6

ゆ
----- ----- 1 ７．電気で明かりをつけよう 6 (7)
１２月 １週 2
(６.５) 3

２週 4
5

----- 6
３週 ゆ

１月 ２週 1 ８．じしゃくのふしぎをさぐろう 10 (11)
３学期 (７.５) 2

週2.5×10 ----- 3
調整－1 ３週 4
(計２４) 5

４週 6
7

----- ----- 8
２月 １週 9
（１０） 10

２週 ゆ
1 ９．ものと重さ 7 (8)

----- 2
３週 3

4
４週 5

6
----- ----- 7
３月 １週 ゆ
(６.５) 1 ○ おもちゃランドへようこそ 3 (5)

２週 2
3

----- ゆ
３週 ゆ

○ 生き物しりょう集／たんけんカード － －

※月の（　）は，その月の授業時数。 ３年　学年計 78 (90)
※時数の「ゆ」は，「ゆとりの時間（予備時数）」。
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年間指導計画案　４年 ２学期制 ３学期制 月 週 時数 単元名 配当
時数

(標準
 時数)

４月 ２週 1 自然とかかわる 1 (1)
前期 １学期 （９） 1 　生き物のくらし(1) 8 (9)

週3×17 週3×12 2 １．春の自然
調整＋1 調整＋1 ３週 3
(計５２) (計３７) 4

5
４週 6

7
8

５月 ２週 ゆ
（９） 1 ２．電気のはたらき 10 (12)

2
３週 3

4
5

４週 6
7
8

６月 １週 9
（１２） 10

ゆ
２週 ゆ

1 ３．1日の気温の変化 6 (7)
2

３週 3
4
5

４週 6
ゆ
1 　生き物のくらし(2) 3 (4)

７月 １週 2 ○ 夏の自然
（７） 3

ゆ
２週 1 　空を見上げると(1) 2 (3)

2 ○ 夜空を見よう
ゆ

３週 1 　自由研究 2 (2)
※９月を ９月 ２週 2 ○ 出かけよう 科学の世界へ
１～４週 ２学期 (９) 1 ○ 理科から仕事へ　大平貴之さん 1 (1)
(１２時間) 週3×13 1 　空を見上げると(2) 6 (7)
とする。 調整±0 ３週 2 ４．月や星

(計３９) 3
4

４週 5
6
ゆ

※１０月を １０月 １週 1 ５．空気や水をとじこめると 5 (6)
１,３,４週 （１２） 2
(９時間) 3
とする。 ２週 4

5
ゆ

３週 1 ６．ヒトの体のつくりと運動 5 (6)
後期 2

週3×18 3
調整－1 ４週 4
(計５３) 5

ゆ
１１月 １週 1 　生き物のくらし(3) 3 (4)
（１２） 2 ○ 秋の自然

3
２週 ゆ

1 ○ みんなで使う理科室 3 (3)
2 　～実験器具を正しく使おう～

３週 3
1 　温度とものの変化(1) 8 (9)
2 ７．ものの温度と体積

４週 3
4
5

１２月 １週 6
（６） 7

8
２週 ゆ

1 　空を見上げると(3) 2 (2)
2 ○ 冬の夜空

１月 ２週 1 　生き物のくらし(4) 3 (4)
３学期 （９） 2 ○ 冬の自然
週3×10 3
調整－1 ３週 ゆ
(計２９) 1 　温度とものの変化(2) 7 (8)

2 ８．もののあたたまり方
４週 3

4
5

２月 １週 6
（１２） 7

ゆ
２週 1 　温度とものの変化(3) 8 (9)

2 ９．水のすがた
3

３週 4
5
6

４週 7
8
ゆ

３月 １週 1 10．水のゆくえ 5 (6)
（８） 2

3
２週 4

5
ゆ

３週 1 　生き物のくらし(5) 2 (2)
2 ○ 生き物の１年間

○ 天体しりょう集／光る星座カード － －
※月の（　）は，その月の授業時数。 ４年　学年計 90 (105)
※時数の「ゆ」は，「ゆとりの時間（予備時数）」。
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年間指導計画案　５年 ２学期制 ３学期制 月 週 時数 単元名 配当
時数

(標準
 時数)

４月 ２週 1 自然をつかむ 1 (1)
前期 １学期 （９） 1 　受けつがれる生命(1) 2 (2)

週3×17 週3×12 2 ○ 花のつくり
調整＋1 調整＋1 ３週 1 　受けつがれる生命(2) 11 (13)
(計５２) (計３７) 2 １．植物の発芽と成長

3
４週 4

5
6

５月 ２週 7
（９） 8

9
３週 10

11
ゆ

４週 ゆ
1 　受けつがれる生命(3) 9 (10)
2 ２．メダカのたんじょう

６月 １週 3
（１２） 4

5
２週 6

7
8

３週 9
ゆ
1 　受けつがれる生命(4) 9 (10)

４週 2 ３．花から実へ
3
4

７月 １週 5
（７） 6

7
２週 8

9
ゆ

３週 1 　自由研究 2 (2)
※９月を ９月 ２週 2 ○ 広げよう 科学の世界を
１～４週 ２学期 (９) 1 ○ 理科から仕事へ　河合薫さん 1 (1)
(１２時間) 週3×13 1 　天気の変化(1) 2 (2)
とする。 調整±0 ３週 2 ○ 台風と気象情報

(計３９) 1 　天気の変化(2) 9 (10)
2 ４．雲と天気の変化

４週 3
4
5

※１０月を １０月 １週 6
１,３,４週 （１２） 7
(９時間) 8
とする。 ２週 9

ゆ
1 ５．流れる水のはたらき 10 (11)

３週 2
後期 3

週3×18 4
調整－1 ４週 5
(計５３) 6

7
１１月 １週 8
（１２） 9

10
２週 ゆ

1 ６．もののとけ方 13 (14)
2

３週 3
4
5

４週 6
7
8

１２月 １週 9
（６） 10

11
２週 12

13
ゆ

１月 ２週 1 ７．電磁石のはたらき 12 (13)
３学期 （９） 2
週3×10 3
調整－1 ３週 4
(計２９) 5

6
４週 7

8
9

２月 １週 10
（１２） 11

12
２週 ゆ

1 ８．ふりこのきまり 7 (8)
2

３週 3
4
5

４週 6
7
ゆ

３月 １週 1 　受けつがれる生命(5) 7 (8)
（８） 2 ９．ヒトのたんじょう

3
２週 4

5
6

３週 7
ゆ

○ 地いき資料集　わたしたちの地いきの自然 － －
※月の（　）は，その月の授業時数。 ５年　学年計 95 (105)
※時数の「ゆ」は，「ゆとりの時間（予備時数）」。
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年間指導計画案　６年 ２学期制 ３学期制 月 週 時数 単元名 配当
時数

(標準
 時数)

４月 ２週 1 命のつながりをみる 2 (2)
前期 １学期 （９） 2

週3×17 週3×12 1 １．ものが燃えるとき 9 (10)
調整＋1 調整＋１ ３週 2
(計５２) (計３７) 3

4
４週 5

6
7

５月 ２週 8
（９） 9

ゆ
３週 1 ２．植物のつくりとはたらき 8 (9)

2
3

４週 4
5
6

６月 １週 7
（１２） 8

ゆ
２週 1 ３．ヒトや動物の体のつくりとはたらき 9 (10)

2
3

３週 4
5
6

４週 7
8
9

７月 １週 ゆ
（７） 1 　わたしたちの地球(1) 4 (5)

2 ４．生物どうしのつながり
２週 3

4
ゆ

３週 1 　自由研究 2 (2)
※９月を ９月 ２週 2 ○ 広げよう 科学の世界を
１～４週 ２学期 (９) 1 ○ 理科から仕事へ　レイチェル･カーソンさん 1 (1)
(１２時間) 週3×13 1 ○ みんなで使う理科室 2 (2)
とする。 調整±０ ３週 2 　～薬品や器具を正しく使おう～

(計３９) 1 ５．水よう液の性質 10 (11)
2

４週 3
4
5

※１０月を １０月 １週 6
１,３,４週 （１２） 7
(９時間) 8
とする。 ２週 9

10
ゆ

３週 1 ６．月と太陽 6 (7)
後期 2

週3×18 3
調整－1 ４週 4
(計５３) 5

6
１１月 １週 ゆ
（１２） 1 ７．大地のつくりと変化 16 (17)

2
２週 3

4
5

３週 6
7
8

４週 9
10
11

１２月 １週 12
（６） 13

14
２週 15

16
ゆ

１月 ２週 1 ８．てこの規則性 9 (10)
３学期 （９） 2
週3×10 3
調整－1 ３週 4
(計２９) 5

6
４週 7

8
9

２月 １週 ゆ
（１２） 1 ９．発電と電気の利用 11 (12)

2
２週 3

4
5

３週 6
7
8

４週 9
10
11

３月 １週 ゆ
（８） 1 わたしたちの地球(2) 5 (5)

2 10．自然とともに生きる
２週 3

4
5

３週 1 ○ 自分の生活をふり返ってみると 1 (2)
ゆ

○ 地域資料集　わたしたちの地域の自然 － －
※月の（　）は，その月の授業時数。 ６年　学年計 95 (105)
※時数の「ゆ」は，「ゆとりの時間（予備時数）」。
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評価規準・評価基準の具体例作成にあたって 
 

① はじめに 
 平成 22 年 5月 11日付「小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及
び指導要録の改善等について（通知）」において，小学校理科の評価の観点が，次のように示されました。 
観 
点 

自然事象への関心・意欲・
態度 

科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知
識・理解 

趣 
旨 

自然に親しみ，意欲をもっ
て自然の事物・現象を調べ
る活動を行い，自然を愛す
るとともに生活に生かそ
うとする。 

自然の事物・現象から問題
を見いだし，見通しをもっ
て事象を比較したり，関係
付けたり，条件に着目した
り，推論したりして調べる
ことによって得られた結
果を考察し表現して，問題
を解決している。 

自然の事物・現象を観察
し，実験を計画的に実施
し，器具や機器などを目的
に応じて工夫して扱うと
ともに，それらの過程や結
果を的確に記録している。 

自然の事物・現象の性質や
規則性，相互の関係などに
ついて実感を伴って理解
している。 

 
 従来の観点と比べると，「科学的な思考」が「科学的な思考・表現」へ，「観察・実験の技能・表現」
が「観察・実験の技能」へと改訂されています。このことに関して，平成 22 年 3 月 24 日付「児童生徒

の学習評価の在り方について（報告）」では，次のような考え方が示されています。 
〈「技能」の観点について〉 

基本的には，現在の「技能・表現」で評価している内容は引き続き「技能」で評価することが適当である。 
〈「思考・表現」の観点について〉 

単に文章，表や図に整理して記録するという表面的な現象を評価するものではなく，例えば，自ら取り組む課題
を多面的に考察しているか，観察・実験の分析や解釈を通じ規則性を見いだしているかなど，基礎的・基本的な
知識・技能を活用しつつ，各教科の内容等に即して思考・判断したことを，記録，要約，説明，論述，討論とい
った言語活動等を通じて評価するものであることに留意する必要がある。 

 
 平成 23 年度用「わくわく理科」各単元における評価規準・評価基準の具体例は，上記の観点と趣旨，

考え方に従って，次のような方針で作成しましたので，指導の実際に応じて適宜修正してご利用いただ
ければと存じます。 

 
② 評価規準について 
 評価規準の具体例は，教科書の学習展開に合わせて，各単元の指導計画に沿った形で作成しました。 
○評価規準は，各『時』（一続きの学習展開）に対応するように割り振っています。 
 →数が多くなると負担となりますので，1時間につき 1～2個を基本としました。 
○それぞれの評価規準は，それを評価するのにいちばん適切な『時』に割り振りましたが，実際には，

その『時』と限定せず，長期的な目でも評価していく必要があります。 

→例えば，「関心・意欲・態度」の観点は，単元導入時に評価するほか，その関心・意欲が最後まで
持続するか，態度として身についたかは，単元末などにも再評価する必要があります。 
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○評価の観点は相互に関連するため，類似の内容を，別の観点として設定している場合もあります。 

→例えば，「条件に着目」する内容は，おもに「思考・表現」の観点として設定していますが，「条件
に着目して実験を計画」する場面で「実験の計画」を特に丁寧に扱っている場合などには，「技能」

の観点として設定していることがあります。 

○単元末の「学習をまとめよう」には，評価規準を設定していません。 
→単元の学習全体を振り返る場面ですので，全観点の再評価をしていただきたいと思います。 

※「評価規準」と「本時の目標」の対応 
 それぞれの『時』の「本時の目標」は，指導書の「指導案（研究編）」「朱書きのページ（要点編）」に掲載しますが，

その内容は，「評価規準」と共通としました。 
→「指導と評価の一体化」に鑑みて，それぞれの『時』に割り振った「評価規準」の内容を，その『時』の「本時の目
標」として設定しています。なお，文末表現は，「評価規準」においては「～している」など，「本時の目標」におい
ては「～できる」「～する」などで統一しています。 

 

③ 評価基準について 
 評価基準は，②の評価規準をもとにして，実際の授業を想定しながら例示しました。 
○Ａ評価（十分満足できる）とＢ評価（おおむね満足できる）を具体的に判断できるように，Ａ基準と

Ｂ基準を設定しました。以下は，その判断基準の一例です。 
・関心をもつ対象の広さや深さ，学習への自主性など 

・思考・判断の根拠や論理の確かさ，考えの表現の的確さなど 
・器具の操作の的確さや丁寧さ，観察・実験の過程や結果の記録の詳しさやわかりやすさなど 

・理解の広さや深さなど 
→Ａ基準については，各単元に例示した判断基準以外にも，上記の基準を参考に柔軟な評価をしてい

ただきたいと思います。例えば，「複数のものを調べたい」場合と「1つのものをより詳しく調べた

い」場合では，どちらも関心のもち方がＢ評価より高いと考え，Ａ評価と判断できます。 
 

○Ｂ基準に達していない場合がＣ評価となりますので，Ｃ基準は例示していません。代わりに「Ｂ基準
に達していない場合の手立て」を掲載しています。 

→「Ｂ基準に達していない場合の手立て」では，つまずきやすい場面を中心に，具体的な方法を例示
しています。「虫眼鏡で日光を見てしまう場面」など，絶対にあってはならない場面を前提にした

例示はしていません。安全配慮については特に注意して教科書や指導書を作成していますので，安
全指導は，すべての子どもに周知させてから授業を行っていただきますようお願いいたします。 

 
（評価について，詳しくは指導書「総説」にも掲載します。） 

– 7 –



(理科　３年)

 指導計画・評価資料　　３年

巻頭　しぜんを見つめる 4月第2週，配当1時間

１．身近なしぜんのかんさつ 4月第2週～，配当4時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

第１次
(４時間)

1 身近なしぜんのかんさつ
(1) 春には，どこにどんな生き物がいただろうか。

関･意① この時期に見られる身近な生物について興
味をもち，そのようすを調べようとしている。（行
動観察）

技能① 見つけた植物を観察し，その結果を記録し
ている。（行動観察・記録分析）

知･理① 植物によって，色，形，大きさなどにそれ
ぞれ特徴があることを理解している。（記録分析・
ペーパーテスト）

思･表① 生物を見つけた場所に着目して考察し，生
物と周辺の環境とのかかわりを考え，自分の考えを
表現している。（発言・記録分析）

知･理② 生物はそれぞれ姿が違うことや，周辺の環
境とかかわって生きていることを理解している。
（記録分析・ペーパーテスト）

【巻頭の目標】
ノコギリクワガタやベニシジミなどの昆虫の体をじっくり見て，生きていくために都合のよい体のしくみを見つけることがで
きるようにする。また，注意深く見ることの重要性に気づくことができるようにする。

【単元の目標】
身の回りの生物のようすやその周辺の環境について興味・関心をもって追究する活動を通して，生物のようすやその周辺の環
境とのかかわりを比較する能力を育てるとともに，それらについての理解を図り，生物を愛護する態度を育て，身の回りの生
物のようすやその周辺の環境との関係についての考えをもつことができるようにする。

(2) 植物のようすを観察しよう。
観察１　植物のようす

(3) 動物のようすを観察しよう。
観察２　動物のようす

2

3
・
4

－ 8  －



(理科　３年)

【学習指導要領との関連】
B(1)昆虫と植物，(2)身近な自然の観察

【学習指導要領との関連】
B(2)身近な自然の観察

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

この時期に見られる身近な生物について，た
んけんカードと見比べながら名前を調べた
り，虫眼鏡を使って細部に至るまで詳しく見
たりしようとするなど，興味をもって観察し
ようとしている。

この時期に見られる身近な生物につい
て，名前を調べたり，虫眼鏡を使って見
たりしようとするなど，興味をもって観
察しようとしている。

生物が見られる場所へ呼び寄せて，その
ようすについて会話しながら，その色の
美しさや形のおもしろさなどについて紹
介する。

見つけた植物を虫眼鏡などを正しく使って
じっくり観察し，スケッチや文字を使って，
色，形，大きさなど，生物のようすについて
わかりやすく記録している。

見つけた植物を虫眼鏡を正しく使って観
察し，スケッチや文字を使って，色，
形，大きさなど，生物のようすについて
記録している。

何をどのように観察・記録すればよいの
かについて，教科書の例を示しながら，
色，形，大きさなど生物のようすについ
て，一緒に観察・記録をする。

数種類の植物を，色，形，大きさなど複数の
観点で比較分類して，共通点や差異点に気づ
き，それぞれに固有の形態があることを理解
している。

数種類の植物を，色，形，大きさなど複
数の観点で比較して，それぞれに固有の
形態があることを理解している。

記録カードを並べて，まず観点を１つに
絞って比較・分類した後，同じグループ
のものを違う観点で比較するよう促す。

自分や友達の観察結果や話し合いをもとに考
察し，生物はその周辺の環境とかかわって生
きていると考え，自分の考えを表現してい
る。

観察結果をもとに考察し，生物はその周
辺の環境とかかわって生きていると考
え，自分の考えを表現している。

活動場所の地図（校内地図など）を用意
して，植物が生育しているところ，動物
が見られたところにそれぞれ違う色の
シールを貼ることで，植物と動物のかか
わりに気づくことができるようにする。

自分や友達の観察結果や話し合いをもとに，
生物はそれぞれ姿が違うことを，周辺の環境
とかかわって生きていることと関連づけて理
解している。

生物はそれぞれ姿が違うことや，周辺の
環境とかかわって生きていることを理解
している。

観察記録や教科書を見直し，生物の姿の
違いや周囲の環境とのかかわりを，具体
例を挙げて確認する。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(1)植物の生活と種類　ア(ｱ)生物の観察
2(3)動物の生活と生物の変遷　ウ(ｲ)無脊椎動物の仲間

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(1)植物の生活と種類　ア(ｱ)生物の観察

－ 9  －



(理科　３年)

２．たねをまこう 4月第4週～，配当4時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

第１次
(１時間)

関･意① 身近な植物のたねをまき，愛情をもって育
てようとしている。（行動観察・記録分析）

技能① たねの特徴を観察したり，たねまきのよう
すを思い出したりしながら記録している。（記録分
析）

第２次
(２時間)

技能② 植物の芽や子葉の特徴や大きさなどを観察
し，結果を記録している。（記録分析）

知･理①　植物は，たねから発芽し子葉が出て，葉が
増えながら成長することを理解している。（記録分
析・ペーパーテスト）

第３次
(１時間)

4 うえかえをしよう
(1) この後，どのように育っていくのだろうか。

思･表① 植物がどのように育っていくのか，自分な
りに予想し，植え替えの必要性について考え，表現
している。（発言・記録分析）

たねをまこう
○ たねをまいて，植物がどのように育つのか，調べて
いこう。

きろくをしよう
(1) たねから芽が出た後は，どのように育っていくの
だろうか。
観察１　めが出た後のようす

1

2
・
3

【単元の目標】
身近な植物のたねをまき，世話をしながら育てていくなかで，発芽などの植物の育ちや体のつくりを比較しながら調べる活動
を通して，生物を愛護する態度を育てるとともに，植物はたねから芽が出て順に育っていくという成長の順序についての考え
をもつことができるようにする。

－ 10  －



(理科　３年)

【学習指導要領との関連】
B(1)昆虫と植物　イ

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

身近な植物のたねをまき，どんな芽が出てく
るか楽しみにしながら，水やりなどの世話を
進んで行い，愛情をもって育てようとしてい
る。

身近な植物のたねをまき，水やりなどの
世話を行い，愛情をもって育てようとし
ている。

どんな芽が出て，どんな花が咲くのか，
期待感をもたせるように会話しながら，
いっしょに水やりなどの世話をする。

たねの特徴を詳しく観察したり，たねまきの
順序を思い出したりしながら，わかりやすく
記録している。

たねの特徴を観察したり，たねまきのよ
うすを思い出したりしながら，記録して
いる。

たねのようすをいっしょに観察したり，
たねまきのようすを尋ねたりしながら記
録させる。

自分が育てている植物の，芽や子葉の特徴や
大きさなどを詳しく観察し，変化したようす
に着目しながら結果をわかりやすく記録して
いる。

自分が育てている植物の，芽や子葉の特
徴や大きさなどを観察し，結果を記録し
ている。

形・大きさ・色の変化などに着目させな
がら記録させる。

育てている植物は，たねから発芽し子葉が出
て，葉が増えながら成長することを理解し，
ほかの植物も同様の視点でとらえている。

育てている植物は，たねから発芽し子葉
が出て，葉が増えながら成長することを
理解している。

たね，子葉（双葉），葉（本葉）のよう
すがよくわかる代表的な記録カードを並
べ，育ちの順序に気づかせる。

植物がどのように育っていくのか，背の高
さ，葉の数や大きさなどを自分なりに予想
し，もっと大きく育てるためには，植え替え
が必要であると考え，表現している。

これから植物が大きく育っていくので，
自分なりに予想し，植え替えが必要であ
ると考え，表現している。

自分も体が大きくなるにつれ，靴や服な
どを大きくする必要があったことなどを
思い出させ，植物も広い場所が必要だと
いう考えをもたせる。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(1)植物の生活と種類　ア(ｱ)生物の観察，イ(ｲ)葉・茎・根のつくりと働き

－ 11  －



(理科　３年)

３．チョウを育てよう 5月第2週～，配当9時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

単元導入
(１時間)

1 チョウを育てよう
○ チョウは，どこで何をしているのか，話し合ってみ
よう。

関･意① 花の咲いていないキャベツの葉にチョウが
集まる理由を考え，観察したいという気持ちをもっ
ている。（行動観察・発言）

第１次
(４時間)

2
・
3

チョウの育ち
(1) チョウは，たまごから，どのように育っていくの
だろうか。
観察１　たまごのようす

関･意②　チョウに興味をもち，キャベツの葉に産み
つけられた卵や幼虫を見つけ，観察し，育てようと
している。（行動観察）

関･意③ チョウの育ちに興味をもち，世話をして観
察しようとしている。（行動観察）

技能① チョウを飼育して，チョウが育っていくよ
うすを観察し，結果を記録している。（記録分析）

思･表① チョウが育つようすを観察した結果から考
察し，チョウが育つ順序には一定のきまりがあると
考え，自分の考えを表現している。（行動観察・記
録分析）

知･理① チョウは，卵→幼虫→さなぎ→成虫の順に
育つことを理解している。（記録分析・ペーパーテ
スト）

第２次
(２時間)

技能② 虫眼鏡などを使って，チョウの体の特徴に
ついて調べ，結果を記録している。（行動観察・記
録分析）

知･理② チョウの体は，頭・胸・腹からできている
ことを理解している。（記録分析・ペーパーテス
ト）

第３次
(１時間)

関･意④ チョウ以外の昆虫にも興味をもち，育ちや
体のつくり，すみかを調べようとしている。（行動
観察）

思･表② 昆虫がすんでいるところのようすをもとに
考察し，えさやすみかに着目して飼い方を考え，自
分の考えを表現している。（行動観察・記録分析）

まとめ・
力だめし

9

(3) さなぎは，どのように育っていくのだろうか。
観察３　さなぎのようす

【単元の目標】
チョウを対象として，昆虫の育ちや体のつくりには一定のきまりがあるという考えをもつことができるようにするとともに，
ほかの昆虫と比較して追究していこうとする能力や，生物を愛護する態度を育てる。

(2) 幼虫は，たまごからかえった後，どのように育っ
ていくのだろうか。
観察２　よう虫の育ち

チョウの体のつくり
(1) チョウの成虫の体は，どんなつくりになっている
のだろうか。
観察４　せい虫の体のつくり

ほかのこん虫の育ち
(1) ほかの昆虫は，どのように育っていくのだろう
か。
観察５　ほかのこん虫の育ちやつくり

6
・
7

8

4

5
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(理科　３年)

【学習指導要領との関連】
B(1)昆虫と植物　ア

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

花の咲いていないキャベツの葉にチョウが集
まる理由を考え，チョウが何をしているのか
進んで観察したいという気持ちをもってい
る。

花の咲いていないキャベツの葉にチョウ
が集まる理由を考え，チョウが何をして
いるのか観察したいという気持ちをもっ
ている。

蜜を吸うために花に集まるチョウと，花
のないキャベツの葉に集まるチョウを比
較させる。

キャベツ畑などにチョウが集まってきている
ことに興味をもち，チョウが集まる理由を考
えながら，進んでチョウの卵や幼虫を観察
し，育てようとしている。

キャベツ畑などにチョウが集まってきて
いることに興味をもち，チョウの卵や幼
虫を観察し，育てようとしている。

虫眼鏡の使い方を指導してキャベツの葉
についているチョウの卵を発見させた
り，幼虫が葉を食べるようすを観察させ
たりして，どのように成長していくのか
興味をもたせる。

チョウの育ちに興味をもち，飼い方を調べた
り，えさは何かを考えたりして，世話をしな
がら，形や大きさの変化，行動を観察しよう
としている。

チョウの育ちに興味をもち，世話をしな
がら，形や大きさの変化，行動を観察し
ようとしている。

幼虫がえさを必要としていることを伝
え，飼育容器の掃除のしかたを丁寧に指
導し，毎日世話をすることができるよう
にする。

チョウを飼育して，チョウが卵から幼虫，さ
なぎ，成虫へと育っていくようすを，形や大
きさなどに注目して観察し，結果をわかりや
すく記録している。

チョウを飼育して，チョウが卵から幼
虫，さなぎ，成虫へと育っていくようす
を観察し，結果を記録している。

形や色の変化，行動のようすなど観察の
視点をもう一度確認して，それらを図や
文章で記録することができるようにす
る。

自分や友達の観察結果から考察し，チョウは
卵から幼虫が生まれ，皮を脱いで大きくな
り，やがてさなぎから成虫へと育っていくと
考え，自分の考えを表現している。

観察結果から考察し，チョウは卵から幼
虫，さなぎ，成虫へと育っていくと考
え，自分の考えを表現している。

自分の記録を見直したり，友達の記録と
比較したりして，形や大きさの変化など
成長のようすを確かめ，チョウが卵→幼
虫→さなぎ→成虫と育ってきたことをと
らえられるようにする。

チョウは，卵から幼虫が生まれ，皮を脱いで
大きくなり，やがてさなぎから成虫の順に育
つことを理解し，それを説明できる。

チョウは，卵→幼虫→さなぎ→成虫の順
に育つことを理解している。

観察記録や教科書を見直し，チョウは，
卵→幼虫→さなぎ→成虫の順に育つこと
を確認する。

虫眼鏡を正しく使うなどして，体の分かれ方
や目や触角のつき方，脚やはねのつき方や数
などチョウの体を詳しく観察し，結果をわか
りやすく記録している。

虫眼鏡を正しく使うなどして，体の分か
れ方などチョウの体を観察し，結果を記
録している。

チョウの脚が何本あるのか確かめたり，
頭・胸・腹の区別をもう一度説明したり
して観察の視点を明らかにし，正しく記
録ができるようにする。

観察や話し合いをもとに，チョウの体は，
頭・胸・腹からできていることなどを具体的
に理解している。

チョウの体は，頭・胸・腹からできてい
て，頭には目や触角があり，胸には脚が
ついていることを理解している。

観察記録や飼育しているチョウと，教科
書を見比べて，チョウの体をもう一度確
かめさせて，昆虫の特徴を理解できるよ
うにする。

チョウ以外の昆虫にも興味をもち，図鑑で調
べたり，野外で昆虫を探したりして，愛情を
もって成長するようすを調べようとしてい
る。

チョウ以外の昆虫にも興味をもち，いろ
いろな昆虫の育ちや体のつくり，すみか
を調べようとしている。

身の回りにいる昆虫を例示して興味をも
たせたり，飼い方を説明している図鑑な
どを提示して見通しをもたせたりして，
ほかの昆虫についても調べられるように
する。

昆虫を見つけた場所のようすをもとに考察
し，昆虫のくらしを想像しながら，飼うには
えきやすみかをどうすればよいか考え，自分
の考えを表現している。

昆虫を見つけた場所のようすをもとに考
察し，飼うにはえさやすみかをどうすれ
ばよいか考え，自分の考えを表現してい
る。

昆虫の色と周りの植物の色が似ているこ
とや，昆虫が何をえさにしているか示
し，飼い方を考えられるようにする。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(1)植物の生活と種類　ア(ｱ)生物の観察
2(3)動物の生活と生物の変遷　ウ(ｲ)無脊椎動物の仲間
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(理科　３年)

植物の育ちとつくり 6月第2週～，配当3時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

第１次
(２時間)

関･意① 身近な植物に興味をもち，それらの体のつ
くりや育ちを調べようとしている。（行動観察・記
録分析）

技能① 植物の体のつくりや育ちを観察し，結果を
記録している。（記録分析）

思･表① 植物を観察した結果から考察し，植物の体
のつくりの共通点を考え，自分の考えを表現してい
る。（行動観察・記録分析）

知･理① 植物の体は，根・茎・葉からできているこ
とを理解している。（記録分析・ペーパーテスト）

まとめ・
力だめし

3

植物の育ちとつくり
(1) 春にたねをまいた植物は，どれぐらい育っている
のだろうか。
観察１　植物の育ち

(2) 植物は，どんなつくりになっているのだろうか。
観察２　植物のつくり

【単元の目標】
身近な植物の世話をしながら育てていくなかで，植物の育ちや体のつくりを比較しながら意欲的に調べる活動を通して，生物
を愛護する態度を育てるとともに，植物は根・茎・葉からできているという体のつくりについての考えをもつことができるよ
うにする。

1

2
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(理科　３年)

【学習指導要領との関連】
B(1)昆虫と植物　イ

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

自分が育てている植物の体のつくりや育ち方
に興味をもち，継続的に進んで調べようとし
ている。

自分が育てている植物の体のつくりや育
ち方に興味をもち，調べようとしてい
る。

朝の会などで，自分や友達が育てている
植物が育つようすやその変化を発表する
時間を設けるなどして，興味をもたせ
る。

植物の体のつくりや育ちを，葉の数や大き
さ，背の高さや茎の太さなどに着目して調
べ，前回の観察結果と比べながら記録してい
る。

植物の体のつくりや育ちを，葉の数や大
きさ，背の高さや茎の太さなどに着目し
て調べ，結果を記録している。

葉の数や大きさ，背の高さや茎の太さな
ど，春のころから変化してきたことに気
づかせて，それらを記録させる。

観察結果から考察し，以前の記録や友達の記
録と比べて，身近な植物は根・茎・葉からで
きていると考え，自分の考えを表現してい
る。

観察結果から考察し，育てている植物は
根・茎・葉からできていると考え，自分
の考えを表現している。

実物を見せたり，以前の記録や友達の記
録と比べさせたりしながら，根・茎・葉
に着目させる。

育てている植物の体は，根・茎・葉からでき
ていることを理解し，その他の植物も同じだ
と考えている。

育てている植物の体は，根・茎・葉から
できていることを理解している。

実物や教科書の図を使って，植物の体が
根・茎・葉からできていることを理解さ
せる。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(1)植物の生活と種類　ア(ｱ)生物の観察，イ(ｲ)葉・茎・根のつくりと働き
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(理科　３年)

４．風やゴムのはたらき 6月第4週～，配当7時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

単元導入
(１時間)

1 風やゴムのはたらき
○ 風やゴムの力を感じてみよう。

関･意① 風やゴムの力による現象に興味をもち，そ
の力を進んで体感しようとしている。（発言・行動
観察・記録分析）

第１次
(１時間)

思･表① 車の試走結果や生活経験などから，風を受
けた車を遠くまで走らせる方法を考え，自分の考え
を表現している。（行動観察・作品分析）

技能① 車が風を受ける部分をくふうして丈夫に取
りつけたり，まっすぐ走るように調整したりしてい
る。（行動観察・作品分析）

第２次
(１時間)

思･表② 車の走った距離を比較し，風の強さと力の
大きさの関係を考え，自分の考えを表現している。
（発言・行動観察・記録分析）

技能② 車に当てる風の強さを変えて，走る距離を
調節し，くふうして結果を記録している。（行動観
察・作品分析）

知･理① 風はものを動かし，風の強弱で力のはたら
きの大きさが変わることを理解している。（記録分
析・ペーパーテスト）

第３次
(２時間)

思･表③ 輪ゴムを引っ張る長さやその本数を変えた
ときの結果から考察し，ものを動かす力の強さとの
関係を考え，自分の考えを表現している。（行動観
察・作品分析）

技能③ 輪ゴムを引っ張る長さや本数などを変え，
車の走る距離を調節し，結果を記録している。（行
動観察・作品分析）

知･理② 輪ゴムを引っ張る長さやその本数で，力の
はたらきの大きさが変わることを理解している。
（記録分析・ペーパーテスト）

第４次
(１時間)

関･意② プロペラに興味をもち，プロペラカーを
作ったり走らせたりしようとしている。（行動観
察・作品分析）

思･表④ 今までの学習を生かし，プロペラカーがよ
く走る方法を考え，自分の考えを表現している。
（発言・行動観察・記録分析）

技能④ プロペラカーの輪ゴムや軸の取りつけ方
や，長い距離の走らせ方をくふうしている。（行動
観察・作品分析）

まとめ・
力だめし

7

風で動く車をつくろう
(1) 「帆」をつけた車をつくり，風で走らせよう。
製作１　風で動く車をつくろう

風の力を調べよう
(1) 風が強くなると，風がものを動かす力も強くなる
のだろうか。
実験１　風の強さと車が走るきょり

6

【単元の目標】
風やゴムで動くものを作ったり動かしたりする活動を通して，風やゴムの力をはたらかせたときの現象の違いを比較する能力
を育てるとともに，風やゴムの力でものを動かせることの理解を図り，風やゴムのはたらきについての考えをもつことができ
るようにする。

ゴムの力を調べよう
(1) 輪ゴムを引っぱる長さや，輪ゴムの本数を変える
と，ゴムの力はどうなるのだろうか。
実験２　ゴムの力と車が走るきょり

風やゴムの力を使って
(1) プロペラで動く車をつくろう。
製作２　プロペラで動く車をつくろう

2

3

4
・
5
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(理科　３年)

【学習指導要領との関連】
A(2)風やゴムの働き

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

風やゴムの力を利用した道具には何があるか
を調べようとしたり，風の強さによって，
木々の動きや体への感じ方などが違うことに
気づいている。

風やゴムの力を体感しようとし，風に
よって木々が動くことなどに気づいてい
る。

風があるときとないときの木々の動きの
違いなどを比べたり，手や顔に感じる風
の強さを言葉に表したりして，活動を深
められるよう助言する。

試走結果や自分の生活経験などから，風の強
さや，帆の形・大きさ，取りつけ方などを車
の走る距離と関係づけて考え，自分の考えを
表現している。

車の進み方を見て，風をうまく受けて走
ることができるように，帆の形・大き
さ，取りつけ方などをくふうしようと考
え，自分の考えを表現している。

車が風を受けて走ることを意識するよう
に，風を受ける部分を指し示すなどし
て，帆の大きさや形などを風との関係か
ら考えられるようにする。

風を受けた車が安定して走るように，帆の大
きさや取りつけ方，タイヤの位置などをくふ
うして調整している。

風を受ける紙コップをしっかり台に取り
つけたり，進む方向を考えてタイヤの位
置や風の当て方などを調整したりしてい
る。

教師の作った車と比べながら，どのよう
にしたらうまく風を受けて走るようにな
るのか，考えながら作れるようにする。

自分の結果と友達の結果を総合して，風の力
の強さが変わると，ものを動かすはたらきの
大きさも変わると考え，自分の考えを表現し
ている。

風の強さが違うときに車の走った距離を
比べ，風の強さが変わると，車を動かす
はたらきの大きさも変わると考え，自分
の考えを表現している。

風が吹いていないとき，弱いとき，強い
ときの車の走った距離を確認し，風の強
さとものの動きの関係をつかめるように
する。

車に当てる風の強さを変えて，車の走る距離
を調節したり，車の走った距離をくふうして
図や表に記録したりしている。

車に当てる風の強さを変えて，車の走っ
た距離を調べ，図や表などに記録してい
る。

図や表を記入できる補助用紙を配布し，
図や表にすることのよさに気づくように
する。

風の力で車が走ったこと，その強弱によって
はたらきの大きさが変わることを理解し，風
の力と生活体験を結びつけている。

風の吹き方が強くなると，車が遠くまで
走ったことから，風の吹き方が強くなる
と風の力も大きくなることを理解してい
る。

風やものを図化したり，旗など別のもの
を風で動かす経験をできる時間を取った
りして，風の力について理解できるよう
にする。

自分の結果と友達の結果を総合して，輪ゴム
を引っ張る長さやその本数を変えたときの結
果から考察し，ものを動かす力の大きさも変
わると考え，自分の考えを表現している。

条件を変えて車の走った距離を比べ，輪
ゴムを引っ張る長さやその本数を変えた
ときの結果から考察し，その力の大きさ
も変わると考え，自分の考えを表現して
いる。

輪ゴムを引っ張る長さやその本数を変え
たときに，車の走った距離を確認し，ゴ
ムの力とものの動きの関係をつかませ
る。

輪ゴムを引っ張る長さやその本数などを変え
て，車の走る距離を調節したり，距離をくふ
うして図や表に記録したりしている。

輪ゴムを引っ張る長さやその本数などを
変えて，車の走った距離を調べ，図や表
などに記録している。

図や表を記入できる補助用紙を配布し，
図や表にすることのよさに気づくように
する。

輪ゴムを引っ張る長さやその本数によって，
ゴムのはたらきの大きさが変わることを理解
し，ゴムの力と生活体験を結びつけている。

輪ゴムを引っ張る長さやその本数によっ
てゴムの力が大きくなることを理解して
いる。

ゴムやものを図化したり，別のものを輪
ゴムで動かしたりするなどして，ゴムの
力について理解できるようにする。

遠くまで走るだけでなく，一定の距離に止ま
るように調整したり，友達の車と比べて改良
したりしようとしている。

プロペラの巻き方を考えたり，プロペラ
の風を感じたりするなどしながらプロペ
ラカーを走らせようとしている。

プロペラを回したときの風を感じさせ，
輪ゴムがプロペラを回し，その風の力に
よって車が走ることに興味をもつように
する。

車を走らせるうちに，プロペラを巻いて輪ゴ
ムをねじる回数や輪ゴムの本数などから，車
の進む距離を予想し，表現している。

プロペラを巻いて輪ゴムをねじる回数や
輪ゴムの本数を変えることで，その回転
が変わることを予想し，表現している。

友達の車の走り方を参考にして，輪ゴム
をねじる回数や本数と，車の進んだ距離
との関係に気づくようにする。

車のバランスを考えながら，くふうしてプロ
ペラを取りつける位置を決めている。

プロペラを巻いても，輪ゴムが外れたり
プロペラがゆるんだりしないように，
しっかり取りつけている。

まず，取りつける手順を確かめてから，
実際の車作りに取りかかれるようにす
る。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
1(1)身近な物理現象　イ(ｱ)力の働き

－ 17  －



(理科　３年)

自由研究　出かけよう　しぜんの中へ 7月第3週・9月第2週，配当2時間

理科から仕事へ　今森光彦さん 9月第2週，配当1時間

いろいろなこん虫のかんさつ 9月第2週～，配当4時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

第１次
(３時間)

関･意① 身の回りの昆虫に興味をもち，昆虫を探し
て飼育・観察しようとしている。（行動観察・発
言）

技能① 昆虫を観察して結果を記録し，まとめてい
る。（記録分析）

知･理① 昆虫は，体の色，形，大きさなどの姿が違
うこと，生活場所や食べ物に適応していることを理
解している。（記録分析・ペーパーテスト）

思･表① 昆虫の体のつくりについて，チョウの体の
つくりをもとに比べた結果から考察し，共通点があ
ると考え，自分の考えを表現している。（行動観
察・記録分析）

知･理② 昆虫の育ち方には一定の順序があること
や，体のつくりについて理解している。（記録分
析・ペーパーテスト）

まとめ・
力だめし

4

1
・
2

3

いろいろなこん虫のかんさつ
(1) いくつかの昆虫を比べて，どんな違いがあるか，
見つけてみよう。
観察１　こん虫のとくちょうのちがい

(2) いくつかの昆虫の体のつくりと育ちを比べて，似
ているところを考えよう。
観察２　こん虫のつくりや育ち

【自由研究の目標】
これまでの学習や身近な自然体験をもとに，植物の成育，昆虫の生態などをテーマに研究を進め，それらの成果を発表する活
動を通して，科学的な見方，考え方や表現能力を高められるようにする。

【「理科から仕事へ」の目標】
昆虫写真家の今森光彦さんの話から，これから学ぶ昆虫の学習が自身の将来の進路にもつながっていくものであるという実感
がもてるようにする。

【単元の目標】
身の回りのいろいろな昆虫を比較する活動を通して，それぞれ色，形，大きさなどの姿が違うこと，食べ物やすみかなどの周
辺の環境とかかわって生きていることをとらえるようにする。また，昆虫の体のつくりや育ちには一定のきまりがあるという
考えをもつことができるようにする。
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【学習指導要領との関連】
A・B区分全般

【学習指導要領との関連】
B(1)昆虫と植物，(2)身近な自然の観察

【学習指導要領との関連】
B(1)昆虫と植物　ア，(2)身近な自然の観察

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

身の回りの昆虫に興味をもち，見つけた昆虫
をよりよく飼育・観察しようとしている。

身の回りの昆虫に興味をもち，昆虫を探
して飼育・観察しようとしている。

捕虫網を使わせたり，昆虫の持ち方を伝
えたりして，昆虫を捕らえられるように
し，食べ物やすみかなどに着目させる。

昆虫の体の色や，形，大きさを比較したり，
生活場所や食べ物に着目したりして結果を記
録し，わかりやすくまとめている。

いろいろな昆虫を観察して結果を記録
し，まとめている。

実際の昆虫について，ものさしで大きさ
を測ったり，昆虫が食べ物を食べている
ところを観察させたりする。

昆虫は，それぞれ体の色，形，大きさに特徴
があり，それが生活場所や食べ物に適応して
いることを詳しく理解している。

昆虫は，体の色，形，大きさなどの姿が
違うこと，生活場所や食べ物に適応して
いることを理解している。

昆虫の各部の特徴をとらえた図を見せ
て，昆虫の色や形，大きさを確かめさせ
る。

チョウなどこれまで調べた昆虫と比べて観察
した結果から考察し，昆虫の体は頭・胸・腹
からできていて，その形は種類によって違う
と考え，自分の考えを表現している。

昆虫の体のつくりについて，チョウの体
のつくりをもとに比べた結果から考察
し，共通点があると考え，自分の考えを
表現している。

頭・胸・腹といった用語を確認したり，
チョウと比べたりして，昆虫の体のつく
りの共通点に気づくことができるように
する。

昆虫には，さなぎにならず卵→幼虫→成虫と
育つものがいることや，昆虫の体は頭・胸・
腹からできているが昆虫によって形態や色な
どが違うことを理解している。

昆虫の育ち方には一定の順序があること
や，体のつくりについて理解している。

自分や友達の記録を見比べて，いくつか
の昆虫が育つ順序を確かめさせたり，脚
の数やはねのついているところを確かめ
させたりする。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(1)植物の生活と種類　ア(ｱ)生物の観察
2(3)動物の生活と生物の変遷　ウ(ｲ)無脊椎動物の仲間
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(理科　３年)

植物の一生 9月第4週～，配当3時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

第１次
(２時間)

関･意① 身近な植物に興味をもち，それらの体のつ
くりや育ちを調べようとしている。（行動観察・記
録分析）

技能① 植物の花と実の関係や特徴を観察し，結果
を記録している。（記録分析）

思･表① 観察結果から考察し，植物は花が咲き，実
ができたあとに枯死するという，育ち方の順序につ
いて考え，自分の考えを表現している。（行動観
察・記録分析）

知･理① 植物の育ち方の順序や，体のつくりを理解
している。（記録分析・ペーパーテスト）

まとめ・
力だめし

3

(2) 結果をまとめて，結果から考えよう。

1

2

植物の一生
(1) 育ててきた植物にも，実ができているのだろう
か。
観察１　花から実へ

【単元の目標】
身近な植物の花や実に興味をもち比較しながら調べ，植物の一生をまとめる活動を通して，生物を愛護する態度を育てるとと
もに，たねから発芽し，子葉が出て，葉が茂り，花が咲き，実ができたあとに枯死するという植物の成長の順序や，体のつく
りについての考えをもつことができるようにする。
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(理科　３年)

【学習指導要領との関連】
B(1)昆虫と植物　イ

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

自分が育てている植物の体のつくりや育ち方
に興味をもち，継続的に進んで調べようとし
ている。

自分が育てている植物の体のつくりや育
ち方に興味をもち，調べようとしてい
る。

朝の会などで，自分や友達が育てている
植物が育つようすや変化を発表する時間
を設けるなどして，興味をもたせる。

植物の体のつくりや育ちを，花と実の関係，
実の色や形・大きさなどに着目して調べ，変
化のようすの結果をわかりやすく記録してい
る。

植物の体のつくりや育ちを，花と実の関
係，実の色や形・大きさなどに着目して
調べ，結果を記録している。

花が咲いたあとに実ができ，枯れていく
ようすを観察させる。

観察結果から考察し，植物は花が咲いたあと
に実ができ，その後，実を残して枯れてしま
うが，実からとれるたねからまた芽が出ると
考え，自分の考えを表現している。

観察結果から考察し，植物は花が咲いた
あとに実ができ，その後，実を残して枯
れてしまうと考え，自分の考えを表現し
ている。

実物を示しながら，花と実の関係や，実
を残して枯れていくようすを観察させ，
育つ順序を考えさせる。

植物は，たねから発芽し子葉が出て，根・
茎・葉が大きくなり，花が咲いたあとに実が
でき，その後，実を残して枯れるが，たくさ
んのたねを残すことを理解している。

植物は，たねから発芽し子葉が出て，
根・茎・葉が大きくなり，花が咲いたあ
とに実ができ，その後，実を残して枯れ
ることを理解している。

記録カードや教科書の写真などで，植物
が育つ順序を振り返らせる。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(1)植物の生活と種類　ア(ｱ)生物の観察，イ(ｲ)葉・茎・根のつくりと働き
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５．かげのでき方と太陽の光 10月第2週～，配当8時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

単元導入
(１時間)

1 かげのでき方と太陽の光
○ 影は，どんなときに，どこにできるのか調べてみよ
う。

関･意① いろいろな影のようすを観察して，影ので
き方について進んで調べようとしている。（行動観
察）

第１次
(３時間)

2 かげの動きと太陽
(1) 影ができるとき，太陽は，影と比べて，どちら側
に見えるのだろうか。
観察１　かげができるときの太陽のいち

思･表① 観察結果から考察し，影のできる向きを太
陽の位置と関係づけて考え，自分の考えを表現して
いる。（発言・記録分析）

技能① 方位磁針を使うなどして，影の向きの変化
を，太陽の位置と関係づけて調べ，結果を記録して
いる。（行動観察・記録分析）

知･理①　影の向きは，太陽の動きによって変わるこ
とを理解している。（記録分析・ペーパーテスト）

第２次
(３時間)

関･意② 日なたと日かげの地面のようすに興味をも
ち，地面のようすを調べようとしている。（行動観
察）

思･表② 日なたと日かげの地面のようすを比較し
て，それらの違いを考え，自分の考えを表現してい
る。（行動観察・記録分析）

技能② 温度計を使って，日なたと日かげの地面の
温度を調べ，結果を記録している。（行動観察・記
録分析）

知･理② 地面は日光によってあたためられ，日なた
と日かげでは地面のあたたかさや湿り気に違いがあ
ることを理解している。（記録分析・ペーパーテス
ト）

まとめ・
力だめし

8

(2) 日なたと日かげで，地面のあたたかさは，どれぐ
らいの違いがあるのだろうか。
観察４　地面の温度くらべ
製作１　日時計をつくろう

(2) 影の向きは，時間がたつと，どのように変わるの
だろうか。そのとき，太陽の位置は，どうなるのだろ
うか。
観察２　かげの向きと太陽のいち

6
・
7

日なたと日かげの地面
(1) 日なたと日かげでは，地面のようすに，どんな違
いがあるのだろうか。
観察３　日なたと日かげの地面のちがい

【単元の目標】
影の位置の変化と太陽の動きの関係を調べ，影の位置は太陽の動きによって変化することをとらえるようにする。また，日な
たと日かげの地面のようすを比較しながら調べ，日なたと日かげの地面のようすには違いがあることをとらえるようにする。

3
・
4

5

－ 22  －



(理科　３年)

【学習指導要領との関連】
B(3)太陽と地面の様子

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

これまでの経験を思い出したり，日光ででき
る影を観察したりして，影のでき方について
意欲的に調べようとしている。

日光でできる影を観察して，影のでき方
について調べようとしている。

屋外に出て，いろいろなものにできる影
を見せて，調べてみたいという意識をも
たせる。

いろいろなものにできる影を観察した結果か
ら考察し，太陽の見える位置と影のできる向
きは，ものを挟んで反対になっていると考
え，自分の考えを表現している。

いろいろなものにできる影を観察した結
果から考察し，影はどれも同じ向きにで
き，太陽は影の反対側に見えると考え，
自分の考えを表現している。

自分の影ができたとき，太陽の見える位
置と影のできる向きを指で示させるなど
して，２つの向きの違いに目を向けさせ
る。

方位磁針を使うなどして，時刻を変えて影の
向きや長さ，太陽の位置や高さの変化を調
べ，結果をわかりやすく記録している。

方位磁針を使うなどして，時刻を変えて
影の向きや太陽の位置を調べ，結果を記
録している。

方位磁針の使い方を練習し，太陽の位置
と影の向きを，方位を図示したものに記
録させる。

太陽は，東から南の空を通って西へ動くの
で，影も動き，太陽の高さも変わるので，影
の長さも変わると理解している。

太陽は，東から南の空を通って西へ動く
ので，影も動くと理解している。

室内で光源を用いて，光源の位置を変え
て棒などの影を動かしてみせることに
よって，太陽の動きに結びつかせる。

日なたと日かげの地面のようすに興味をも
ち，手や足でいろいろな場所の地面に触れる
などして，日なたと日かげの違いを進んで調
べようとしている。

日なたと日かげの地面のようすに興味を
もち，手や足で地面に触れるなどして，
日なたと日かげの違いを調べようとして
いる。

日なたと日かげの地面に触れたり，少し
離れて見たりするように指示し，日なた
と日かげの地面のようすに目を向けさせ
る。

自分や友達が調べた日なたと日かげの地面の
ようすを比較して，日なたと日かげでは明る
さやあたたかさ，湿り気などが違うと考え，
自分の考えを表現している。

日なたと日かげの地面のようすを比較し
て，日なたと日かげでは明るさやあたた
かさ，湿り気などが違うと考え，自分の
考えを表現している。

自分や友達が記録した日なたと日かげの
地面のようすを比較して，共通点や差異
点に気づかせる。

温度計を安全に正しく使って，朝と昼ごろの
日なたと日かげの地面の温度を調べ，結果を
わかりやすく記録している。

温度計を安全に正しく使って，朝と昼ご
ろの日なたと日かげの地面の温度を調
べ，結果を記録している。

温度計の使い方や地面の温度の調べ方，
記録のしかたを，もう一度説明する。

日光によって地面があたためられ，日なたと
日かげの地面のあたたかさや湿り気には違い
があると理解し，朝より昼ごろのほうが地面
の温度が高い理由を説明できる。

日光によって地面があたためられ，日な
たと日かげの地面のあたたかさや湿り気
には違いがあると理解している。

自分や友達の記録を見直し，日なたと日
かげの地面のあたたかさや湿り気を比べ
させる。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(6)地球と宇宙　ア(ｱ)日周運動と自転，イ(ｱ)太陽の様子
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６．光のせいしつ 11月第2週～，配当6時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

単元導入
(１時間)

関･意① 鏡を使って日光を反射させることに興味を
もち，光の性質を調べようとしている。（行動観
察）

思･表① 日光は反射させたり集めたりすることがで
きると考え，自分の考えを表現している。（行動観
察・記録分析）

第１次
(２時間)

思･表② 実験結果から考察し，鏡で反射させた日光
を重ねてものに当てると，ものの明るさやあたたか
さが変わると考え，自分の考えを表現している。
（行動観察・記録分析）

技能① 鏡で日光を集めたときのものの明るさやあ
たたかさを調べる方法を考え，調べた結果を記録し
ている。（行動観察・記録分析）

第２次
(１時間)

思･表③ 虫眼鏡で日光を集めてものに当てると，も
のの明るさやあたたかさが変わると考え，自分の考
えを表現している。（行動観察・記録分析）

知･理① ものに日光を当てると，ものの明るさやあ
たたかさが変わることを理解している。（記録分
析・ペーパーテスト）

第３次
(１時間)

技能② スリットを使った実験装置を作って日光の
進み方を調べ，結果を記録している。（行動観察・
記録分析）

知･理② 日光が直進することを理解している。（記
録分析・ペーパーテスト）

まとめ・
力だめし

6

集めた日光
(1) 虫眼鏡で日光を集めて，紙に当てるとどうなるの
だろうか。
実験２　集めた日光の明るさとあたたかさ

5

光のせいしつ
○ 鏡を使って，日光をはね返してみよう。

はね返した日光
(1) 鏡ではね返した日光を重ねると，何がどのように
変わるのだろうか。
実験１　はね返した日光の明るさとあたたかさ

4

1

2
・
3

日光の進み方
(1) 日光は，どのように進むのだろうか。
実験３　日光の進み方

【単元の目標】
鏡などを使って，日光を集めたり反射させたりしてものに当てると，その明るさやあたたかさが変わることをとらえるように
するとともに，実験装置を製作して光の進み方をとらえるようにする。そこから，光の性質についての考えをもつことができ
るようにする。
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【学習指導要領との関連】
A(3)光の性質

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

鏡を使って日光を反射させることに興味をも
ち，反射させた日光を重ねたり，日光の通り
道に手をかざしたりするなどして，光の性質
を進んで調べようとしている。

鏡を使って日光を反射させることに興味
をもち，反射させた日光を重ねたり，日
光の通り道に手をかざしたりするなどし
て，光の性質を調べようとしている。

教科書の写真などを参考に，鏡を使って
反射させた日光を重ねたり，日光の通り
道に手をかざしたりするように指示す
る。

鏡に日光を当てると日光が反射して直進する
と考え，自分の考えを表現している。また，
複数の鏡を使い，その向きをくふうすると反
射した日光を集めることができ，当たったも
のの明るさが変わると考え，自分の考えを表
現している。

鏡に日光を当てると日光が反射して進む
と考え，自分の考えを表現している。ま
た，複数の鏡を使い，その向きをくふう
すると反射した日光を集めることができ
ると考え，自分の考えを表現している。

太陽の位置を確認させたり，鏡の向きを
変えるように指示したりする。

鏡で日光を反射させて重ねたときの明るさや
あたたかさを調べた複数の実験結果から考察
し，そこから日光を多く集めるほどものは明
るくあたたかくなると考え，自分の考えを表
現している。

鏡で日光を反射させて重ねたときの明る
さやあたたかさを調べた実験結果から考
察し，そこから日光を多く集めるほども
のは明るくあたたかくなると考え，自分
の考えを表現している。

鏡１枚，鏡３枚を使用して日光を集めた
ときのものの明るさの違いをとらえた画
像を提示したり，放射温度計を使って，
鏡で日光を集めたときのあたたかさを調
べる演示実験を行ったりする。

人の顔や教室に反射した日光を当てないよう
に注意しながら鏡で日光を集めてものに当
て，鏡の枚数を増やしたときのものの明るさ
やあたたかさの変化を調べ，結果を表などに
整理してわかりやすく記録している。

人の顔や教室に反射した日光を当てない
ように注意しながら鏡で日光を集めても
のに当て，鏡の枚数を増やしたときのも
のの明るさやあたたかさを調べ，結果を
記録している。

グループで協力して，１枚の鏡で反射さ
せた日光と，鏡の枚数を増やして重ね合
わせた日光の明るさやあたたかさを比べ
て記録するように指示する。

虫眼鏡で日光を集めたときの明るさやあたた
かさを調べた複数の実験結果から考察し，そ
こから日光を多く集めるほどものは明るくあ
たたかくなると考え，自分の考えを表現して
いる。

虫眼鏡で日光を集めたときの明るさやあ
たたかさを調べた実験結果から考察し，
そこから日光を多く集めるほどものは明
るくあたたかくなると考え，自分の考え
を表現している。

教科書90ページの「たしかめ」を参考に
して虫眼鏡で日光を集める実験をもう一
度行うように助言する。

鏡や虫眼鏡を使って日光を集めると，光の集
まる量でものの明るさやあたたかさが変わ
り，虫眼鏡を使うと高温になることを理解し
ている。

鏡や虫眼鏡を使って日光を集めると，光
の集まる量でものの明るさやあたたかさ
が変わることを理解している。

学習記録を見直すようにはたらきかけ，
鏡や虫眼鏡で日光を集めたときのものの
明るさやあたたかさの変化を確認させ
る。

けがをしないように気をつけながらスリット
を取りつけた実験装置を作って太陽に向け，
スリットを通過した日光がどのように進むの
かを調べ，結果を図などに整理してわかりや
すく記録している。

けがをしないように気をつけながらス
リットを取りつけた実験装置を作って太
陽に向け，スリットを通過した日光がど
のように進むのかを調べ，結果を記録し
ている。

実験装置の向きや角度を変えながら太陽
に向け，日光がスリットを確実に通過す
ることを確かめて，もう一度実験するよ
うに指示する。

日光は直進し，日光の通り道に鏡を置くと，
反射した日光も直進することを理解し，これ
までの実験や実生活の中で見られる現象を説
明することができる。

日光は直進し，日光の通り道に鏡を置く
と，反射した日光も直進することを理解
している。

鏡で日光を反射させて地面に日光の通り
道が見えるようにしたり，日光の通り道
に鏡を置いたりしながら日光の直進性を
確認させる。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
1(1)身近な物理現象　ア(ｱ)光の反射・屈折，ア(ｲ)凸レンズの働き
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７．電気で明かりをつけよう 11月第4週～，配当6時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

第１次
(３時間)

関･意① 明かりの使われ方に興味をもち，豆電球に
明かりがつくつなぎ方を調べようとしている。（行
動観察）

思･表① 豆電球に明かりがつくつなぎ方とつかない
つなぎ方とを比較して，回路ができると電気が通
り，豆電球に明かりがつくと考え，自分の考えを表
現している。（行動観察・記録分析）

3 (2) ソケットを使わなくても，明かりをつけることが
できるのだろうか。
実験２　ソケットを使わないで，明かりをつけるには

知･理① 電気を通すつなぎ方と通さないつなぎ方が
あることを理解している。（行動観察・記録分析・
ペーパーテスト）

第２次
(２時間)

思･表② 回路の一部にいろいろなものを入れて，豆
電球に明かりがつくときとつかないときとを比較し
て，ものには電気を通すものと通さないものがある
と考え，自分の考えを表現している。（行動観察・
記録分析）

技能① 回路の一部に身近なものを入れて，明かり
がつくときとつかないときの違いを調べ，結果を記
録している。（行動観察・記録分析）

知･理② 電気を通すものと通さないものがあること
を理解している。（記録分析・ペーパーテスト）

まとめ・
力だめし

6

【単元の目標】
乾電池，豆電球，ソケット，導線を使い，豆電球が点灯するつなぎ方と点灯しないつなぎ方とを比較したり，回路の一部にい
ろいろなものを入れて点灯するかどうかを調べたりし，見いだした問題を興味・関心をもって追究する活動を通して，電気の
回路のつなぎ方やつなぐものについての考えをもつことができるようにする。

1
・
2

4
・
5

明かりがつくとき
(1) 豆電球に明かりがつくのは，どんなつなぎ方のと
きだろうか。
実験１　明かりがつくとき・つかないとき

電気を通すもの・通さないもの
(1) 離れた導線の間に，何をはさむと明かりがつくの
だろうか。
実験３　明かりがつくもの・つかないもの
製作１　スイッチづくり
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【学習指導要領との関連】
A(5)電気の通り道

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

電気の明かりに興味をもち，豆電球と乾電池
のいろいろな場所とを導線でつないで，明か
りがつくつなぎ方と明かりがつかないつなぎ
方を調べようとしている。

電気の明かりに興味をもち，どうすれば
明かりがつくかを，豆電球と乾電池とを
導線でつないで調べようとしている。

懐中電灯を分解して見せたり，正しくつ
ないだ回路を例示したりして，豆電球に
明かりがつくときのきまりに興味をもた
せる。

自分や友達が調べた明かりがつくつなぎ方と
つかないつなぎ方とを合わせて比較して，乾
電池の極・導線・豆電球が１つの「輪」のよ
うにつながって電気が流れると明かりがつく
と考え，自分の考えを表現している。

明かりがつくつなぎ方とつかないつなぎ
方とを比較して，乾電池の極・導線・豆
電球が１つの「輪」のようにつながって
電気が流れると明かりがつくと考え，自
分の考えを表現している。

自分や友達の記録した明かりがつくつな
ぎ方とつかないつなぎ方の２つを並べて
見比べ，同じところや違うところを見つ
けられるようにし，乾電池の＋極から導
線，豆電球，導線，乾電池の－極という
ように指でなぞりながら，「輪」に気づ
かせるようにする。

乾電池の極・導線・豆電球が１つの「輪」の
ようにつながって電気が流れると明かりがつ
くと理解してそれを「回路」という言葉を
使って説明し，明かりがつくつなぎ方を例示
したり，ソケットなしで明かりをつけたりす
ることができる。

乾電池の極・導線・豆電球が１つの
「輪」のようにつながって「回路」がで
きると電気が流れ，明かりがつくことを
理解している。

回路の模式図を使うなどして，「乾電池
の＋極→導線→豆電球→導線→乾電池の
－極」の「輪」ができていることに着目
させるようにする。

いろいろなものを材質に着目して回路の途中
にはさみ，明かりがつくものとつかないもの
とを比較して，ものには電気を通すものと通
さないものがあると考え，自分の考えを表現
している。

いろいろなものを回路の途中にはさみ，
明かりがつくときとつかないときとを比
較して，ものには電気を通すものと通さ
ないものがあると考え，自分の考えを表
現している。

自分や友達の記録した，明かりがつくも
のとつかないものとを比べてみるように
はたらきかけ，同じ結果になったものや
違う結果になったものをもう一度確認さ
せ，電気を通すものと通さないものがあ
ることに気づかせるようにする。

回路の途中にいろいろなものをはさんで調
べ，明かりがつくものとつかないものに分け
て表などを利用して結果を記録し，わかりや
すくまとめている。

回路の途中にいろいろなものをはさん
で，明かりがつくかどうか調べて結果を
記録し，まとめている。

身近にどんなものがあるか振り返らせ，
どのような材質でできているかを考えさ
せながら「輪」の途中にはさむように
し，明かりがつくものとつかないものを
最低１つずつ記録させるようにする。

ものには，電気を通すものと通さないものが
あると理解し，身の回りのものの材質に着目
して，ものの性質をとらえ，電気を通すもの
と通さないものがあることを説明できる。

ものには，電気を通すものと通さないも
のがあると理解している。

自分や友達の記録を見直し，電気を通す
ものと通さないものには，どんなものが
あるか１つひとつ確認させる。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
1(3)電流とその利用　ア(ｱ)回路と電流・電圧，ア(ｲ)電流・電圧と抵抗
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８．じしゃくのふしぎをさぐろう 1月第2週～，配当10時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

単元導入
(２時間)

1
・
2

じしゃくのふしぎをさぐろう
○ 磁石の不思議を見つけてみよう。

関･意① 磁石にものをつけたり磁石どうしを近づけ
たりする活動を進んで行ったり，友達の情報から自
分の活動を広げたりしようとしている。（行動観
察・記録分析）

第１次
(２時間)

3
・
4

じしゃくにつくもの
(1) どんなものが，磁石につくのだろうか。
実験１　じしゃくにつくもの・つかないもの

思･表① 磁石をいろいろなものにつける活動で，表
面のようすやものの性質などを比較し，磁石につく
かどうか予想し，表現している。（行動観察・記録
分析）

第２次
(１時間)

関･意② いろいろなものをはさんだり，距離を空け
たりして磁石の力を確かめる活動を進んで行おうと
している。（行動観察・記録分析）

知･理① 磁石と鉄との間に鉄以外のものをはさんで
も，ある程度距離を空けても，引きつける力がはた
らくことを理解している。（記録分析・ペーパーテ
スト）

第３次
(１時間)

6 じしゃくのきょく
(1) 磁石の力は，磁石のどこが，いちばん強いのだろ
うか。
実験３　じしゃくが鉄をよく引きつけるところ

技能① 磁石のいろいろな部分の強さの違いを手で
感じたり，ゼムクリップなどを磁石の強さがわかる
ようにつけたりして，力の強弱を調べ，結果を記録
している。（行動観察・記録分析）

第４次
(２時間)

7 じしゃくのきょくのせいしつ
(1) ２つの磁石の極を近づけると，どうなるのだろう
か。
実験４　２つのじしゃくのきょくどうしを近づけたと
き

技能② 磁石のＮＳが引き合ったり退け合ったりし
た結果を表や図でわかりやすく記録している。（行
動観察・記録分析）

8 (2) 磁石を自由に動くようにすると，どうなるのだろ
うか。
実験５　じしゃくが止まるときのきょくの向き

技能③ 磁石を自由に動くようにして，南北を向い
て止まるという性質を調べ，結果を記録している。
（行動観察・記録分析）

第５次
(１時間)

9 じしゃくになるもの
(1) 磁石についたものは，磁石になったのだろうか。
実験６　じしゃくになったのか，たしかめる

思･表② 実験結果から考察し，今まで学習した磁石
の性質を使った実験から，ゼムクリップが磁石に
なったと考え，自分の考えを表現している。（行動
観察・記録分析）

まとめ・
力だめし

10

【単元の目標】
身の回りの磁石の性質を利用した道具などから見いだした問題について，興味・関心をもって追究する活動を通して，磁石に
付くものと付かないものを表などに分類，整理しながら比較する能力を育てるとともに，それらについての理解を図り，磁石
の性質についての考えをもつことができるようにする。

5 じしゃくの力
(1) 磁石の力は，離れていてもはたらくのだろうか。
実験２　じしゃくの引きつける力
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【学習指導要領との関連】
A(4)磁石の性質

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

磁石にものをつける活動から，家庭にある磁
石についても話を広げたり，どうしてそのよ
うな事象が起きるのかを不思議に思ってカー
ドに記入したりしている。

磁石にいろいろなものをつけ，その結果
をカードに記録したり，形の違う磁石で
も調べたりしようとしている。

形が同じような鉄とアルミニウムの空き
缶に磁石をつけ，その結果を比べたり，
形の違う磁石でも同じような事象が起き
るかを確認したりして活動を広げるよう
にする。

金属でも磁石につくものとつかないものがあ
り，磁石につく金属の色や性質などの共通点
を詳しく説明している。

何回か調べていく間に，表面のようすや
ものの性質などを比較し，磁石につける
前につくかつかないかを予想し，表現し
ている。

しばらくいろいろなものをつける活動を
した後，「磁石につくと思うか」「それ
はどうしてか」という質問を投げかけ，
根拠を考えられるようにする。

磁石と鉄の間に，はさむものの厚さや，空け
る距離を定規で測ったり，手ごたえの違いも
併せて調べたりしている。

はさむものの厚さや種類をいろいろ変え
たり，磁石の引きつける力の距離の限界
を見つけたりしながら，磁石の見えない
力の及ぼす範囲を調べようとしている。

ものを磁石で動かすおもしろさだけでな
く，動かせる限界を見つけたり，どんな
ものをはさんでも同じことが起きるか確
かめたりするよう助言し，多面的に調べ
られるようにする。

磁石の力は離れていてもはたらくが，距離に
よってその力が変わることまでも図などを
使って表し，理解している。

磁石の力は，離れていても間に磁石につ
かないものをはさんでもはたらくことを
図などを使って表し，理解している。

磁石の力を矢印など見えるもので表し，
ものの中を通したり空間にもはたらいた
りしているようすを表せるようにする。

磁石の引きつける力の違いを，手ごたえのわ
ずかな違いで調べたり，ゼムクリップなどの
つく数の限界を何度も確認したりして，結果
をわかりやすく記録している。

磁石にゼムクリップなどをつけて，つい
た数や重さの違いで磁石の力の強いとこ
ろを見つけ，結果を記録している。

先端から１／４ずつ調べる部分を最初に
決め，ゼムクリップを縦1列につなげて
いくことで，丁寧に調べられるようにす
る。

実験結果を一見してわかるような表に表した
り，矢印などを使って力のようすを表したり
するなどのくふうをして記録している。

２つの磁石での実験結果について，Nと
N，SとS，NとSの引き合う，退け合う関
係を表や図で記録している。

表の枠が書かれているワークシートを与
え，そこに記入しながら，表作りの基本
的な方法を指導する。

磁石を水に浮かべたりつるしたりして自由に
動くようくふうして，磁石の極がどちら向き
に止まるかを調べ，結果を詳しく記録してい
る。

磁石を水に浮かべたりつるしたりして自
由に動くようにして，磁石の極がどちら
向きに止まるかを調べ，結果を記録して
いる。

近くに鉄や別の磁石がない場所（屋外な
ど）で磁石を自由に動くようにして，磁
石のN極やS極がどちらの方位を向いて止
まるかを調べさせ，実際の方位と合わせ
て確認できるようにする。

磁石にはＮＳがあり，その性質をゼムクリッ
プがもっていることから，磁石になったと説
明している。

今まで鉄を引きつけなかったゼムクリッ
プが鉄を引きつけたことから，ゼムク
リップが磁石になったと説明している。

最初にゼムクリップに別の鉄がつかない
ことを確かめさせ，前後の変化から磁石
になったということを説明できるように
する。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
1(3)電流とその利用　イ(ｱ)電流がつくる磁界，イ(ｲ)磁界中の電流が受ける力

－ 29  －



(理科　３年)

９．ものと重さ 2月第2週～，配当7時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

単元導入
(２時間)

関･意① ものには重さがあることやそれぞれの重さ
が異なることに興味をもち，いろいろなものの重さ
を比べようとしている。（行動観察）

思･表① ものの重さを比べた結果を整理し，それを
もとに疑問点を考え，自分の考えを表現している。
（行動観察・発言・記録分析）

技能① てんびんを正しく使って，ものの重さを比
べ，結果を記録している。（行動観察・記録分析）

第１次
(２時間)

関･意② 粘土をいろいろな形に変えて，重さの変化
について調べようとしている。（行動観察・記録分
析）

技能② カップとともにてんびんを正しく用い，粘
土の量の増減に気をつけながら重さ比べを行って，
結果を記録している。（行動観察・記録分析）

思･表② 実験結果から考察し，粘土の形を変えて
も，その重さは変わらないと考え，自分の考えを表
現している。（行動観察・記録分析）

知･理① ものの形を変えても，その重さは変わらな
いことを理解している。（記録分析・ペーパーテス
ト）

第２次
(２時間)

5 ものの体積と重さ
(1) 同じ体積のものは，どんなものでも，同じ重さな
のだろうか。
実験２　同じ体積のものの重さ調べ

技能③ 自動台ばかりを正しく使って，同じ体積の
いろいろなものの重さを目的をもって調べ，表を用
いて結果を記録している。（行動観察・記録分析）

思･表③ 同じ体積のいろいろなものの重さを調べた
結果を比較して，体積が同じで重さが違うものは種
類が異なると考え，自分の考えを表現している。
（発言・記録分析）

知･理② 同じ体積でも，種類が異なるものであれば
重さが違う場合があることを理解している。（記録
分析・ペーパーテスト）

まとめ・
力だめし

7

(2) 実験の結果から，ものの形と重さについて考えよ
う。

【単元の目標】
さまざまなものを手にして重さを感じたり，てんびんを使って重さを比べたりしながら，興味・関心をもってものと重さにつ
いて探究する。その探究活動を通して，ものの形を変えたときの重さの違いや，ものの体積を同じにしたときの重さを比較す
る能力を育て，それらの関係を理解して，ものの性質についての考えをもつことができるようにする。

4

(2) 同じ体積のものは，ものの種類が違うと，重さも
違うのだろうか。

1
・
2

3

6

ものと重さ
○ 身の回りのものの重さを比べてみよう。

ものの形と重さ
(1) ものは，形が変わると，重さも変わるのだろう
か。
実験１　ものの形をかえたときの重さくらべ
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【学習指導要領との関連】
A(1)物と重さ

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

一つひとつのものを持って重さを体感した
り，両手に異なるものを持って重さ比べをし
ようとし，はっきり差がわからないものにつ
いて，さらに詳しく調べようとしている。

一つひとつのものを持って重さを体感し
たり，両手に異なるものを持って重さ比
べをしようとしている。

それぞれの手に重いものと軽いものを持
たせて，ものには重いものや軽いものが
あることを体感させる。

自分の結果だけでなく，友達の結果を総合し
て，ものの重さを比べた結果を整理し，それ
をもとに疑問点を話し合って考え，自分の考
えを表現している。

自分でものの重さを比べた結果を整理
し，それをもとに疑問点を考え，自分の
考えを表現している。

重さ比べをしてその結果を一つひとつ記
録させ，友達の発見と比べることができ
るようにする。

てんびんを正しく使って，手際よくものの重
さを比べ，結果を詳しく記録している。

てんびんを正しく使って，ものの重さを
比べ，結果を記録している。

教科書123ページのてんびんのしくみと
使い方を確認させて使わせる。

粘土の形を薄くしたり，延ばしたり，いくつ
かに分けたりするなど，いろいろな場合につ
いて，重さの変化を調べようとしている。

粘土の形を変えて，重さの変化を調べよ
うとしている。

粘土の形を自由に変えさせ，どんな形に
すると重くなったり軽くなったりするか
を考えさせながら，重さ比べをさせる。

てんびんを正しく使い，さらに，粘土の増減
があると比べられないことを理解して，粘土
の増減に気をつけながら，いろいろな場合の
ものの重さについて調べ，結果をわかりやす
く整理して記録している。

てんびんを正しく使い，粘土の増減に気
をつけながらものの重さを調べ，結果を
記録している。

形を変えるときに，粘土の量を減らさず
に調べることを確認し，一つひとつの重
さ比べをするごとに記録をするように促
す。

自分の結果だけでなく，友達の結果を総合し
て，重さ比べをした結果を整理・考察し，粘
土の形を変えても重さは変わらないと考え，
自分の考えを表現している。

重さ比べをした結果を整理・考察し，粘
土の形を変えても重さは変わらないと考
え，自分の考えを表現している。

実験の結果を比べるようにはたらきか
け，どの場合も重さが変わっていないこ
とに着目させる。

ものの形を変えたり，ものを分割しても，も
のが増えたり減ったりしないため，重さは変
わらないことを理解している。

ものの形を変えたり，ものを分割したり
しても重さは変わらないことを理解して
いる。

自分や友達の記録を見直したり，もう一
度実験を行ったりして再確認させる。

自動台ばかりを正しく使って，ものの重さを
目的をもって調べ，表などを用いて結果をわ
かりやすく記録している。

自動台ばかりを正しく使って，ものの重
さを目的をもって調べ，表を用いて結果
を記録している。

自動台ばかりの目盛りの読み方などを再
確認して，重さをはかり終わったらすぐ
に記録するようにさせる。

実験の結果を比較して，同じ体積でも，もの
の種類が異なると重さが違うことを見いだ
し，この性質を利用して，ものの種類を見分
けることができると考え，自分の考えを表現
している。

実験の結果を比較して，同じ体積でも，
ものの種類が異なると重さが違うと考
え，自分の考えを表現している。

実験の結果を比べるようにはたらきか
け，同じ体積で比較したことを再度確認
して，一つひとつの重さを見て，重さが
違うことを気づかせる。

同じ体積でも，木と鉄のように種類が異なる
ものであれば重さが違う場合があるように，
ものの種類によって性質が異なることを理解
している。

同じ体積でも，木と鉄のように，種類が
異なるものであれば重さが違う場合があ
ることを理解している。

自分や友達の記録を見直したり，もう一
度，発泡ポリスチレンと鉄など，密度の
違いが明確な場合の実験を行ったりして
再確認させる。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
1(1)身近な物理現象　イ(ｱ)力の働き
1(2)身の回りの物質　ア(ｱ)身の回りの物質とその性質
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(理科　３年)

おもちゃランドへようこそ 3月第1週～，配当3時間＋ゆとり2時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

第１次
(３時間)

1 おもちゃランドへようこそ
(1) おもちゃをつくって，みんなでおもちゃランドを
開こう。

関･意① 風やゴムの力，電気や磁石の性質，ものの
重さと大きさの関係を利用したおもちゃを計画を立
てて作ろうとしている。（行動観察・発言）

思･表① 風やゴムの力，電気や磁石の性質，ものの
重さと大きさの関係を利用したおもちゃのどこにそ
れぞれの性質や関係が使われているか考え，自分の
考えを表現している。（行動観察・記録分析）

技能①　風やゴムの力，電気や磁石の性質，ものの
重さと大きさの関係を利用しておもちゃ作りの計画
を立て，製作し，発表している。（発言・記録分
析・作品分析）

2
・
3

【単元の目標】
風やゴムの力，乾電池や豆電球，磁石，ものの体積と重さの関係などを利用したおもちゃ作りを通して，学習したことについ
て興味・関心をもって追究する能力を育てる。

(2) つくって遊び，発表し合おう。
製作１　おもちゃづくり
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(理科　３年)

【学習指導要領との関連】
A区分全般

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

これまで学習したことを意識して，乾電池や
豆電球，導線などを使って電気の性質を利用
したおもちゃや，磁石などを使って磁石の性
質を利用したおもちゃなどを計画を立てて進
んで作ろうとして，しくみや必要な材料など
を考えようとしている。

乾電池や豆電球，導線などを使って電気
の性質を利用したおもちゃや，磁石など
を使って磁石の性質を利用したおもちゃ
などを作ろうとしている。

明かりをつけて遊ぶ楽しいおもちゃや，
磁石の極どうしを近づけて遊ぶ楽しいお
もちゃなどにはどのようなものがある
か，教科書や実物を見せて興味をもたせ
る。

自分や友達のおもちゃのどこに風やゴムの
力，電気や磁石の性質，ものの重さと大きさ
の関係が使われ，そのために作り方や材料に
どんなくふうをしているか考え，自分の考え
を表現している。

自分や友達のおもちゃのどこに風やゴム
の力，電気や磁石の性質，ものの重さと
大きさの関係が使われているか考え，自
分の考えを表現している。

風やゴムの力や，回路の概念や電気を通
すものと通さないものがあること，磁石
の力や極の性質，ものには重さがあるこ
となど，学習したことをもう一度振り返
り，実物を使って説明しながら確認させ
る。

風やゴムの力，電気や磁石の性質，ものの大
きさと重さの関係を利用したおもちゃを作ろ
うと見通しをもって計画を立てて，くふうし
たいしくみを考えたり，必要な材料を集めた
りし，計画をよりよく修正しながらおもちゃ
を作って遊び，どのように性質を利用したか
などをわかりやすく発表している。

風やゴムの力，電気や磁石の性質，もの
の大きさと重さの関係を利用したおも
ちゃを作ろうと計画を立てて，計画に基
づいておもちゃを作って遊び，どのよう
に性質を利用したかなどを発表してい
る。

教科書や演示用の実物を見せて，どんな
ところに性質が使われているかを考えさ
せ，興味がわいたおもちゃと同様のもの
を作るように促す。また，どのような計
画を立てているかを確認し，わからない
ことがあったら相談したり，友達の計画
を参考にしたりするように促す。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
1分野全般
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（理科　４年）

 指導計画・評価資料　　４年

巻頭　自然とかかわる 4月第2週，配当1時間

１．春の自然 4月第2週～，配当8時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

単元導入
(２時間)

1 春の自然
○ 身の回りの生き物のようすは，冬のころと比べてど
のように変わってきたか，これからどのように変わっ
ていくか調べていこう。

関･意① 春の生物のようすに興味をもち，季節によ
る違いを調べようとしている。（行動観察・記録分
析）

2 ○ １年間続けて観察するための計画を立てよう。 技能① 生物のようすについて，１年間継続して観
察するための計画を立てている。（発言・記録分
析）

第１次
(２時間)

3
・
4

生き物のようすを調べよう
(1) 校庭などの木やその周りの生き物は，どんなよう
すだろうか。
観察１　木とその周りの生き物
観察２　草むらや池の生き物

技能② 気温や水温を測り，生物のようすを観察
し，結果を記録している。（行動観察・記録分析）

第２次
(２時間)

関･意② 植物のたねをまき，育てていこうとしてい
る。（行動観察）

技能③ 気温を測り，植物のようすを観察し，結果
を記録している。（行動観察・記録分析）

第３次
(２時間)

思･表① 動物の活動や植物の成長と季節の変化を関
係づけて考え，自分の考えを表現している。（発
言・記録分析）

技能④ 春の生物のようすについて，観察記録を整
理し，まとめている。（記録分析）

知･理① 春になると，動物は活動し始め，植物は花
を咲かせたり成長し始めたりすることを理解してい
る。（記録分析・ペーパーテスト）

【巻頭の目標】
星空と人間のかかわりについての文章を読んで，豊かで壮大な自然とかかわりながら人間は生活してきたことを知り，その基
礎となる理科の学習に対して意欲的に取り組もうとすることができるようにする。

春の記録をまとめよう
(1) 春になって調べた生き物のようすについて，記録
を整理してまとめよう。

7
・
8

5
・
6

【単元の目標】
春の生命の息吹の中で，動物の活動や植物の成長に興味・関心をもち，１年間を通した観察計画を立てて継続観察を行い記録
することから，生物を愛護する態度を育てるとともに，動物の活動や植物の成長と気温や水温などの環境とのかかわりをとら
えるようにする。

植物を育てよう
(1) 植物は，季節とともにどのように成長していくの
だろうか。
観察３　季節と植物の成長
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（理科　４年）

【学習指導要領との関連】
B(4)月と星

【学習指導要領との関連】
B(2)季節と生物

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

春の生物のようすに興味をもち，これまでの
学習経験を生かして，身の回りの植物や動物
を探し，冬のころとの違いを見つけようとし
ている。

春の生物のようすに興味をもち，身の回
りの植物や動物を探し，冬のころとの違
いを見つけようとしている。

冬のころのようすがわかる資料(写真等)
を用意して，違いを見つけさせる。ま
た，気づいたことの聞き取りをし，継続
的に観察できることについて，記録する
よう助言する。

これまでの観察経験をもとに観察の観点や気
をつけること，記録のしかたを考え，気温や
水温の測り方を知り，１年間継続して詳しく
観察するための計画を立てている。

気温や水温の測り方を知り，観察する生
物や調べることを決めて，１年間継続し
て観察するための計画を立てている。

観察や記録のしかたの手順を一つずつ確
認させる。季節によりあたたかさが違う
ことに気づかせ，気温や水温を測るため
の温度計の使い方を練習させる。

温度計を正しく使って気温や水温を測り，身
の回りの生物のようすを詳しく観察し，以前
のようすと比べて，結果をわかりやすく記録
している。

温度計を正しく使って気温や水温を測
り，身の回りの生物のようすを観察し，
結果を図と言葉で記録している。

気温や水温が正しく測定できるよう助言
する。また，記録のしかたが不十分なと
ころを示して助言したり，友達の記録を
参考にさせたりする。

ヒョウタンなどのたねをまき，これまでの栽
培経験をもとにして世話のしかたを考え，こ
れからの成長を予想しながら世話をしたり記
録したりしている。

ヒョウタンなどのたねをまき，世話のし
かたを考えてこれからの成長を予想しな
がら世話をしている。

ヒョウタンの実や，実を使った作品など
を見せて，栽培への興味を喚起する。
ヒョウタンの育つようすや変化が見られ
る時機を逃さないように，適時，育つよ
うすを観察するよう声をかける。

これまでの経験をもとにヒョウタンなどの世
話をして，芽生えと成長のようすやそのとき
の気温などを繰り返して調べ，以前と比べな
がら結果を記録している。

ヒョウタンなどを育てて，芽生えと成長
のようすやそのときの気温などを繰り返
して調べ，結果を図と言葉で記録してい
る。

観察の観点がつかめていない場合には，
ヒョウタンのつるの成長記録や気温のグ
ラフを見せて，観察の観点を明確にさせ
る。

春になってから動物の活動や植物の成長が盛
んになることを，気温や水温の変化と関係づ
けながら考え，確かめたことを情報交換した
り，文章に表したりしている。

春になってから動物の活動や植物の成長
が盛んになることを，気温や水温の変化
と関係づけながら考え，情報交換をして
いる。

自分の記録カードを友達の記録カードと
比べてその違いについて考える場を設定
する。考えを文にできていない場合に
は，「(理由)～が～なので，(ようす)～
と思う」など考えの根拠を明らかにした
文の書き方を示し，助言する。

春の生物のようすをわかりやすく発表するた
め，これまでの観察記録の要点を明確にして
整理し，まとめている。

春の生物の発表に向けて，これまでの観
察記録を整理し，まとめている。

観察記録で不十分な点は，友達の記録な
どを参考にして整理しまとめさせる。何
を中心にして発表するかを明確にしてか
らまとめるよう助言する。

春になると，動物は活動し始め，植物は花を
咲かせたり成長し始めたりすることを理解
し，自分や友達の観察記録から根拠を明確に
して，説明することができる。

春になると，動物は活動し始め，植物は
花を咲かせたり成長し始めたりすること
を理解している。

１回の記録だけでなく，何回かの記録を
比べることから，動物の活動や植物の成
長の変化と，気温や水温の変化との関係
を考えさせる。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(1)植物の生活と種類　ア(ｱ)生物の観察

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(6)地球と宇宙　ア(ｱ)日周運動と自転，イ(ｳ)惑星と恒星
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（理科　４年）

２．電気のはたらき 5月第2週～，配当10時間＋ゆとり2時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

単元導入
(２時間)

1
・
2

電気のはたらき
○ 乾電池でモーターを回して，動くおもちゃをつくっ
てみよう。

関･意① 乾電池とモーターを使ったおもちゃを作っ
て，乾電池のはたらきを調べようとしている。（行
動観察）

第１次
(３時間)

思･表① 乾電池のつなぎ方と回路に流れる電流の向
き，モーターの回り方を関係づけて考え，自分の考
えを表現している。（発言・記録分析）

技能① 検流計と乾電池，モーターを使って回路を
作り，乾電池をつなぐ向きとモーターの回る向きの
関係を調べている。（行動観察・記録分析）

技能② 乾電池２個を使った回路を作ってモーター
を回し，乾電池のつなぎ方とモーターの回り方，電
流の強さの関係をまとめている。（行動観察・記録
分析）

知･理① 乾電池の数やつなぎ方を変えると，モー
ターの回り方が変わることを理解している。（記録
分析・ペーパーテスト）

第２次
(４時間)

思･表② 光電池に当てる光の強さと光電池の電流の
強さとを関係づけて考え，自分の考えを表現してい
る。（発言・記録分析）

知･理② 光電池に光を当てて，モーターを回すこと
ができることを理解している。（記録分析・ペー
パーテスト）

関･意② 乾電池や光電池のはたらきに興味をもっ
て，電気の性質を利用したおもちゃを作ろうとして
いる。（発言・行動観察）

技能③ 電流の向きや大きさ，光電池の性質を利用
したおもちゃを作っている。（行動観察・作品分
析）

まとめ・
力だめし

10

8
・
9

(2) 乾電池や光電池，モーターなどを使って，おも
ちゃをつくろう。
製作１　おもちゃづくり

光電池のはたらき
(1) 光電池でモーターを速く回すには，どうすればよ
いのだろうか。
実験３　光電池調べ

6
・
7

3
・
4

5

【単元の目標】
乾電池や光電池を使い，乾電池のつなぎ方や光電池に当てる光の強さと，回路を流れる電流の強さやモーターの回り方などと
を関係づけて，電気のはたらきについての考えをもつことができるようにするとともに，乾電池や光電池を使ったものづくり
を通して，電気のはたらきに興味・関心をもって追究する態度を育てる。

かん電池のはたらき
(1) 乾電池をつなぐ向きとモーターの回る向きには，
どんな関係があるのだろうか。
実験１　モーターの回る向き

(2) モーターを速く回すには，どうすればよいのだろ
うか。
実験２　モーターの回る速さ
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（理科　４年）

【学習指導要領との関連】
A(3)電気の働き

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

乾電池でモーターを回すことに興味をもっ
て，モーターがよく動く方法を考えながら，
扇風機などのおもちゃを作って，動かそうと
している。

乾電池でモーターを回すことに興味を
もって，扇風機などのおもちゃを作っ
て，動かそうとしている。

乾電池でモーターを回すことに興味がも
てるように，事前に作ったおもちゃを紹
介し，作り方を確認する。

乾電池の数やつなぎ方を変えるとどうなるか
予想して調べ，それらを変えるとモーターの
回り方や向きが変わるのは，電流の強さや向
きが変わるからと考え，自分の考えを表現し
ている。

乾電池の数やつなぎ変えるとモーターの
回り方や向きが変わるのは，電流の強さ
や向きが変わるからと考え，自分の考え
を表現している。

回路を図示し，乾電池のつなぎ方の違い
を明確にしてから再度実験したり，電池
の向きだけが異なる２つの回路を目の前
に用意し，実際にモーターの動きの違い
を確認したりして考えさせる。

検流計と乾電池，モーターを使って，正しい
回路を作り，乾電池の向きを変えたときの
モーターの回り方や電流の向きを詳しく調
べ，その関係を比べやすいように整理してわ
かりやすく記録している。

検流計と乾電池，モーターを使って，正
しい回路を作り，乾電池の向きを変えた
ときのモーターの回り方を調べ，結果を
記録している。

乾電池とモーターだけで回路を作り，電
気の通り道を確認した後で，回路の一部
に検流計をつなぎ，乾電池の向きとモー
ターの回り方，検流計の針の振れる向き
を確認しながら，記録させる。

回路をいくつも考えて，それぞれの回路での
モーターの回り方，電流の強さを調べ，整理
しながら乾電池のつなぎ方とモーターの回り
方，電流の強さの関係をまとめている。

乾電池２個を使った回路を作ってモー
ターを回し，乾電池のつなぎ方とモー
ターの回り方，電流の強さを表を使って
まとめている。

乾電池１個を使った回路を作り，もう１
つの乾電池をどのようにつなげればよい
かを考えさせる。

乾電池の数やつなぎ方を変えると，モーター
の回り方が変わると理解し，電流の強さや向
きとの関係を説明できる。

乾電池の数やつなぎ方を変えると，モー
ターの回り方が変わると理解している。

乾電池の数やつなぎ方の違う回路を比べ
たことを図に表すなどして，再度おも
ちゃを動かして確認する。

光電池と光の強さの関係を予想して調べ，光
電池に当てる光の強さによって，モーターの
回る速さが変わるのは，電流の強さが変わる
からと考え，自分の考えを表現している。

光電池に当てる光の強さによって，モー
ターの回る速さが変わるのは，電流の強
さが変わるからと考え，自分の考えを表
現している。

光の強さと電流の強さが具体的にわかる
ように，電灯を使い，電灯と光電池との
距離を変えてモーターの回り方を調べさ
せる。

光電池に光が当たると，回路に電流が流れ，
モーターが回ると理解し，また，光電池は当
てる光の強さによって，電流の強さが変わる
と理解している。

光電池に光が当たると，回路に電流が流
れ，モーターが回ると理解している。

３年生での学習を思い出させたり，具体
的な操作をさせたりして，電気が発生し
ていることに気づかせる。記録を見直
し，再度確認テストを行う。

作りたいおもちゃのイメージを明確にもち，
進んで電気の性質を利用したおもちゃをくふ
うして作ろうとしている。

作りたいおもちゃのイメージをもち，電
気の性質を利用したおもちゃを作ろうと
している。

道具や材料コーナーを設置し，設計図が
かけなくても，イメージを膨らませなが
ら作れる状況と環境をつくる。

自分がイメージした通りの電流の向きや大き
さや光電池の性質を利用したおもちゃを作っ
ている。

電流の向きや大きさ，光電池の性質を利
用したおもちゃを試行錯誤しながらも
作っている。

作りたいおもちゃの回路やくふうすべき
点を示し，実物を見ながら作ることがで
きる環境をつくる。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
1(3)電流とその利用　ア(ｱ)回路と電流・電圧，ア(ｳ)電気とそのエネルギー
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３．１日の気温の変化 6月第2週～，配当6時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

単元導入
(１時間)

1 １日の気温の変化
○ １日の中で，気温がどのように変化するか，話し
合ってみよう。

関･意① １日の天気のようすや気温について，調べ
ようとしている。（行動観察）

第１次
(４時間)

思･表① １日の気温の変化のしかたは，天気によっ
て違いがあると考え，自分の考えを表現している。
（発言・記録分析）

技能① 温度計を使うなどして，天気や１日の気温
の変化のしかたを調べ，測定した気温などを記録
し，まとめている。（行動観察・記録分析）

4
・
5

(2) １日の気温の変化には，どんな違いが見られるだ
ろうか。

知･理① 天気によって，１日の気温の変化のしかた
に違いがあることを理解している。（記録分析・
ペーパーテスト）

まとめ・
力だめし

6

夏の自然 6月第4週～，配当3時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

第１次
(２時間)

1 夏の生き物のようすを調べよう
(1) 校庭などの木やその周りの生き物は，春と比べ
て，どう変わっているのだろうか。
観察１　木とその周りの生き物
観察２　草むらや池の生き物

関･意① 夏の生物のようすに興味をもち，季節によ
る違いを調べようとしている。（行動観察・記録分
析）

2 (2) 植物は，夏になってどのように成長しているのだ
ろうか。
観察３　季節と植物の成長

技能① 気温などを測り，生物のようすを観察し，
結果を記録している。（行動観察・記録分析）

第２次
(１時間)

思･表① 動物の活動や植物の成長と季節の変化を関
係づけて考え，自分の考えを表現している。（発
言・記録分析）

技能② 夏の生物のようすについて，観察記録を整
理し，まとめている。（発言・記録分析）

知･理① 夏になると，動物が活発に活動し，植物が
よく成長することを理解している。（記録分析・
ペーパーテスト）

【単元の目標】
晴れや曇り，雨の日に，１日の気温の変化を調べ，天気によって１日の気温の変化のしかたに違いがあることをとらえるよう
にする。

【単元の目標】
夏の動物の活動や植物の成長を興味・関心をもって継続して観察し，記録することから生物を愛護する態度を育てるととも
に，動物の活動や植物の成長と季節とのかかわりをとらえるようにする。

3

2
・
3

天気による１日の気温の変化
(1) 晴れた日と，曇りや雨の日では，１日の気温の変
化に違いがあるのだろうか。
観察１　１日の気温の変化

夏の記録をまとめよう
(1) 夏になって調べた生き物のようすについて，記録
を整理してまとめよう。
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【学習指導要領との関連】
B(3)天気の様子　ア

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

生活経験などをもとにして，晴れの日や雨の
日など，天気によるあたたかさの違いや１日
の気温の変化について，進んで調べようとし
ている。

晴れの日や雨の日など，天気によるあた
たかさの違いや１日の気温の変化につい
て，調べようとしている。

天気が生活に与える影響やあたたかさに
よる生物のくらしの違いなどを，生活経
験やこれまでの学習経験から思い出し，
天気の学習に結びつけるようにする。

晴れの日は，日光があたためるので１日の気
温の変化が大きく，昼過ぎの気温が高いが，
曇りや雨の日は，雲が日光を遮るので，１日
の気温があまり変化せず，晴れの日より気温
が低いと考え，自分の考えを表現している。

晴れの日は１日の気温の変化が大きく，
昼過ぎの気温が高いが，曇りや雨の日は
１日の気温があまり変化しないと考え，
自分の考えを表現している。

晴れの日と曇りや雨の日の気温の変化の
しかたを並べて，差が大きいところと小
さいところを比較させる。

温度計を使うなどして，１日の天気と気温の
変化のしかたなどを詳しく調べ，測定した天
気や気温などを記録し，天気と気温の変化を
関係づけてわかりやすくまとめている。

温度計を使うなどして，１日の天気と気
温の変化のしかたを調べ，測定した天気
や気温を記録し，まとめている。

温度計の使い方や気温の測り方を練習さ
せる。また，方眼紙の使い方や折れ線グ
ラフのかき方を丁寧に説明し，記録をグ
ラフ化させる。

天気によって，１日の気温の変化のしかたに
違いがあると理解し，太陽の熱や雲との関係
で説明できる。

天気によって，１日の気温の変化のしか
たに違いがあると理解している。

日光によって地面があたたまること，日
なたと日かげであたたかさが違うことな
どを思い出させて，晴れと曇りや雨の日
のあたたかさの違いと結びつける。

【学習指導要領との関連】
B(2)季節と生物

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

夏の生物のようすに興味をもち，春の観察経
験を生かして，身の回りの生物のようすを進
んで観察し，春のころとの違いを見つけよう
としている。

夏の生物のようすに興味をもち，身の回
りの生物のようすを観察し，春のころと
の違いを見つけようとしている。

春のころの植物や動物の写真を提示した
り，春のころの観察記録を紹介したりし
て，観察することに興味をもたせる。

温度計を正しく使って気温や水温を測り，身
の回りの生物のようすを詳しく観察し，春の
ころのようすと比べて，結果をわかりやすく
記録している。

温度計を正しく使って気温や水温を測
り，身の回りの生物のようすを観察し，
結果を記録している。

温度計の使い方を確認し，正しく温度が
測れるよう助言する。また，同地点での
春のようすと比べさせ，発見できる生物
の種類やようすの違いなど，記録の要点
を助言する。

夏になって暑くなったので，動物はより活発
に活動し，植物はより成長していると考え，
発表したり適切に情報を交換したりしてい
る。また，秋になると涼しくなることから活
動が鈍くなるなどの予想をしている。

夏になって暑くなったので，動物はより
活発に活動し，植物はより成長している
と考え，自分の考えを表現している。

生物のようすの変化を，春と比べて考え
る場を設定したり資料を用意したりす
る。

夏の生物の観察記録の要点を抜き出し，図や
表などを活用して整理し，気温や水温の変化
と生物のようすについてわかりやすくまとめ
ている。

夏の生物の観察記録を整理し，まとめ，
季節の変化と夏の生物のようすについて
まとめている。

観察記録で不十分な点は，友達の記録，
資料などを参考にまとめさせる。また，
記録の整理では，大切な点を抜き出し要
点化させるなど，ポイントを明確にす
る。

自分や友達の観察記録，発表等の情報交換か
ら，夏になると動物はより活発に活動し，植
物はより成長することを理解し，説明でき
る。

夏になると，動物はより活発に活動し，
植物はより成長することを理解してい
る。

これまでの記録を見直し，動物の活動や
くらしの変化，植物の成長の変化と，気
温や水温の変化などとの関係を考えさせ
る。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(1)植物の生活と種類　ア(ｱ)生物の観察

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(4)気象とその変化　ア(ｱ)気象観測
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夜空を見よう 7月第2週，配当2時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

第１次
(２時間)

関･意① 夜空に輝く星に興味をもち，観察しようと
している。（行動観察・記録分析）

技能① 観察に必要なものを準備して，星を観察し
ている。（発言・記録分析）

2 (2) 星を観察して，気づいたことを話し合おう。 知･理① 空には，明るさや色の違う星があることを
理解している。（記録分析・ペーパーテスト）

自由研究　出かけよう　科学の世界へ 7月第3週・9月第2週，配当2時間

理科から仕事へ　大平貴之さん 9月第2週，配当1時間

【単元の目標】
星を観察して，空には明るさや色が違う星があるという考えをもつことができるようにするとともに，星に対して興味・関心
をもち，夜空に輝く無数の星に対する豊かな心情を育てる。

【自由研究の目標】
これまでの学習をもとに自分が調べるテーマを見つけ，地域施設を活用したり体験的に調べたりして研究を進め，それらの成
果を発表する活動を通して，科学的な見方，考え方や表現能力を高められるようにする。

1 夜空を見よう
(1) 星の明るさや色は，星によって，違うのだろう
か。
観察１　夏の星

【「理科から仕事へ」の目標】
プラネタリウムクリエイターの大平貴之さんの話から，星の学習がものづくりにも通じるものであるとともに，自身の将来の
進路にもつながっていくものであるという実感がもてるようにする。
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【学習指導要領との関連】
B(4)月と星　イ

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

星座や神話を調べたり，星が観察できる方位
などを確かめたりしながら，進んで星を観察
しようとしている。

星が観察できる方位などを確かめなが
ら，星を観察しようとしている。

星に関する話題を紹介したり，夏の大三
角など星や星座が観察できる方位などを
確かめさせたりする。

安全に気をつけて，方位磁針などを使って，
いろいろな星や星座を詳しく観察している。

安全に気をつけて，方位磁針などを使っ
て，星や星座を観察している。

観察するための準備物を確認し，方位磁
針の使い方や星座早見の使い方を繰り返
し練習させる。

空には，いろいろな明るさや色の星があると
いうことを理解し，星の特徴について説明で
きる。

空には，いろいろな明るさや色の星があ
るということを理解している。

星の明るさや色がすべて同じではないこ
とを確かめ，違いを表現して記録させ
る。

【学習指導要領との関連】
A・B区分全般

【学習指導要領との関連】
B(4)月と星　イ・ウ

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(6)地球と宇宙　ア(ｱ)日周運動と自転，イ(ｳ)惑星と恒星
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４．月や星 9月第2週～，配当6時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

単元導入
(１時間)

1 月や星
○ 空を見上げて，月を観察してみよう。

関･意① 月に興味をもち，月の動きを調べようとし
ている。（行動観察）

第１次
(２時間)

2 月の動き
(1) 月も，太陽と同じように，時刻とともに動いてい
くのだろうか。
観察１　半月と満月の動き

技能① 方位磁針を使うなどして，月の位置を調
べ，結果を記録している。（行動観察・記録分析）

3 (2) 観察した記録をもとに，月の動きについて話し合
おう。

知･理① 月は絶えず動いていることを理解してい
る。（記録分析・ペーパーテスト）

第２次
(２時間)

思･表① 星の位置の変化や並び方と時刻とを関係づ
けて考え，自分の考えを表現している。（行動観
察・記録分析）

技能② 方位磁針を使うなどして，星の位置や並び
方を調べ，結果を記録している。（行動観察・記録
分析）

関･意② 月や星の観察を通して，天体に対する豊か
な心情が育っている。（発言・記録分析）

知･理② 星の集まりは，１日のうちでも時刻によっ
て，並び方は変わらないが，位置が変わることを理
解している。（記録分析・ペーパーテスト）

まとめ・
力だめし

6

5

4 星の動き
(1) 星も，時刻とともに動いていくのだろうか。
観察２　星の位置やならび方

(2) 観察した記録をもとに，星の位置や並び方につい
て話し合おう。

【単元の目標】
月や星を観察して，月や星の位置の変化を時間と関係づけて調べ，月や星の特徴や動きについての考えをもつことができるよ
うにするとともに，天体に対する豊かな心情を育てる。
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【学習指導要領との関連】
B(4)月と星

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

月に興味をもち，月が見られる位置や時刻，
形などを進んで観察しようとしている。

月に興味をもち，昼間や夜に見られる月
を観察しようとしている。

お月見の話題を提供したり，昼間に見ら
れる月をいっしょに見たりして，観察す
る意欲をかきたてる。

方位や高さを調べたり，建物を目印にしたり
して，月の位置を詳しく調べ，動きをわかり
やすく記録している。

方位や高さを調べたり，建物を目印にし
たりして，月の位置を調べ，動きを記録
している。

方位磁針の使い方や月の高度の調べ方を
再度確認し，建物の貯水タンクなどを目
標に観測の練習をさせる。

月の形によって見える時刻や方位などは違う
が，月は絶えず動いていることを理解してい
る。

月の形にかかわらず，月は絶えず動いて
いることを理解している。

月の動きについて記録のない時刻を埋め
るように位置の確認をする。また，ビデ
オやコンピュータシミュレーションを見
せたり，太陽の動きと比べさせたりす
る。

自分や友達が観察した記録から，星の位置と
時刻との関係に気づき，時間がたつにつれて
星は動くと考え，星の動きを予想している。

観察した記録から，星の位置と時刻との
関係に気づき，時間がたつにつれて星は
動くと考え，自分の考えを表現してい
る。

観察した時刻の順に星の位置の記録を並
べたり，１枚の用紙にそれぞれの時刻の
星の位置をまとめさせたりして，時刻と
星の位置との関係を考えさせる。

地上の目印を決め，方位磁針を使って，星の
正確な位置や並び方を調べ，結果をわかりや
すく記録している。

地上の目印を決め，方位磁針を使って，
星の位置や並び方を調べ，結果を記録し
ている。

電線などの適当な目印を決めるようにし
て，星の見える方向を確認して観察させ
る。

月や星の観察から，もっと天体について調べ
ようとして，調べる方法や内容を考えてい
る。

月や星の観察から，もっと天体について
調べようとしている。

映像教材やプラネタリウム，最新の天体
の研究事例などを紹介して，興味を膨ら
ませる。

星の集まりは，星が見える方位によって動く
方向が違うことや，時間がたつにつれて，見
える位置は変わるが並び方は変わらないこと
を理解している。

星の集まりは，時間がたつにつれて，見
える位置は変わるが並び方は変わらない
ことを理解している。

映像教材やコンピュータシミュレーショ
ンなどで動きを確認させる。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(6)地球と宇宙　ア(ｱ)日周運動と自転，イ(ｳ)惑星と恒星
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５．空気や水をとじこめると 10月第1週～，配当5時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

単元導入
(１時間)

1 空気や水をとじこめると
○ 閉じ込めた空気を感じてみよう。

関･意① 空気を閉じ込めた袋や容器を使って空気の
存在や性質を進んで体感しようとしている。（行動
観察・記録分析）

第１次
(１時間)

思･表① 空気鉄砲の玉の位置や詰め方，飛ばし方
と，玉の飛び方の違いについて，その原因を中の空
気に着目して考え，自分の考えを表現している。
（行動観察・発言・記録分析）

技能① 空気鉄砲を作って，玉がうまく飛ぶように
くふうしている。（行動観察・作品分析）

第２次
(１時間)

技能② 安全に気をつけながら，空気の押し縮め方
を調整したり，中の空気のようすが見やすいように
くふうしたりしている。（行動観察・記録分析）

知･理① 閉じ込めた空気は，押すと体積が小さくな
り，もとの体積に戻ろうとするとき手ごたえが大き
くなることを理解している。（記録分析・ペーパー
テスト）

第３次
(１時間)

思･表② 閉じ込められた水を押したときの結果を体
験から予想したり，空気と比較して結果をまとめた
りしている。（発言・記録分析）

知･理② 水は，押し縮められないことを理解してい
る。（記録分析・ペーパーテスト）

まとめ・
力だめし

5

空気でっぽうで玉を飛ばそう
(1) どんなときに，玉がよく飛ぶのだろうか。
実験１　玉がよく飛んだとき

とじこめた空気のせいしつ
(1) 押し棒を押したとき，筒の中の空気はどうなって
いるのだろうか。
実験２　つつの中の空気のようす

とじこめた水のせいしつ
(1) 水も空気と同じように，押し縮めることができる
のだろうか。
実験３　つつの中の水のようす

【単元の目標】
空気を袋や容器に閉じ込めたり，空気鉄砲を作って玉を飛ばしたりする活動を通して，閉じ込めた空気を押し返す力によって
起こる現象について，興味をもって調べることができるようにするとともに，水と比較してそれぞれの体積や押し返す力の変
化を調べ，空気と水の性質の違いをとらえるようにする。

2

3

4
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【学習指導要領との関連】
A(1)空気と水の性質

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

空気をいろいろな袋や容器に閉じ込めて，押
し返される力を体感し，この力が容器の性質
ではなく，容器の中には空気が存在しその性
質によって起きる力であることに気づいてい
る。

空気を袋や容器に閉じ込めて，押し返さ
れる空気の力をいろいろな方法で体感し
たり，空気の量に着目したりしている。

袋が膨らんでいるのは何かが入っている
からだということを，実際に空気を入れ
る活動を通して確かめ，空気の存在を意
識できるようにする。

玉の飛び方を距離に表したり，条件を整えて
飛ばしたりして，玉の位置や詰め方などよく
飛ぶための方法を中の空気に関連づけてまと
めている。

玉の詰め方や位置など玉が飛ばなかった
ときと飛んだときを比べて，筒の中の空
気に着目してまとめている。

同じ玉で，玉の位置を変えたら飛ぶ距離
はどう変わったか，詰め方を変えたら飛
ぶ距離はどうなったかと，一つずつ結果
をまとめながら実験を行うよう助言す
る。

筒から空気が漏れないようなくふうをして，
むやみに力を入れることなく玉を遠くまで飛
ばしたり，実験結果を図示するなどして飛ば
すコツをわかりやすく表したりしている。

人や窓ガラスに向けないようにするなど
安全に気をつけながら，空気鉄砲の押し
棒の長さや玉の詰め方を変えて，玉を勢
いよく飛ばしている。

玉がよく飛ぶときと飛ばないときの，音
や玉の詰め方などに着目させたり，上手
く飛ぶ友達からアドバイスをもらえるよ
うにしたりする。

空気の体積の変化がよりわかりやすいよう
に，石けんの泡などを入れたり，注射器の目
盛りに着目して変化を数値化したりして，調
べている。

筒が倒れないように気をつけて力を加
え，手ごたえや空気の体積の変化を調べ
ている。

安全に実験できるように，２人で協力し
ながら調べたり，体積の変化を印を付け
て着目したりして体積の変化を調べられ
るようにする。

閉じ込めた空気は，押すと体積が小さくな
り，もとの体積に戻ろうとして押し返す力が
大きくなることを理解し，空気鉄砲の玉が飛
んだことを説明している。

閉じ込めた空気は，押すと体積が小さく
なり，もとの体積に戻ろうとして，押し
返す力が大きくなることを理解し，図な
どを使ってまとめている。

量が減ったのではなく，体積が小さく
なったことをスポンジなどを使って説明
し，空気の変化をとらえられるようにす
る。

水が押されても変化しなかったことを生活経
験や導入の体験活動から思い起こし，それを
もとに，空気との違いを予想したり，空気の
結果と並べて表すなど空気と比較して水の性
質をまとめたりしている。

これまでの導入時の体験や実験結果など
から，水を押したときの変化を予想した
り，空気との違いを表したりしている。

空気と水の違いを表を使ってまとめられ
るワークシートを準備しておく。

空気と違い，閉じ込めた水を押しても，水の
体積や手ごたえは変わらないことを理解し，
空気と比べながら図などで説明している。

閉じ込めた水を押しても，水の体積や手
ごたえは変わらないことを理解してい
る。

空気と水の両方を入れた注射器などを実
際に再度押してその違いを体感させてか
ら，まとめるようにする。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
1(1)身近な物理現象　イ(ｲ)圧力
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６．ヒトの体のつくりと運動 10月第3週～，配当5時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

単元導入
(１時間)

1 ヒトの体のつくりと運動
○ 自分の腕や手を触ったり，動かしたりして，体のつ
くりについて考えてみよう。

関･意① ヒトの体のつくりに興味をもち，運動との
かかわりを調べようとしている。（行動観察・発
言・記録分析）

第１次
(１時間)

技能① 自分の体や資料をもとに，関節のあるとこ
ろを調べ，結果を記録している。（行動観察・記録
分析）

知･理① ヒトの体には骨と筋肉があり，関節は，骨
と骨のつなぎ目であることを理解している。（記録
分析・ペーパーテスト）

第２次
(２時間)

3 ほねときん肉
(1) 体を動かすとき，筋肉はどのようなはたらきをす
るのだろうか。
観察２　きん肉のはたらき

知･理② ヒトの体は，骨についている筋肉を縮めた
り，緩めたりすることで動かすことができることを
理解している。（発言・記録分析・ペーパーテス
ト）

4 (2) ほかの動物も，ヒトと同じしくみで体を動かして
いるのだろうか。
観察３　動物の体の動くしくみ

思･表① 動物の体のつくりや体を動かすようすをヒ
トと比較して調べた結果から，骨と筋肉のはたらき
を関係づけて考え，自分の考えを表現している。
（発言・記録分析）

まとめ・
力だめし

5

2 ほねと関節
(1) 曲げられるところは，体のどんな部分だろうか。
観察１　曲げられるところ

【単元の目標】
運動しているときのヒトやほかの動物の体の動きについて，骨や筋肉のはたらきと関係づけながら調べることで課題を見いだ
し，興味・関心をもって追究する活動を通して，ヒトの体のつくりと運動についての考えをもつことができるようにする。
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【学習指導要領との関連】
B(1)人の体のつくりと運動

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

いろいろな運動をしているときのヒトの体の
動きに興味をもち，自分の体に触れたり，記
録したりしながら，体の各部分のつくりと運
動とのかかわりを見つけようとしている。

運動しているときのヒトの体の動きに興
味をもち，自分の体に触れながら，運動
と体のつくりとのかかわりを見つけよう
としている。

自分の体を動かしたり２人組で調べたり
して，気づいたことをカードに記録でき
るようにする。

自分の体や資料をもとに，関節のあるところ
を調べ，その結果をわかりやすく記録してい
る。

自分の体や資料をもとに，関節のあると
ころを調べ，その結果を記録している。

カードの図の関節のあるところに●をつ
けた後で，骨格模型を見たり，話し合い
をしたりすることで，カードへの書き込
みができるようにする。

ヒトの体には骨と筋肉があり，関節は，骨と
骨のつなぎ目で，筋肉が関節をまたいで別の
骨についていることを理解している。

ヒトの体には骨と筋肉があり，関節は，
骨と骨のつなぎ目であることを理解して
いる。

話し合いの中で腕のしくみの図やレント
ゲン写真などの資料を提示して，しくみ
がわかるようにする。

骨についている筋肉は対になっていて，一方
が縮むと他方が緩んで体を動かすことや，重
いものを持つと筋肉がかたくなることを理解
している。

骨についている筋肉を縮めたり緩めたり
することによって体を動かすことができ
ることを理解している。

腕を曲げたり伸ばしたりしたときの図が
印刷されているカードに，自分の体を動
かしたときの結果を書き込めるようにす
る。

ほかの動物もヒトと同じように骨，関節，筋
肉のはたらきによって体を動かすことができ
るとともに，それぞれの動物には固有の特徴
があると考え，自分の考えを表現している。

ほかの動物もヒトと同じように骨，関
節，筋肉のはたらきによって体を動かす
ことができると考え，自分の考えを表現
している。

実際の動物に触れない場合には，映像や
図鑑などを準備して，動物の動きと骨，
関節，筋肉のかかわりに着目できるよう
にする。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(3)動物の生活と生物の変遷　イ(ｲ)刺激と反応
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秋の自然 11月第1週～，配当3時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

第１次
(２時間)

1 秋の生き物のようすを調べよう
(1) 校庭などの木やその周りの生き物は，春や夏と比
べて，どう変わっているのだろうか。
観察１　木とその周りの生き物
観察２　草むらや池の生き物

関･意① 秋の生物のようすに興味をもち，季節によ
る違いを調べようとしている。（行動観察・記録分
析）

2 (2) 植物は，秋になってどのように成長しているのだ
ろうか。
観察３　季節と植物の成長

技能① 気温などを測り，生物のようすを観察し，
結果を記録している。（行動観察・記録分析）

第２次
(１時間)

思･表① 動物の活動や植物の成長と季節の変化を関
係づけて考え，自分の考えを表現している。（発
言・記録分析）

技能② 秋の生物のようすについて，観察記録を整
理し，まとめている。（発言・記録分析）

知･理① 秋になると，動物の活動が活発でなくなっ
てきたり，植物の成長が止まったり，実をつけたり
することを理解している。（記録分析・ペーパーテ
スト）

みんなで使う理科室 11月第2週～，配当3時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

第１次
(３時間)

関･意① 理科室のきまりや理科室にある器具に興味
をもち，安全に実験する方法について調べようとし
ている。（行動観察）

知･理① 実験の準備の手順や安全な実験方法を理解
している。（発言・記録分析・ペーパーテスト）

2 (2) 安全に気をつけて，加熱器具を使う練習をしよ
う。

技能① 加熱器具を正しく使っている。（行動観
察）

3 (3) 使った器具を，片づけよう。 思･表① 実験に使った器具の洗い方や片づけ方，ご
みなどの処理について考え，自分の考えを表現して
いる。（行動観察・記録分析）

3 秋の記録をまとめよう
(1) 秋になって調べた生き物のようすについて，記録
を整理してまとめよう。

【単元の目標】
秋の動物の活動や植物の成長を興味・関心をもって継続して観察し，記録することから生物を愛護する態度を育てるととも
に，動物の活動や植物の成長と季節とのかかわりをとらえるようにする。

【単元の目標】
理科室にある実験器具や加熱器具などの準備のしかたや使い方，また片づけ方などを身につけるとともに，理科室で正しく安
全に実験ができる能力や態度を育てる。

みんなで使う理科室
(1) 安全に実験するにはどうすればよいか，理科室の
きまりや実験をするときの注意を話し合おう。

1
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【学習指導要領との関連】
B(2)季節と生物

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

秋の生物のようすに興味をもち，夏の観察経
験を生かして，身の回りの生物のようすを進
んで観察し，夏のころとの違いを見つけよう
としている。

秋の生物のようすに興味をもち，身の回
りの生物のようすを観察し，夏のころと
の違いを見つけようとしている。

夏のころの植物や動物の写真を提示した
り，夏のころの観察記録を紹介したりし
て，観察することに興味をもたせる。

温度計を正しく使って気温や水温を測り，身
の回りの生物のようすを詳しく観察し，夏の
ころのようすと比べて，結果をわかりやすく
記録している。

温度計を正しく使って気温や水温を測
り，身の回りの生物のようすを観察し，
結果を記録している。

温度計の使い方を確認し，正しく温度が
測れるよう助言する。また，同地点での
夏のようすと比べさせ，発見できる生物
の種類やようすの違いなど，記録の要点
を助言する。

秋になって涼しくなったので，動物の活動が
活発でなくなり，植物の成長が止まり実をつ
けていると考え，冬になると動物がいなく
なったり植物が枯れたりするなどの予想をし
ている。

秋になって涼しくなったので，動物の活
動が活発でなくなり，植物の成長が止ま
り実をつけていると考え，自分の考えを
表現している。

生物のようすの変化を，夏と比べて考え
る場を設定したり資料を用意したりす
る。

秋の生物の観察記録の要点を抜き出し，図や
表などを活用して整理し，気温や水温の変化
と生物のようすについてわかりやすくまとめ
ている。

秋の生物の観察記録を整理し，まとめ，
季節の変化と秋の生物のようすについて
まとめている。

観察記録で不十分な点は，友達の記録，
資料などを参考にまとめさせる。また，
記録の整理では，大切な点を抜き出し要
点化させるなど，ポイントを明確にす
る。

自分や友達の観察記録，発表等の情報交換か
ら，秋になると動物の活動が活発でなくな
り，植物の成長が止まり実をつけるなど，夏
のころの生物のようすとは変化していること
を理解し，説明できる。

秋になると，動物の活動が活発でなくな
り，植物の成長が止まり実をつけるな
ど，夏のころの生物のようすとは変化し
ていることを理解している。

これまでの記録を見直し，動物の活動や
くらしの変化，植物の成長の変化と，気
温や水温の変化などとの関係を考えさせ
る。

【学習指導要領との関連】
A(2)金属，水，空気と温度

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

理科室のきまりや理科室にあるいろいろな器
具に興味をもち，実験の準備や安全に実験す
る方法について意欲的に調べようとしてい
る。

理科室のきまりや理科室にある器具に興
味をもち，実験の準備や安全に実験する
方法について調べようとしている。

理科室の棚や引き出しにある実験器具を
見せたり，器具の名前を示したりして，
安全に実験する方法について興味をもた
せる。

無駄のない実験の準備のしかたや，事故を防
止して安全に実験する方法を理解し，それを
説明できる。

実験の準備のしかたや安全に実験する方
法を理解している。

実験に必要でないものはないか確認させ
るとともに，事故が起こったときのこと
を想像させて，安全に実験するにはどう
したらよいか考えさせる。

加熱器具のしくみや使う前の点検方法，点火
のしかたや消火のしかたをじゅうぶん覚え
て，安全に正しく，素早く加熱器具を使って
いる。

加熱器具を使う前の点検の方法，点火の
しかたや火の消し方を覚えて，安全に正
しく加熱器具を使っている。

器具の使い方やしくみについて確認させ
るとともに，火を怖がって点火できない
場合には，正しく使えば危険ではないこ
とを演示することによって理解させ，実
際に点火・消火させる。

ガラス器具の洗い方や器具の片づけ方，ごみ
や使えなくなった乾電池などの分別処理のし
かたについて，そうしたほうがよい理由を含
めて考え，自分の考えを表現している。

ガラス器具の洗い方や片づけ方，ごみや
使えなくなった乾電池などの分別処理に
ついて考え，自分の考えを表現してい
る。

ガラス器具に合った洗浄道具を使った洗
い方を確認させる。実験の後に出たごみ
などは，燃えるものかどうかなどを考え
させ，指定されたところに捨てることを
確認させる。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(1)植物の生活と種類　ア(ｱ)生物の観察

（中学校理科におけるおもな関連項目）
1(2)身の回りの物質　ウ(ｱ)状態変化と熱，ウ(ｲ)物質の融点と沸点
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７．ものの温度と体積 11月第3週～，配当8時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

単元導入
(１時間)

1 ものの温度と体積
○ 容器に閉じ込めた空気をあたためると，どうなるだ
ろうか。

関･意① 空気を閉じ込めた容器をあたためると栓が
飛び出すことに興味をもち，空気をあたためたとき
の現象を調べようとしている。（行動観察）

第１次
(２時間)

2 空気の温度と体積
(1) あたためた容器の栓が飛び出したり，せっけん水
の膜や風船が膨らんだりするのは，どうしてだろう
か。
実験１　温度による空気の変化

技能① 予想を確かめる実験の計画を立て，空気を
あたためたときの体積の変化を調べている。（行動
観察・発言・記録分析）

思･表① 空気の温度変化と体積の変化とを関係づけ
て考え，自分の考えを表現している。（発言・記録
分析）

知･理① 空気はあたためたり冷やしたりすると，そ
の体積が変わることを理解している。（記録分析・
ペーパーテスト）

第２次
(２時間)

思･表② 空気と水の温度による体積の変化を比較し
て，ものには熱に対する性質の違いがあると考え，
自分の考えを表現している。（発言・記録分析）

技能② 予想を確かめる実験の計画を立て，水をあ
たためたり冷やしたりしたときの体積の変化を調べ
ている。（行動観察・発言・記録分析）

5 (2) 空気と水とでは，どちらが体積の変化が大きいだ
ろうか。
(実験)　空気と水の体積変化の違い

知･理② 水は，あたためたり冷やしたりすると，そ
の体積が変わるが，その変化は空気より小さいこと
を理解している。（記録分析・ペーパーテスト）

第３次
(２時間)

6 金ぞくの温度と体積
(1) 金属も温度によって，体積が変わるのだろうか。
実験３　温度による金属の体積の変化

関･意② ものの温度による体積の変化をとらえ，身
の回りの現象を見直そうとする態度が育っている。
（行動観察・発言）

7 (2) 空気，水，金属の温度による体積変化について，
どんなことがいえるだろうか。

知･理③ 金属は，あたためたり冷やしたりすると，
その体積が変わるが，その変化は空気や水より小さ
いことを理解している。（記録分析・ペーパーテス
ト）

まとめ・
力だめし

8

3

【単元の目標】
温度による空気の体積の変化を，興味・関心をもって追究する活動を通して，温度の変化と空気・水・金属の体積の変化とを
関係づける能力を育てるとともに，空気・水・金属は，温度によって体積が変化し，空気・水・金属の体積の変化の大きさは
違うという考えをもつことができるようにする。

水の温度と体積
(1) 水も空気のように，温度によって，体積が変わる
のだろうか。
実験２　温度による水の体積の変化

4

(2) 予想と結果を比べて，わかったことを話し合お
う。
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【学習指導要領との関連】
A(2)金属，水，空気と温度　ア

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

空気を閉じ込めた容器をあたためると栓が飛
び出すことに興味をもち，繰り返し試した
り，あたため方や素材を変えたりしながら，
意欲的に空気をあたためたときの現象を調べ
ようとしている。

空気を閉じ込めた容器をあたためると栓
が飛び出すことに興味をもち，繰り返し
試しながら，空気をあたためたときの現
象を調べようとしている。

石けん水や風船などを使ってみたり，栓
を遠くへ飛ばす方法を考えさせたり，湯
の温度を変えた実験を演示したりして，
興味を高める。

予想を確かめるための適切な実験の計画を立
て，空気をあたためたときの体積の変化を詳
しく調べ，予想や結果をわかりやすく記録し
ている。

予想を確かめるための実験の計画を立
て，空気をあたためたときの体積の変化
を調べ，予想や結果を記録している。

やわらかい容器やボール，「４ 空気や
水をとじこめると」で紹介した注射器な
ど，視覚的に確かめやすい素材を提示し
て，実験方法を考えさせる。記録は，図
でかいてもよいことを知らせる。

空気をあたためたり冷やしたりしたときの体
積の変化を予想して実験を行い，自分や友達
の実験結果と予想とを比較して，空気の温度
変化と体積の変化とを関係づけて考え，自分
の考えを表現している。

空気をあたためると体積が大きくなり，
冷やすと体積が小さくなるという現象か
ら，空気の温度変化と体積の変化を関係
づけて考え，自分の考えを表現してい
る。

自分や友達の実験結果を整理し，空気を
あたためると体積が大きくなり，冷やす
と体積が小さくなるという共通性に気づ
かせる。

空気は，あたためると体積が大きくなり，冷
やすと体積が小さくなると理解し，容器の栓
が飛び出したりマヨネーズ容器が変形したり
した理由を説明できる。

空気は，あたためると体積が大きくな
り，冷やすと体積が小さくなると理解し
ている。

友達の行った方法で再実験をさせたり，
注射器など視覚的に体積の変化がとらえ
やすいものを使った実験をさせたりして
確認する。

自分や友達が調べた結果から，空気と水の温
度による体積の変化を比較して，その変化の
大きさの違いから，ものには熱に対する性質
の違いがあると考え，自分の考えを表現して
いる。

空気と水の温度による体積の変化を比較
して，その変化の大きさの違いから，も
のには熱に対する性質の違いがあると考
え，自分の考えを表現している。

「５ 空気や水をとじこめると」で，空
気と水で力に対する変化が違うことを学
習したように，ものが違うと性質も違う
ことを想起させる。

予想を確かめるための適切な実験の計画を立
て，結果がうまく出なかった場合は方法を考
え直すなどのくふうをしながら，水をあたた
めたり冷やしたりしたときの体積の変化を調
べ，予想や結果をわかりやすく記録してい
る。

予想を確かめるための実験の計画を立
て，水をあたためたり冷やしたりしたと
きの体積の変化を調べ，予想や結果を記
録している。

温度による体積の変化が小さい水で実験
する場合，細いガラス管を用いればよい
ことに気づかせるため，太さの違うメス
シリンダーに同量の水を注いで，高さの
違いを見せる。

水は，あたためたり冷やしたりすると，その
体積が変わるが，その変化は空気より小さい
と理解し，あたためたり冷やしたりしたとき
のガラス管の水面やゼリーが上下した理由を
説明できる。

水は，あたためたり冷やしたりすると，
その体積が変わるが，その変化は空気よ
り小さいと理解している。

友達の行った方法で再実験させたり，温
度計や体温計など生活の中に利用されて
いるものを例として紹介して確認させた
りする。

ものの温度変化による体積の変化が見られる
身の回りのいろいろなものや現象を探して説
明しようとしたり，その性質を生かしたもの
づくりをしようとしたりしている。

ものの温度変化による体積の変化が見ら
れる身の回りのものや現象を，探したり
説明したりしようとしている。

フラスコと細いガラス管で作った噴水や
手作り温度計など，温度による体積の変
化を利用したおもちゃを見せて，興味を
高める。

金属は，あたためたり冷やしたりすると，そ
の体積が変わるが，その変化は空気や水より
小さいと理解し，金属球熱膨張試験器で玉が
輪を通ったり通らなかったりした理由を説明
できる。

金属は，あたためたり冷やしたりする
と，その体積が変わるが，その変化は空
気や水より小さいと理解している。

瓶などの金属製のふたが開かなくなった
とき，ふただけあたためると開く，と
いった現象を見せる。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
1(2)身の回りの物質　ウ(ｱ)状態変化と熱

－ 51  －



（理科　４年）

冬の夜空 12月第2週，配当2時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

第１次
(２時間)

関･意① 冬の夜空に輝く星を観察しようとしてい
る。（行動観察・発言）

知･理① 冬の夜空にも，明るさや色の違う星があ
り，時間がたつにつれて星は動くが並び方は変わら
ないことを理解している。（記録分析・ペーパーテ
スト）

冬の自然 1月第2週～，配当3時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

第１次
(３時間)

関･意① 冬の生物のようすに興味をもち，季節によ
る違いを調べようとしている。（行動観察・記録分
析）

技能① 気温を測り，生物のようすを観察し，結果
を記録している。（行動観察・記録分析）

思･表① 動物の活動や植物の成長を調べることで，
これまでの季節との違いを考え，自分の考えを表現
している。（発言，記録分析）

技能② 気温や水温を測り，生物を探したり，育て
たりして，そのようすを観察し，結果を記録してい
る。（行動観察・記録分析）

思･表② 動物の活動や植物の成長と季節の変化を関
係づけて考え，図や言葉に整理し，考察している。
（発言，記録分析）

技能③ 観察記録をまとめて，冬の生物のようすに
ついて情報交換している。（発言・記録分析）

知･理① 冬になると，動物は見られなくなり，植物
は実を残して枯れていくことを理解している。（記
録分析・ペーパーテスト）

(2) 草むらや池の生き物はどんなようすだろうか。
観察２　草むらや池の生き物

【単元の目標】
星の観察を繰り返すことを通して，星の特徴や動きについての見方や考え方が深まるようにする。また，星の動きと時間とを
関係づけて調べる能力が育つようにする。

1 冬の自然
(1) 校庭などの木やその周りの生き物は，これまでと
比べて，どう変わっているのだろうか。
観察１　木とその周りの生き物

【単元の目標】
冬の動物の活動や植物の成長を興味・関心をもって継続して観察し，記録することから生物を愛護する態度を育てるととも
に，動物の活動や植物の成長と季節とのかかわりをとらえるようにする。

(3) 植物は，冬になってすべて枯れてしまったのだろ
うか。
観察３　季節と植物の成長

1
・
2

冬の夜空
(1) 冬に見える星も，明るさや色に違いがあり，時刻
とともに，動いていくのだろうか。
観察１　冬の星

2

3
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【学習指導要領との関連】
B(4)月と星　イ・ウ

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

冬の夜空に見られる星を調べ，夏に見られた
星と比べて観察しようとしている。

冬の夜空に見られる星を調べ，観察しよ
うとしている。

冬の大三角やオリオン座が観察できる方
位や高度を知らせるなどして，興味をも
たせる。

夏の夜空で見た星とは違うが，冬の夜空に
も，いろいろな明るさや色の星があり，星が
見える方位によって動く方向が違うことや，
時間がたつにつれて，星は動くが並び方は変
わらないことを理解している。

冬の夜空にも，いろいろな明るさや色の
星があり，時間がたつにつれて，星は動
くが並び方は変わらないことを理解して
いる。

星の明るさや色がすべて同じではないこ
とを確かめ，違いを表現できるようにす
る。星の動きは，ビデオなどを活用して
動きをとらえさせる。

【学習指導要領との関連】
B(2)季節と生物

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

冬の生物のようすに興味をもち，これまでの
学習経験を生かして，身の回りの生物を進ん
で探し，春や夏，秋のころとの違いを見つけ
ようとしている。

冬の生物のようすに興味をもち，身の回
りの生物を探し，春や夏，秋のころとの
違いを見つけようとしている。

これまでの観察記録を見直して，生物の
ようすや見られた場所を思い出させて，
継続して観察できるようにする。

温度計を正しく使って気温を測り，身の回り
の生物のようすを詳しく観察し，秋のころの
ようすと比べて，結果をわかりやすく記録し
ている。

温度計を正しく使って気温を測り，身の
回りの生物のようすを観察し，結果を記
録している。

温度計の使い方，０℃より低い温度の読
み方を確認し，正しく温度が測れるよう
にする。また，同地点での秋のようすと
比べさせたり，友達の記録を参考にさせ
たりする。

身の回りの冬の生物のようすを観察し，春や
夏，秋のころとの違いを，冬の温度の変化と
の関係で考え，自分の考えを表現している。

身の回りの冬の生物のようすを観察し，
春や夏，秋のころとの違いを考え，自分
の考えを表現している。

具体的な生物のようすの変化の違いをと
らえられるよう，これまでの観察記録と
比べさせていく。

温度計を使って気温や水温を測り，植物の育
ちや動物の活動を詳しく観察し，これまでの
ようすと比較しながら，わかりやすく図や表
に記録している。

温度計を使って気温や水温を測り，植物
の育ちや動物の活動を観察し，秋のころ
との違いを図や表に記録している。

観察記録の十分でない点を示して助言し
たり，気温や水温が正しく測定できるよ
うに助言したりする。また，図鑑などを
利用してもよいことを伝え，資料を用意
する。

冬になって寒くなったので，動物は見られな
くなり，植物は実を残して枯れたり落葉樹は
葉を落として成長を休んだりすることを図や
言葉に整理し，考察している。また，春にな
るとどうなるかを予想している。

冬になって寒くなったので，動物は見ら
れなくなり，植物は実を残して枯れたり
落葉樹は葉を落として成長を休んだりす
ることを図や言葉に整理し，考察してい
る。

それぞれの生物が，厳しい冬を越えた
り，生命をつないだりするのにどうして
いるかを考えさせる。

変化の要点を抜き出して観察記録をまとめ，
冬の生物のようすについてわかりやすく発表
したり，適切に情報を交換したりしている。

観察記録をまとめて，冬の生物のようす
について発表したり，情報を交換したり
している。

観察記録で不十分な点は，友達の記録，
資料などを参考にまとめさせる。また，
記録の整理では，大切な点を抜き出し要
点化させるなど，ポイントを明確にす
る。

自分や友達の観察記録，発表等の情報交換か
ら，冬になると動物は見られなくなり，植物
は実を残して枯れたり落葉樹は葉を落として
成長を休んだりすることを理解し，説明でき
る。

冬になると，動物は見られなくなり，植
物は実を残して枯れたり落葉樹は葉を落
として成長を休んだりすることを理解し
ている。

動物の活動や植物の成長の変化と，気温
や水温の変化などとの関係を考えさせ，
冬を越えて生命をつなぐ生物の知恵を知
らせる。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(6)地球と宇宙　ア(ｱ)日周運動と自転，イ(ｳ)惑星と恒星

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(1)植物の生活と種類　ア(ｱ)生物の観察
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８．もののあたたまり方 1月第3週～，配当7時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

単元導入
(１時間)

1 もののあたたまり方
○ 料理のときの経験などをもとに，金属のあたたまり
方を，考えてみよう。

関･意① 金属は熱していない部分もあたたかくなる
ことに興味をもち，金属のあたたまり方を調べよう
としている。（行動観察）

第１次
(２時間)

思･表① 金属は，熱した部分から順にあたたまって
いくと考え，自分の考えを表現している。（発言・
記録分析）

技能① 予想を確かめる実験の計画を立て，ガスコ
ンロなどの器具を安全に使って，金属のあたたまり
方を調べ，結果を記録している。（行動観察・記録
分析）

第２次
(２時間)

4 水のあたたまり方
(1) 水は，どのようにあたたまっていくのだろうか。
実験３　試験管やビーカーの水のあたたまり方

技能② ガスコンロなどの器具を安全に使って，水
のあたたまり方を調べている。（行動観察・記録分
析）

5 (2) 水が，上のほうからあたたまるのはどうしてか，
考えてみよう。

思･表② 水は，熱した部分が上方に移動して全体が
あたたまっていくと考え，自分の考えを表現してい
る。（発言・記録分析）

第３次
(１時間)

関･意② もののあたたまり方を調べたことから，身
の回りの現象を見直そうとする態度が育っている。
（行動観察・発言）

知･理① 金属は熱した部分から順にあたたまってい
くが，水や空気は熱した部分が移動して全体があた
たまっていくことを理解している。（記録分析・
ペーパーテスト）

まとめ・
力だめし

7

6

金ぞくのあたたまり方
(1) 金属の一部を熱すると，どのようにあたたまって
いくのだろうか。
実験１　金ぞくのぼうのあたたまり方
実験２　金ぞくの板のあたたまり方

空気のあたたまり方
(1) 空気は，どのようにあたたまっていくのだろう
か。
実験４　空気のあたたまり方

2
・
3

【単元の目標】
金属は熱せられた部分から順にあたたまるが，水や空気は熱せられた部分が移動して全体があたたまることをとらえるように
する。また，ものには熱に対する性質の違いがあるという考えをもつことができるようにするとともに，それらの性質を確か
める活動を通して，金属・水・空気のあたたまり方について興味・関心をもって追究する態度を育てる。
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【学習指導要領との関連】
A(2)金属，水，空気と温度　イ

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

鉄板の真ん中だけを熱していても端のほうま
であたたかくなっていることに興味をもち，
金属を熱したときの現象を予想したり，似た
現象を探して発表したりしている。

鉄板の真ん中だけを熱していても端のほ
うまであたたかくなっていることに興味
をもち，金属を熱したときの現象を予想
して調べようとしている。

ワークシートをチェックして，予想が書
けない場合には経験を思い出させたり，
図などの表し方に助言をして調べようと
する意欲を高める。

自分や友達が金属の棒や板のあたたまり方を
調べた結果から，金属は，熱した部分から順
にあたたまっていき，そのためフライパンは
持ち手まであたたまるといったことがあると
考え，自分の考えを表現している。

金属の棒や板のあたたまり方を調べた結
果から，金属は，熱した部分から順にあ
たたまっていくと考え，自分の考えを表
現している。

金属につけたろうの変化を金属のあたた
まり方と関係づけて考えられるように，
話し合いの記録を板書でわかりやすく整
理して示す。また，液晶インクなど，視
覚的にとらえやすいものを使って実験し
てもよい。

予想を確かめるために，あたたまり方を見る
ものや形や傾きに応じた実験の計画を立て，
ガスコンロなどの器具を安全に使って，金属
のあたたまり方を調べ，結果をわかりやすく
記録している。

予想を確かめるための実験計画を立て，
ガスコンロなどの器具を安全に使って，
金属のあたたまり方を調べ，結果を記録
している。

あたたまり方をとらえやすくするため
に，あたたかくなると溶け出すバターな
ど身近なものを使ってもよいことを示
す。器具は安全に気をつけて使えるよう
に，組み立てや操作がきっちりできるよ
うに練習させる。

ガスコンロなどの器具を安全に使って，水の
あたたまり方を詳しく調べ，結果をわかりや
すく記録している。

ガスコンロなどの器具を安全に使って，
水のあたたまり方を調べ，結果を記録し
ている。

金属のあたたまり方の実験を振り返り，
水を試験管に入れると棒状になり，金属
棒の実験との比較がしやすくなることを
助言する。試験管を手で持って実験する
際には，持ち方を必ず演示し，熱くなる
前に火から離すように指示しておく。

試験管やビーカーの水のあたたまり方の結果
から，水の場合は金属のように熱が順に伝
わっていくわけではなく，あたたまった部分
が上へ動き全体があたたまると考え，自分の
考えを表現している。また，水と同様に自由
に動く空気のあたたまり方も予想できる。

試験管やビーカーの水のあたたまり方の
結果から，水はあたたまった部分が上へ
動き，全体があたたまっていくと考え，
自分の考えを表現している。

教科書p.120の絵の具の広がりの現象を
繰り返し観察させ，水が動いていること
に着目できるようにするとともに，水の
あたたまり方を金属の場合と比べて考え
させる。

もののあたたまり方を利用した身の回りのい
ろいろなものや現象を，探したり説明したり
して，さらに学ぼうとしている。

もののあたたまり方を利用した身の回り
のものや現象を，探したり説明したりし
ようとしている。

生活の中で使われている道具の絵をかい
たカードを準備して，その中からあたた
まり方を活かしたものを見つけるクイズ
を出すなど，興味を高める。

金属は熱した部分から順にあたたまっていく
が，水や空気は熱した部分が移動して全体が
あたたまっていくことを理解し，ものによる
性質の違いが日常生活で利用されていること
を説明できる。

金属は熱した部分から順にあたたまって
いくが，水や空気は熱した部分が移動し
て全体があたたまっていくことを理解し
ている。

自分や友達の記録を見直し，金属・水・
空気のあたたまり方を一つひとつ確認さ
せる。理解が十分でない場合は，再実験
や演示実験で対応する。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
1(2)身の回りの物質　ウ(ｱ)状態変化と熱
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９．水のすがた 2月第2週～，配当8時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

単元導入
(１時間)

1 水のすがた
○ 温度によって，水の姿が変わるようすを調べよう。

関･意① 湯気や泡が出たり氷になったりすることに
興味をもち，温度によって水の姿が変わるようすを
調べようとしている。（行動観察・発言）

第１次
(２時間)

2 水を熱したときの変化
(1) 水を熱し続けると，どうなるのだろうか。
実験１　水を熱したときの変化

技能① 加熱器具などを安全に使って，水をあたた
めたときのようすを調べ，結果を記録している。
（行動観察・記録分析）

思･表① 袋に集めた泡が水の姿になっていることか
ら，泡は水が目に見えない姿に変わったものである
と考え，自分の考えを表現している。（発言内容・
記録分析）

知･理① 水は，温度を100℃近くに上げると水蒸気
になって空気中に出ていくことや，冷やされて再び
水になって現れることを理解している。（記録分
析・ペーパーテスト）

第２次
(２時間)

技能② 水を冷やしたときの変化を調べ，結果を記
録している。（行動観察・記録分析）

知･理② 水を冷やして０℃に下げると，氷になるこ
とを理解している。（記録分析・ペーパーテスト）

第３次
(１時間)

6 氷になるときの体積の変化
(1) 水は氷になると，体積が大きくなるのだろうか。
実験４　氷になるときの体積の変化

知･理③ 水が氷になると体積が増えることを理解し
ている。（記録分析・ペーパーテスト）

第４次
(１時間)

7 水の３つのすがた
(1) 水の姿の変化について，まとめよう。

知･理④ 水は，温度によって固体・液体・気体に姿
を変えることを理解している。（発言・記録分析・
ペーパーテスト）

まとめ・
力だめし

8

水を冷やしたときの変化
(1) 水を何℃まで冷やすと，氷になるのだろうか。
実験３　水を冷やしたときの変化

(2) 湯気や泡は，水が変化したものだろうか。
実験２　湯気やあわの正体

【単元の目標】
水は温度によって状態が変化し，氷になると体積が増えるという考えをもつことができるようにするとともに，水蒸気や氷に
姿を変える水の状態変化と温度とを関係づける能力や，興味・関心をもって追究する態度を育てる。

3

4
・
5
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【学習指導要領との関連】
A(2)金属，水，空気と温度　ウ

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

水の温度を変化させることに目を向け，温度
変化に伴って変わっていく水のようすを調べ
ようとしている。

水から湯気や泡が出たり，水が氷になっ
たりすることに興味をもち，水のようす
が変わるときの温度を調べようとしてい
る。

水にどのようなはたらきかけをすると，
水から湯気や泡が出たり，水が氷になっ
たりするのかに視点を当てる。

水を熱したときの状態の変化を確かめる実験
を安全に行い，時間の経過に伴って変化する
水のようすを詳しく調べ，結果をグラフなど
にわかりやすく記録することができる。

水を熱したときの状態の変化を確かめる
実験を安全に行い，時間の経過に伴って
変化する水のようすを調べ，結果を記録
している。

加熱器具やビーカー，スタンドなどが安
全に設置されているかを確認し，水がど
のように変化していくか，時間をはかっ
て記録することを確認する。

ポリエチレンの袋のしぼみ方や袋に残った水
から，泡の正体が空気ではなく，水の姿が変
わったものであると考え，自分の考えを表現
している。

ポリエチレンの袋に残った水から，水の
姿が変わったものであると考え，自分の
考えを表現している。

ポリエチレンの袋に集めたものが何であ
るかを考えさせ，しぼんだ後に水がた
まっていることを確認させる。

水は，100℃近くになると沸騰して水蒸気に
なって蒸発し，空気に混ざることや，空気中
にある水蒸気は冷やされて水に戻ることを理
解している。

水は，100℃近くになると沸騰して水蒸
気になって蒸発し，空気に混ざること
や，空気中にある水蒸気は冷やされて水
に戻ることを理解している。

水を加熱したときの変化をグラフにし
て，水が沸騰したときに出る泡は水蒸気
であることなど，用語と現象を丁寧に説
明する。

水を冷やして，時間の経過に伴って変化する
水のようすを詳しく調べ，結果をグラフなど
にわかりやすく記録している。

水を冷やして，時間の経過に伴って変化
する水のようすを調べ，結果を記録して
いる。

実験装置がうまく設置されているかを再
度確認し，２分ごとに水温を測るよう説
明してから実験させるようにする。

水を冷やして温度を徐々に下げると０℃で氷
になり，凍り始めてから全部氷になるまでの
温度が０℃であることを理解している。

水を冷やして温度を徐々に下げると，
０℃で氷になると理解している。

自分や友達の記録を見直し，何℃のとき
に凍り始めたかを確認させる。また，記
録がじゅうぶんでない場合は，再度実験
させて理解させる。

水が氷になると体積が増えることを理解する
とともに，水道管などの凍結防止の必要性を
理解している。

水が氷になるときには，体積が増えるこ
とを理解している。

水が容器からあふれた状態で氷になって
いるようすを再確認させる。

液体である水は，温度によって気体の水蒸気
や固体の氷に姿を変えることを理解し，水の
状態変化と温度とを関係づけて説明できる。

液体である水は，温度によって気体の水
蒸気や固体の氷に姿を変えることを理解
している。

気体・液体・固体の概念を，水以外のも
のを例にするなどしてわかりやすく説明
し，水蒸気が気体，水が液体，氷が固体
であることを理解させる。また，水蒸気
と湯気を混同しないようにするなど，用
語と現象をおさえるようにする。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
1(2)身の回りの物質　ウ(ｱ)状態変化と熱，ウ(ｲ)物質の融点と沸点
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10．水のゆくえ 3月第1週～，配当5時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

単元導入
(１時間)

1 水のゆくえ
○ 姿が見えなくなった水のゆくえを調べよう。

関･意① 校庭の水たまりがなくなっていくようすに
興味をもち，水のゆくえを調べようとしている。
（行動観察・発言）

第１次
(２時間)

思･表① 水は，水面や地面から蒸発していくと考
え，自分の考えを表現している。（発言・記録分
析）

技能① 日なたや日かげの水の変化を調べ，結果を
記録している。（行動観察・記録分析）

第２次
(１時間)

4 空気中から出てくる水
(1) 蒸発して空気中に出ていった水蒸気を，水に戻す
ことができるのだろうか。
実験２　空気中から出てくる水

知･理① 空気中の水蒸気が冷たいものに触れると，
結露して水の粒ができることを理解している。（記
録分析・ペーパーテスト）

まとめ・
力だめし

5

生き物の１年間 3月第3週，配当2時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

第１次
(２時間)

関･意① これまでの生物の観察や栽培を通して，生
物を愛護する態度が育っている。（行動観察・記録
分析）

技能① １年間の観察記録をまとめて，季節による
生物のようすについて発表の準備をしている。（発
言，記録分析）

思･表① 動物の活動や植物の成長と季節の変化とを
関連づけて考え，自分の考えを表現している。（発
言・記録分析）

知･理① 動物の活動や植物の成長は，あたたかい季
節と寒い季節とで違いがあることを理解している。
（記録分析・ペーパーテスト）

2
・
3

空気中に出ていく水
(1) 水は熱しなくても，蒸発して空気中に出ていくの
だろうか。
実験１　空気中に出ていく水

生き物の１年間
(1) 生き物は，１年間どのようにくらしてきただろう
か。
資料調べ１　１年間の生き物のようす

【単元の目標】
水は熱しなくても蒸発して空気中に出ていったり，目に見えない水蒸気が冷やされて再び水の姿で現れたりするという考えを
もつことができるようにするとともに，自然界の水の姿と関係づける能力や，興味・関心をもって追究する態度を育てる。

2

【単元の目標】
生物を観察し，季節ごとの動物の活動や植物の成長に興味・関心をもって調べた１年間の記録をもとに，季節による動物の活
動や植物の成長の違いをとらえるようにする。また，観察や栽培をした経験や季節ごとの追究する活動を通して，動物の活動
や植物の成長と季節とを関係づける能力を育てるとともに，生物を愛護する態度を育て，生命の多様性と共通性，生命の連続
性についての考えをもつことができるようにする。

(2) 生き物のようすをまとめて，どんなことがわかる
のだろうか。

1
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【学習指導要領との関連】
B(3)天気の様子　イ

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

校庭の水たまりが，時間とともになくなって
いくようすに興味をもち，水たまりの水がど
こへ行ったのか予想しながら，水たまりに印
をつけるなどして，進んで調べようとしてい
る。

校庭の水たまりが，時間とともになく
なっていくようすに興味をもち，水たま
りの水がどこへ行ったのか調べようとし
ている。

校庭の水たまりが知らない間になくなっ
ていたことを思い出させたり，校庭にで
きた水たまりに印をつけさせたりするな
どして，徐々になくなっていくようすに
興味をもたせる。

日なたの水たまりの水がなくなり，日なたの
コップの水が早くなくなるがふたに水滴がつ
くことから，水が目に見えない姿に変わって
空気中に出ていくが，あたたかさでその早さ
が変わると考え，自分の考えを表現してい
る。

水たまりの水がなくなり，コップの水が
なくなるがふたに水滴がつくことから，
水が目に見えない姿に変わって空気中に
出ていくと考え，自分の考えを表現して
いる。

ふたをしたコップとしていないコップで
は，どちらの水が減っているのかを確認
させ，水が空気中に出ていったことに気
づかせる。また，ふたについた水滴にも
着目させる。

場所の違いによる水の減り方を予想し，水を
入れて，ふたをしたコップとふたをしない
コップを日なたと日かげに置いたり，日なた
と日かげの湿った地面に容器をかぶせたりし
て，水の減り方を調べ，結果をわかりやすく
記録している。

水を入れて，ふたをしたコップとふたを
しないコップを日なたと日かげに置いた
り，日なたと日かげの湿った地面に容器
をかぶせたりして，水の減り方を調べ，
結果を記録している。

校庭の水たまりは，日なたと日かげでは
どちらが早くなくなったかを思い出させ
てから実験に入り，コップの水は日なた
と日かげのどちらのほうが早くなくなる
かを調べさせる。

空気中の水蒸気が冷たいものに触れて，水の
粒が冷たいものの側の表面につくことを「結
露」という言葉を使って，結露するようすを
説明できる。

空気中の水蒸気が冷たいものに触れて，
水の粒がつくことを「結露」という言葉
を使って説明できる。

結露は，空気中の水蒸気が冷たいものに
触れたときの現象であり，水蒸気が冷や
されてできることを確認する。

【学習指導要領との関連】
B(2)季節と生物

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

これまでの生物の観察や栽培を通して，身の
回りの生物を大切にしたり，もっと世話をし
たりしようとして，その方法を考え，行動し
ようとしている。

これまでの生物の観察や栽培を通して，
身の回りの生物を大切にしたり，もっと
世話をしたりしようとしている。

これまでの観察記録を見直して，生物は
１年間どのようにくらしてきたか，生命
をつなぐためにどのようなくふうをして
いるかに気づかせる。

これまでの記録を見直し，季節による生物の
１年間のようすを要点を抜き出してまとめ
て，わかりやすく発表したり適切に情報交換
したりしている。

これまでの記録を見直し，季節による生
物の１年間のようすをまとめて発表した
り情報交換したりしている。

大切と思うポイントを抜き出して，一つ
にまとめて書かせるようにする。また，
発表や質問をするときは，何を話したい
のかをおさえてから発言させる。

季節や温度によって，動物の活動や植物の成
長は変わり，それぞれの生物によって季節に
応じたくらしをしていると考え，自分の考え
を表現している。

季節や温度によって，動物の活動や植物
の成長は変わると考え，自分の考えを表
現している。

自分が探し，調べてきた生物が，気温が
高い季節と低い季節とで，どのような違
いが見られたのかをまとめて考えさせ
る。

動物はあたたかい季節には活発だが寒い季節
には姿が見られなくなり，植物はあたたかい
季節にはよく成長するが寒い季節には実を残
して枯れてしまうことを理解し，それぞれ生
命をつないでいることを説明できる。

動物はあたたかい季節には活発だが寒い
季節には姿が見られなくなり，植物はあ
たたかい季節にはよく成長するが寒い季
節には実を残して枯れてしまうことを理
解している。

教科書の「生き物の１年間」のまとめと
比べながら，観察してきた生物と季節や
気温との関係をまとめ，とらえさせるよ
うにする。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(4)気象とその変化　イ(ｱ)霧や雲の発生

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(1)植物の生活と種類　ア(ｱ)生物の観察
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 指導計画・評価資料　　５年

巻頭　自然をつかむ 4月第2週，配当1時間

花のつくり 4月第2週，配当2時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

第１次
(１時間)

技能① 虫眼鏡，ピンセットなどの器具を正しく
使って，めしべ・おしべの特徴を見つけて見分け，
結果を記録している。（行動観察・記録分析）

知･理① アブラナの花には，1つの花にめしべやお
しべがあり，花びらが散った後，めしべのもとが
育って実になることを理解している。（記録分析・
ペーパーテスト）

第２次
(１時間)

2 種子をまこう
(1) 「３．花から実へ」で実ができるしくみを調べる
ために，オモチャカボチャを育てよう。

関･意① オモチャカボチャの種子をまいたり，世話
をする計画を立てようとしている。（行動観察）

【単元の目標】
アブラナの花のつくりを調べ，めしべ・おしべの特徴を見つけることができるようにする。また，花びらが散った後，めしべ
のもとが育って実になり，中に種子ができることを調べられるようにする。

花のつくり
(1) アブラナの花には，実になるところがあるのだろ
うか。
観察１　アブラナの花のつくり

【巻頭の目標】
海の上の天気を予想しながら航行する貨物船についての文章を読んで，気象情報はさまざまな仕事や生活に活用されているこ
とに気づくとともに，身近な気象現象に興味・関心をもつことができるようにする。

1
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【学習指導要領との関連】
B(4)天気の変化

【学習指導要領との関連】
B(1)植物の発芽，成長，結実　エ

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

虫眼鏡，ピンセットなどの器具を正しく有効
に使って，めしべ・おしべの特徴を見つけて
見分け，わかりやすく結果を記録している。

虫眼鏡，ピンセットなどの器具を正しく
使って，めしべ・おしべの特徴を見つけ
て見分け，結果を記録している。

アブラナの１つの花を構成しているおし
べやめしべなどの各部分を，まず丁寧に
ピンセットで取り分け，各部分の名称を
確定してから，特徴を記録させる。

アブラナの花には，1つの花に，がく・花び
ら・めしべ・おしべがあり，花びらが散った
後，めしべのもとが育って実になることを理
解している。

アブラナの花には，1つの花にめしべや
おしべがあり，花びらが散った後，めし
べのもとが育って実になることを理解し
ている。

めしべを縦に切ったところの写真などを
もとに，めしべのもとに実になるところ
があることを理解できるようにする。

オモチャカボチャの種子をまいたり，世話を
する計画を意欲的に立てようとしている。

オモチャカボチャの種子をまいたり，世
話をする計画を立てようとしている。

前年度に育ったオモチャカボチャの写真
や，いろいろな模様の実の実物を見せ
て，栽培・観察への意欲をもたせる。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(4)気象とその変化　ア(ｱ)気象観測，イ(ｲ)前線の通過と天気の変化，ウ(ｱ)日本
の天気の特徴

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(1)植物の生活と種類　イ(ｱ)花のつくりと働き
2(5)生命の連続性　ア(ｲ)生物の殖え方
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１．植物の発芽と成長 4月第3週～，11時間＋ゆとり2時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

第１次
(４時間)

1 種子が発芽する条件
(1) 種子が発芽するには，どんな条件が必要なのだろ
うか。

関･意① 植物の発芽や成長のようすに興味をもち，
それらの変化にかかわる条件を調べようとしてい
る。（発言・記録分析）

2
・
3

(2) 種子の発芽に必要な条件を，実験で調べる計画を
立てよう。
実験１～３　水，空気，適当な温度は発芽に必要か

技能① 植物の発芽の条件を統一しながら実験し，
実験の方法や結果を記録している。（行動観察・発
言・記録分析）

思･表① 植物の発芽にかかわる条件を見いだし，自
分の考えを表現している。（発言・記録分析）

知･理① 植物の発芽には，水や空気，温度が関係し
ていることを理解している。（記録分析・ペーパー
テスト）

第２次
(２時間)

技能② ヨウ素液を使うなどして，種子のつくりや
種子に含まれている養分を調べ，結果を記録してい
る。（行動観察・記録分析）

知･理② 植物は，種子の中の養分をもとにして発芽
することを理解している。（記録分析・ペーパーテ
スト）

第３次
(４時間)

7
・
8

植物が成長する条件
(1) 種子の養分がなくなってからも，植物がさらに成
長するには，どんな条件が必要なのだろうか。
実験４　日光や肥料と植物の成長

技能③ 植物の成長の条件を統一しながら実験し，
実験の方法や結果を記録している。（行動観察・発
言・記録分析）

思･表② 植物の成長にかかわる条件を見いだし，自
分の考えを表現している。（発言・記録分析）

知･理③ 植物の成長には，日光や肥料などが関係し
ていることを理解している。（記録分析・ペーパー
テスト）

まとめ・
力だめし

11

9
・
10

【単元の目標】
植物の発芽や成長とそれにかかわる条件に興味をもち，見いだした問題を計画的に追究する活動を通して，植物の発芽のしく
みや成長のしかたをとらえるようにする。また，生命の連続性についての考えをもつことができるようにするとともに，生命
を尊重する態度を育てる。

(2) 実験４の結果をもとに，植物が成長するには，ど
んな条件が必要といえるか考えよう。

種子の発芽と養分
(1) 種子には，発芽に必要な養分が含まれているのだ
ろうか。
観察１　種子のつくりと養分

5
・
6

4 (3) 実験１～３の結果をもとに，種子が発芽するに
は，どんな条件が必要といえるか考えよう。
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【学習指導要領との関連】
B(1)植物の発芽，成長，結実　ア・イ・ウ

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

これまでの経験などをもとに，種子の発芽に
必要な条件について予想や仮説をもち，方法
や理由を考えて進んで調べようとしている。

これまでの経験などをもとに，種子の発
芽に必要な条件について予想や仮説をも
ち，調べようとしている。

植物に水やりをした経験を思い出させた
り，春になるとどうして植物が芽吹くの
かを考えさせたりして，話し合いの中か
ら意欲をもたせる。

植物の発芽にかかわる条件を統一しながら詳
しく計画的に実験し，実験の方法や結果など
を，実験条件に着目しながらわかりやすく記
録している。

植物の発芽にかかわる条件を統一しなが
ら計画的に実験し，実験の方法や結果な
どを記録している。

実験したい条件（変える条件）は何なの
かを，常に意識させる。

これまでの経験から，植物の発芽に必要な条
件について予想や仮説をもって実験し，その
条件に対応した自分や友達の実験の結果か
ら，植物の発芽には水や空気，適当な温度が
必要であると考え，自分の考えを表現してい
る。

植物の発芽に必要な条件について予想や
仮説をもって実験し，その条件に対応し
た実験の結果から，植物の発芽には水や
空気，適当な温度が必要であると考え，
自分の考えを表現している。

「実験したい条件（変える条件）は１つ
だけ」を合言葉にし，変える条件と変え
てはいけない条件を整理して考えさせ
る。

植物の発芽には，水や空気，適当な温度が必
要であることを理解し，春になると草むらな
どの植物が発芽することなどと結びつけて説
明できる。

植物の発芽には，水や空気，適当な温度
が必要であることを理解している。

これまでの記録を振り返らせながら，植
物が発芽する条件を整理させる。

ヨウ素液を正しく使うなどして，種子のつく
りや種子に含まれている養分がでんぷんであ
ることを調べ，種子の養分が含まれていると
ころなどを詳しく記録している。

ヨウ素液を正しく使うなどして，種子の
つくりや種子に含まれている養分がでん
ぷんであることを調べ，結果を記録して
いる。

教科書の「でんぷんの調べ方」を示しな
がら，具体的に指導して，種子のつくり
や養分を調べさせる。

植物は，種子の中の養分をもとにして発芽す
ることを理解し，子葉の変化などと結びつけ
て説明できる。

植物は，種子の中の養分をもとにして発
芽することを理解している。

肥料をやらなくても植物が発芽したこと
や，発芽後の子葉の変化を示して考えさ
せる。

植物の成長にかかわる条件を統一しながら詳
しく計画的に実験し，実験の方法や結果など
を，実験条件に着目しながらわかりやすく記
録している。

植物の成長にかかわる条件を統一しなが
ら計画的に実験し，実験の方法や結果な
どを記録している。

実験したい条件（変える条件）は何なの
かを，常に意識させる。

これまでの経験から，植物の成長に必要な条
件について予想や仮説をもって実験し，その
条件に対応した自分や友達の実験の結果か
ら，植物の成長には水のほかに日光や肥料が
必要であると考え，自分の考えを表現してい
る。

植物の成長に必要な条件について予想や
仮説をもって実験し，その条件に対応し
た実験の結果から，植物の成長には水の
ほかに日光や肥料が必要であると考え，
自分の考えを表現している。

「実験したい条件（変える条件）は１つ
だけ」を合言葉にし，変える条件と変え
てはいけない条件を整理して考えさせ
る。

植物の成長には，水のほかに日光や肥料が必
要であることを理解し，植物をよりよく育て
るにはどうすればよいか説明できる。

植物の成長には，水のほかに日光や肥料
が必要であることを理解している。

これまでの記録を振り返らせながら，植
物が成長する条件を整理させる。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(1)植物の生活と種類　イ(ｱ)花のつくりと働き
2(5)生命の連続性　ア(ｱ)細胞分裂と生物の成長
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２．メダカのたんじょう 5月第4週～，9時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

単元導入
(２時間)

関･意① メダカを飼育して，雌雄の体の特徴や卵の
ようすを調べようとしている。（行動観察）

技能① メダカを飼育して，雌雄の体の特徴などを
観察し，結果を記録している。（行動観察・記録分
析）

第１次
(３時間)

3
・
4

メダカのたまご
(1) メダカの卵は，どのように育っていくのだろう
か。
観察１　メダカのたまごの育ち

技能② 解剖顕微鏡を使うなどして，メダカの受精
卵の変化のようすを観察し，結果を記録している。
（行動観察・記録分析）

関･意② メダカの飼育や観察を通して，生命のたく
みさを感じ，生命を尊重する態度が育っている。
（行動観察・記録分析）

思･表① メダカの発生や成長をとらえ，自分の考え
を表現している。（発言・記録分析）

知･理① メダカには雌雄があり，受精卵は日がたつ
につれて中のようすが変化してかえり，しばらくは
腹の養分を使って育つことを理解している。（記録
分析・ペーパーテスト）

第２次
(３時間)

関･意③ 池や川などの水中の小さな生物に興味をも
ち，調べようとしている。（行動観察）

技能③ 顕微鏡を使って，水中の小さな生物を観察
し，結果を記録している。（行動観察・記録分析）

知･理② メダカなどの魚は，水中の小さな生物を食
べ物にして生きていることを理解している。（記録
分析・ペーパーテスト）

まとめ・
力だめし

9

(2) これまでの記録を並べて，メダカの卵がどのよう
に育ってきたかをまとめよう。

1
・
2

メダカのたんじょう
○ メダカを飼って，卵を産んだら，その卵がどのよう
に育っていくのか，調べてみよう。

魚が食べるもの
(1) 池や川の水中には，魚が食べるものがあるのだろ
うか。
観察２　池や川の水中の小さな生物

6
・
7
・
8

5

【単元の目標】
メダカを育てて，雌雄の体の違いや受精卵のようすを観察し，発生の条件や過程をとらえるようにする。また，水中の小さな
生物を観察して，これらの生物がメダカなどのえさになっていることをとらえるようにする。そして，生命は連続していると
いう考えをもつことができるようにするとともに，生命を尊重する態度を育てる。
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【学習指導要領との関連】
B(2)動物の誕生　ア・イ

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

メダカを飼育する準備を進んでして，メダカ
の雌雄の特徴や産卵，受精卵の成長を意欲的
に観察しようとしている。

メダカを飼育する準備をして，メダカの
雌雄の特徴や産卵，受精卵の成長を観察
しようとしている。

メダカの飼育容器やメダカの実物を見せ
て，飼育・観察への意欲をもたせる。

メダカを飼育して，雌雄の体の特徴や行動な
どを詳しく観察し，わかりやすく結果を記録
している。

メダカを飼育して，雌雄の体の特徴や行
動などを観察し，結果を記録している。

雌雄の区別を明らかにさせるなど記録の
要点を助言したり，水草をよく見て卵が
産みつけられていないか調べさせたりす
る。

解剖顕微鏡を正しく使うなどして，メダカの
受精卵の変化のようすを詳しく観察し，わか
りやすく結果を記録している。

解剖顕微鏡を正しく使うなどして，メダ
カの受精卵の変化のようすを観察し，結
果を記録している。

解剖顕微鏡の操作方法をもう一度確かめ
てから，記録の見本を提示するなどし
て，特徴をとらえて記録できるようにす
る。

誕生したメダカが親になって卵を産み，生命
が受け継がれていくということを観察したこ
とから，生命の大切さを実感し，いろいろな
生物の生命を大切にしていこうとしている。

誕生したメダカが親になって卵を産み，
生命が受け継がれていくということを観
察したことから，生命の大切さを感じ
取っている。

観察記録を見直したり，友達の意見や発
表を聞いたりして，生命の連続性やたく
みさを感じることができるようにする。

メダカのめすが産んだ卵とおすが出した精子
が受精してできた受精卵が，日がたつにつれ
て体の形ができるなど変化して，やがて子メ
ダカが誕生すると考え，自分の考えを表現し
ている。

メダカのめすが産んだ卵とおすが出した
精子が受精してできた受精卵が，日がた
つにつれて変化して，やがて子メダカが
誕生すると考え，自分の考えを表現して
いる。

雌雄をいっしょに飼育する必要性や，卵
がメダカらしくなっていくようすに気づ
かせる。

メダカには雌雄があり，受精卵は卵の中の養
分を使って日がたつにつれて体の形ができる
など変化し，やがて子メダカが誕生し，しば
らくは腹の養分を使って育つことを理解して
いる。

メダカには雌雄があり，受精卵は卵の中
の養分を使って日がたつにつれてようす
が変化し，やがて子メダカが誕生し，し
ばらくは腹の養分を使って育つことを理
解している。

ビデオなどで実感しやすい情報を提示し
たり，受精卵の育ちを順にたどらせたり
する。また，子メダカの腹の膨らみに注
目させて，親メダカと比較して養分が
入っていることを理解できるようにす
る。

池や川などの水中の小さな生物に興味をも
ち，進んで調べようとしている。

池や川などの水中の小さな生物に興味を
もち，調べようとしている。

顕微鏡写真を提示するなどして，いろい
ろな種類の水中の小さな生物を示し，興
味がもてるようにする。

顕微鏡を正しく使って，水中の小さな生物を
詳しく観察し，わかりやすく結果を記録して
いる。

顕微鏡を正しく使って，水中の小さな生
物を観察し，結果を記録している。

顕微鏡の操作方法をもう一度確かめてか
ら，記録の見本を提示するなどして，特
徴をとらえて記録できるようにする。

池や川のメダカなどの魚は，水中の小さな生
物を食べ物にして生きていることを理解して
いる。

メダカは，水中の小さな生物を食べるこ
とを理解している。

育てているメダカに小さな生物を与え，
食べるようすを観察させながら，理解で
きるようにする。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(3)動物の生活と生物の変遷　ウ(ｱ)脊椎動物の仲間
2(5)生命の連続性　ア(ｲ)生物の殖え方
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３．花から実へ 6月第3週～，配当9時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

単元導入
(１時間)

1 花から実へ
○ オモチャカボチャの花は，どんなつくりになってい
るのだろうか。
観察１　オモチャカボチャの花のつくり

関･意① 植物の花のつくりに興味をもち，観察しよ
うとしている。（行動観察・記録分析）

第１次
(３時間)

2 花のつくり
(1) オモチャカボチャの花は，どんなつくりになって
いただろうか。

知･理① 植物の花のつくりを理解している。（記録
分析・ペーパーテスト）

3
・
4

(2) オモチャカボチャのめしべとおしべは，どんなと
ころが違うのだろうか。
観察２　オモチャカボチャのめしべとおしべ

技能① 顕微鏡を使うなどして，花のつくりや花粉
などを観察し，結果を記録している。（行動観察・
記録分析）

第２次
(４時間)

5
・
6

花粉のはたらき
(1) 受粉しなければ，実はできないのだろうか。
実験１　受粉と実のでき方

技能② 受粉と結実の関係を条件に気をつけながら
実験し，実験の方法や結果を記録している。（行動
観察・発言・記録分析）

関･意② 植物の受粉と結実などを調べたことを通し
て，生命を尊重する態度が育っている。（行動観
察・記録分析）

思･表① 植物の受粉と結実の関係に着目し，花粉の
はたらきと実のでき方を関係づけて考え，自分の考
えを表現している。（発言・記録分析）

知･理② 花にはめしべやおしべなどがあり，花粉が
めしべの先につくとめしべのもとが実になり，実の
中に種子ができることを理解している。（記録分
析・ペーパーテスト）

まとめ・
力だめし

9

【単元の目標】
植物の花のつくりや実のでき方に興味をもち，見いだした問題を追究する活動を通して，花の役割や受粉と結実との関係をと
らえるとともに，生命を尊重する態度を養い，生命の連続性についての考えをもつことができるようにする。

7
・
8

(2) 受粉と実のでき方について，まとめよう。
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【学習指導要領との関連】
B(1)植物の発芽，成長，結実　エ

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

オモチャカボチャの花のつくりに興味をも
ち，２種類の花で，子房の膨らみや花の中の
つくりの違いなどを比較しながら，詳しく観
察しようとしている。

オモチャカボチャの花のつくりに興味を
もち，２種類の花の違いを観察しようと
している。

本物のオモチャカボチャの実や花の写真
を準備し，めしべやおしべ，子房などに
着目させるなどして，花の観察に興味を
もたせる。

オモチャカボチャの花には花びらやがくがあ
り，実になる部分があるめばなにはめしべ
が，おばなにはおしべがあるが，１つの花に
めしべとおしべがそろった花もあると理解し
ている。

オモチャカボチャの花には花びらやがく
があり，実になる部分があるめばなには
めしべが，おばなにはおしべがあると理
解している。

まず，めばなの子房の膨らみに着目さ
せ，次に，子房がある花とない花の違い
に着目させて観察させる。

顕微鏡を正しく使うなどして，オモチャカボ
チャの花のつくりや花粉などを詳しく観察
し，めしべとおしべの違いや花粉の形などの
要点をおさえて記録している。

顕微鏡を正しく使うなどして，オモチャ
カボチャの花のつくりや花粉などを観察
し，結果を記録している。

顕微鏡などの使い方を指導するととも
に，対象物の形・色・表面のようすなど
に着目させながら観察・記録させる。

人工受粉を正しく行って，受粉させない花と
比較しながら計画的に詳しく実験し，実験の
方法や結果などを，条件に着目しながらわか
りやすく記録している。

人工受粉を正しく行って，受粉させない
花と比較しながら計画的に実験し，実験
の方法や結果などを記録している。

変える条件を確認しながら，実験・記録
させる。受粉しためばなと受粉しないめ
ばなに，それぞれ違う目印をつけて区別
しておく。

オモチャカボチャの観察など生命の連続性を
学習してきたことを通して，生命の大切さを
学び，身の回りの生物を守ったり，世話をし
たりするために考え，行動しようとしてい
る。

オモチャカボチャの観察など生命の連続
性を学習してきたことを通して，生命の
大切さを学び，身の回りの生物を守った
り，世話をしたりしようとしている。

すべての生物は生命を受け継いでいくた
めにくふうをしていることに気づかせ
る。

受粉と結実の関係について予想や仮説をも
ち，実験した結果から，受粉しためばなは結
実し，自然の植物は昆虫や風などのはたらき
によって受粉すると考え，自分の考えを表現
している。

受粉と結実の関係について予想や仮説を
もち，実験した結果から，受粉しためば
なは結実すると考え，自分の考えを表現
している。

この実験で「変える条件は受粉のあり・
なし」であることを確認して，考察させ
る。

花にはめしべやおしべなどがあり，昆虫や風
などによって花粉がめしべの先につく（受粉
する）とめしべのもとが実になり，実の中に
種子ができ，その種子がまた発芽して生命が
受け継がれていくと理解している。

花にはめしべやおしべなどがあり，昆虫
や風などによって花粉がめしべの先につ
く（受粉する）とめしべのもとが実にな
り，実の中に種子ができると理解してい
る。

記録カードなどをもとに，これまでの学
習を振り返りながら理解させる。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(1)植物の生活と種類　イ(ｱ)花のつくりと働き
2(5)生命の連続性　ア(ｲ)生物の殖え方
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自由研究　広げよう　科学の世界を 7月第3週・9月第2週，配当2時間

理科から仕事へ　河合薫さん 9月第2週，配当1時間

台風と気象情報 9月第2週～，配当2時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

第１次
(２時間)

関･意① 台風の動きと天気の変化に興味をもち，気
象情報を収集して天気を予想したり日常生活で活用
したりしようとしている。（行動観察・記録分析）

技能① テレビや新聞，インターネットなどを活用
して情報を収集し，まとめている。（行動観察・記
録分析）

思･表① 気象情報を活用して，台風の動きと天気の
変化に関係があると考え，自分の考えを表現してい
る。（発言・記録分析）

知･理① 台風のときの天気の変化や台風と降雨など
との関係を理解している。（記録分析・ペーパーテ
スト）

【自由研究の目標】
これまでの学習をもとに自分が調べるテーマを見つけ，見通しをもって研究を進め，それらの成果を発表することによって，
科学的な見方や考え方を生活に生かすことができるようにする。

1

【「理科から仕事へ」の目標】
気象予報士の河合薫さんの話から，これから学ぶ天気の学習が日常生活とかかわりが深いものであるとともに，自身の将来の
進路にもつながっていくものであるという実感がもてるようにする。

【単元の目標】
日本の夏から秋にかけて，南の海上から北上してくる台風の動きや進路について，気象情報を活用してその特徴をとらえてま
とめるとともに，台風のもたらす大雨や風による災害などを新聞や聞き取りなどによって調べる活動を通して，台風の特徴や
それに伴う災害についての考えをもつことができるようにする。

(2) 集めた情報を整理して，台風レポートをつくろ
う。

台風と気象情報
(1) 台風が近づいてくると，天気はどのように変化す
るか，調べてみよう。
資料調べ１　台風の動きと天気の変化

2
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【学習指導要領との関連】
A・B区分全般

【学習指導要領との関連】
B(4)天気の変化

【学習指導要領との関連】
B(4)天気の変化

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

台風の動きと天気の変化に興味をもち，いろ
いろな気象情報を収集して，進んで台風の進
路や天気の変化を予想したり，日常生活で情
報を活用したりしようとしている。

台風の動きと天気の変化に興味をもち，
気象情報を収集して，台風の進路や天気
の変化を予想したり，日常生活で情報を
活用したりしようとしている。

新聞などの気象情報を見せ，日本の上を
雲が動いていることに興味をもたせて，
台風の進路や天気の変化のようすを調べ
ていくようにする。

テレビや新聞，インターネットなどの気象情
報を活用して，台風の進路や天気の変化の情
報など必要な情報を収集し，わかりやすくま
とめている。

テレビや新聞，インターネットなどの気
象情報を活用して，台風の進路や天気の
変化の情報を収集し，まとめている。

テレビや新聞，インターネットの気象情
報から，台風の進路や天気の変化のよう
すの情報を選んで収集したり，それを整
理したりできるように支援する。

気象情報をまとめて，過去の台風のようすと
比べて，台風の進路や天気の変化，それらと
災害との関係などを考え，表現している。

気象情報をまとめて，台風の進路や天気
の変化，どのような災害が起こり得るか
を考え，表現している。

気象情報をどのように見るかを指導し
て，台風の進路や天気の変化などを考え
ることができるようにする。

台風の動きや天気の変化は，気象情報を用い
て知ることができることや，台風が近づいた
ところでは強い雨や風に見舞われ，災害が起
こることがあるので，備えが必要であるとい
うことを理解している。

台風の動きや天気の変化は，気象情報を
用いて知ることができることや，台風が
近づいたところでは強い雨に見舞われ，
災害が起こることがあるということを理
解している。

台風や天気の変化を調べるとき，何を調
べるとどのような情報が得られるかを理
解できるようにする。台風が来るとどう
なるかは，生活経験からも考えることが
できるようにする。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(4)気象とその変化　ア(ｱ)気象観測，イ(ｲ)前線の通過と天気の変化，ウ(ｱ)日本
の天気の特徴
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４．雲と天気の変化 9月第3週～，配当9時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

単元導入
(１時間)

1 雲と天気の変化
○ 空を見上げて，雲のようすを観察してみよう。

関･意① 雲のようすについて興味をもち，天気の変
化との関係について調べようとしている。（行動観
察）

第１次
(２時間)

思･表① 雲の量や動きなどが天気の変化と関係して
いるかどうかについて，自分の考えを表現してい
る。（発言・記録分析）

技能① 空を観察しながら，１日の雲の量や動きな
どを調べている。（行動観察・記録分析）

3 (2) 観察の結果から，雲の量や動きと天気の変化の関
係をまとめよう。

知･理① 雲の量や動きなどにはさまざまなものがあ
り，天気の変化と関係があることを理解している。
（記録分析・ペーパーテスト）

第２次
(３時間)

関･意② テレビや新聞，インターネットなどを活用
し，数日間の天気の変化について調べようとしてい
る。（行動観察）

技能② 気象情報を活用して，天気の変化を調べて
いる。（行動観察・記録分析）

思･表② 気象情報をまとめた結果から，天気の変化
には規則性があると考え，自分の考えを表現してい
る。（発言・記録分析）

知･理② 天気は，およそ西から東へ変化していくこ
とを理解している。（記録分析・ペーパーテスト）

第３次
(２時間)

思･表③ 天気の変化のしかたには規則性があるの
で，気象情報や生物のようす，天気の言い伝えなど
をもとに予想し，表現している。（行動観察・記録
分析）

技能③ 天気の変化を予想するための情報を集め，
天気とのかかわりを調べている。（行動観察・記録
分析）

まとめ・
力だめし

9

天気の変化のきまり
(1) 天気は，どのように変化していくのだろうか。
資料調べ１　広いはんいの雲と天気の変化

【単元の目標】
興味・関心をもって１日の雲のようすを観測することを通して，雲の量や動きは天気の変化と関係があることをとらえるよう
にする。また，テレビや新聞，インターネットを活用して数日間の天気のようすを調べることを通して，天気はおよそ西から
東へ変化していくという規則性をとらえ，天気の変化は，映像などの気象情報などを使って予想することができるという考え
をもつことができるようにする。

雲のようすと天気の変化
(1) 雲のようすを観察すると，天気がどのように変わ
るかわかるのだろうか。
観察１　雲のようすと天気の変化

(2) 天気は，どのように変化したのだろうか。

天気の変化の予想
(1) わたしたちにも，天気の変化を予想できるのだろ
うか。
資料調べ２　明日の天気の予想

6

4
・
5

7
・
8

2
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【学習指導要領との関連】
B(4)天気の変化

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

いろいろな雲に興味をもち，雲のようすを観
察し，天気の変化との関係について調べよう
としている。

いろいろな雲に興味をもち，雲のようす
を観察しようとしている。

教科書の写真を見比べさせ，雨の降り出
すときに空が暗くなることを思い出させ
るなどして，雲のようすと天気の変化と
の関係に興味をもたせる。

雲の量や色，動きなどを具体的に示し，それ
らと天気の変化との関係について，自分の考
えを表現している。

雲の量や動きなどが天気の変化と関係し
ていると考え，自分の考えを表現してい
る。

雲のようすの観察結果を，「雲の形」
「雲の色」などに小分けし，それぞれの
ようすと天気の変化との関係を考えさせ
る。

空を観察し，得られた雲の色や形，量，動き
などと，天気の変化との関係がわかりやすい
ように記録を整理し，まとめている。

空を観察し，雲の色や形，量，動きなど
と天気の変化を記録している。

雲のようすを観察する観点を具体的に挙
げ，教科書p.56にある観察記録の例など
を示すなどしてまとめさせる。

観察された雲以外にもいろいろな種類の雲が
あり，その動きや量にもさまざまな場合があ
るが，どれもが天気の変化と関係しているこ
とを理解している。

観察された雲以外にもいろいろな種類の
雲があり，その動きや量にもさまざまな
場合があることを理解している。

インターネットなどで得られた雲につい
ての資料を示し，観察されたもの以外に
もさまざまな雲があることをとらえさせ
る。

テレビや新聞，インターネットなどを用い
て，数日間の広い範囲の天気の情報を集め，
整理しようとしている。

テレビや新聞，インターネットなどを用
いて，数日間の広い範囲の天気の情報を
集めようとしている。

情報過多にならないよう，必要な情報を
絞り込ませるようにする。収集した情報
を，天気の変化がわかるように整理させ
る。

気象情報を活用して，天気の状況や変化，雲
のようすを計画的に調べている。

気象情報を活用して，天気の状況や変
化，雲のようすを調べている。

気象情報の中で，図や写真を中心に天気
の変化などに関係するものを抜き出させ
る。

雲や天気はおよそ西から東へ動いていくが，
台風などのように，この規則性に当てはまら
ないものもあると考え，自分の考えを表現し
ている。

雲はおよそ西から東へ動き，天気もおよ
そ西から東へ変化していくという規則性
があると考え，自分の考えを表現してい
る。

雲画像とアメダスの雨域の資料を対応さ
せて示し，雲の移動と雨の関係に着目さ
せる。

雲や天気はおよそ西から東へ動いていくが，
台風などのように，この規則性に当てはまら
ないものもあることを理解している。

雲はおよそ西から東へ動き，天気もおよ
そ西から東へ変化していくという規則性
があるということを理解している。

雲の移動と天気の変化を合わせて考えさ
せるようにする。

天気の変化のしかたの規則性や天気に関する
言い伝えをもとに，明日以降の天気の移り変
わりや雲の移動，天気予報の根拠などを考
え，表現している。

天気の変化のしかたの規則性や天気に関
する言い伝えをもとに，明日の天気を考
え，表現している。

西にあった雲が東に移動している図や写
真などをもとに，地図を見ながら自分の
地域がどこで，雲がどのように通過する
かで，天気を予想できるようにする。ま
た，空や生物のようすや天気についての
言い伝えを参考にさせる。

明日の天気を予想するために気象情報を意図
的・計画的に集め，天気とのかかわりについ
て多方面から調べている。

明日の天気を予想するために気象情報を
集め，天気とのかかわりについて調べて
いる。

自分たちの地域の天気を予想するには西
側の天気を知る必要があることなどか
ら，何日前の情報から調べればよいか考
えさせる。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(4)気象とその変化　ア(ｱ)気象観測，イ(ｲ)前線の通過と天気の変化，ウ(ｱ)日本
の天気の特徴
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５．流れる水のはたらき 10月第2週～，配当10時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

単元導入
(１時間)

1 流れる水のはたらき
○ 普段のとき，大雨のとき，大雨の後の川の写真を比
べて，気づいたことを話し合おう。

関･意① 川のようすに興味をもち，川の流れや川
原，川岸などを調べようとしている。（行動観察・
発言）

第１次
(３時間)

2 地面を流れる水
(1) 流れる水には，どんなはたらきがあるのだろう
か。
(観察)　雨水が流れるようす

思･表① 流れる水にはどのようなはたらきがある
か，予想や仮説をもち，表現している。（行動観
察・発言・記録分析）

思･表② 流れる水は，地面を削り取ったり，土を運
んだり積もらせたりするはたらきがあると見いだ
し，自分の考えを表現している。（発言・記録分
析）

技能① 水の流れをつくって，流れる水のはたらき
と地面の変化を調べ，結果を記録している。（行動
観察・記録分析）

第２次
(３時間)

思･表③ 川の流れは，川原や川岸のようすを変化さ
せるはたらきがあると考え，自分の考えを表現して
いる。（発言・記録分析）

技能② 川での観察の準備をして，近くの川のよう
すを調べ，結果を記録している。（行動観察・記録
分析）

知･理① 流れる水には，土地を削ったり，土や石な
どを運んだり積もらせたりするはたらきがあること
を理解している。（記録分析・ペーパーテスト）

思･表④ 川の上流と下流によって，川のはたらきに
違いがあると考え，自分の考えを表現している。
（発言・記録分析）

知･理② 川の上流と下流によって，川原の石の大き
さや形に違いがあることを理解している。（記録分
析・ペーパーテスト）

第３次
(１時間)

技能③ 流れる水のはたらきと災害との関係を調べ
ている。（行動観察・記録分析）

知･理③ 大雨が降って水の量が多くなり，流れが速
くなると，土地のようすが大きく変化したり，災害
が起こったりすることを理解している。（記録分
析・ペーパーテスト）

まとめ・
力だめし

10

川の流れとそのはたらき
(1) わたしたちの地域の川のようすは，どうなってい
るのだろうか。
観察１　川原や川岸のようす

【単元の目標】
川や地面を流れる水のようすを観察して，流れる水には地面を削ったり，石や土を運んだり積もらせたりするはたらきがある
ことや，川の上流と下流によって，川原の石の大きさや形が違うことをとらえるようにする。また，大雨などで水の速さや量
が増えると，災害が起こることがあることもとらえるようにする。

3
・
4

5
・
6
・
7

(2) 土で山をつくって水を流して，調べてみよう。
実験１　流れる水と地面のようす

(2) 山の中，平地，海の近くでは，川のようすや，川
原の石や砂のようすは，どのように変化しているのだ
ろうか。
資料調べ１　川の流れと地形

9

8

川とわたしたちのくらし
(1) 川は，どんなときに，周りのようすを変えるのだ
ろうか。
資料調べ２　川の流れと災害
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【学習指導要領との関連】
B(3)流水の働き

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

大雨とその前後の川の写真を比較して，川の
流れや水量の変化，川原や川岸のようすなど
の違いや変化について，進んで調べようとし
ている。

大雨とその前後の川の写真を見て，川の
流れや水量の変化，川原や川岸のようす
などを調べようとしている。

大雨の前と後の川の写真を中心に比較さ
せて，変わっているところがいくつある
か挙げさせて，その原因が何かを考えさ
せていく。

大雨とその前後の川のようすや雨水が地面を
流れるようすから，流れる水にはどのような
はたらきがあり，その大きさはどんなときに
変わるか，予想や仮説をもち，表現してい
る。

大雨とその前後の川のようすや雨水が地
面を流れるようすから，流れる水にはど
のようなはたらきがあるか，予想や仮説
をもち，表現している。

雨水の流れなかった場所と流れた場所を
比較して観察させて，地面が削られたあ
となどがあることを見つけることができ
るようにする。

流れる水は，地面を削ったり，土を運んだり
積もらせたりするはたらきがあり，真っすぐ
なところと曲がっているところ，流れの速さ
や水量の違いなどで，そのはたらきが変わる
と考え，自分の考えを表現している。

流れる水は，地面を削ったり土を運んだ
りして，流れが緩やかなところに積もら
せるはたらきがあると考え，自分の考え
を表現している。

人工の流れをつくって水を流し，流れが
曲がり始めたところやいちばん下流のと
ころをビデオ撮影し，削られているよう
すや砂や泥が積もっていくようすに気づ
かせる。

土で山をつくって上から水を流し，流れる水
のようすや地面の削られ方，土の積もり方
を，水の量や道筋を変えるなどして詳しく調
べ，水の流れと地面の変化をわかりやすく記
録している。

土で山をつくって上から水を流し，流れ
る水のようすや地面の削られ方，土の積
もり方を調べ，結果を記録している。

「わたしのくふう」を参考に，流れが曲
がっているところに旗を立て，チョーク
の粉などを流すなどして，削られ方や流
れの速さなどをわかりやすくして，それ
を記録させる。

川の観察や資料などから，川の流れが地面を
削ったり，石や土などを運んだり積もらせた
りするので，川原や川岸のようすが変化し，
川は長い年月をかけていろいろな地形をつく
ると考え，自分の考えを表現している。

川原や川岸のようすは，川の流れによっ
て変化し，川はいろいろな地形をつくる
と考え，自分の考えを表現している。

川原の石のようすや，がけの削られてい
るところを見るように示して，流水実験
と比較して，川の地形のでき方を考えさ
せる。

川での観察の計画を立てて，安全に気をつけ
て，近くの川の水の流れや川原，川岸のよう
す，石の形や大きさを詳しく観察し，川の流
れと地形などをわかりやすく記録している。

川での観察の準備をして，安全に気をつ
けて，近くの川の水の流れや川原，川岸
のようす，石の形や大きさを観察し，結
果を記録している。

川原の石のようすや，がけの削られてい
るところなど流水実験でポイントとなっ
たところと比較して観察・記録させる。

流れる水には，土地を削ったり，土や石など
を運んだり積もらせたりするはたらきがあ
り，そのはたらきの大きさは水の量や速さに
よって変わることを理解している。

流れる水には，土地を削ったり，土や石
などを運んだり積もらせたりするはたら
きがあることを理解している。

流水実験と現地観察，教科書などの資料
写真を総合して，水が流れることによっ
てどのようなことが起こるかを思い出し
て，はたらきを理解させる。

流水実験で見られた水の流れの速さとはたら
きの違いから，川の水の流れの速さの上流と
下流での違いによって，川原の石の大きさや
形に違いがあると考え，自分の考えを表現し
ている。

川の上流と下流によって，川原の石の大
きさや形に違いがあり，川のはたらきに
違いがあると考え，自分の考えを表現し
ている。

川原での観察結果や，採集された川原の
石，川原の写真などを見せながら，石の
大きさや丸みに着目させ，上流と下流を
比べて考えさせる。

川の上流では大きな角張った石が見られるこ
とから侵食や運搬のはたらきが大きく，下流
では小さな丸みのある石が見られることから
堆積のはたらきが大きいことを理解してい
る。

川の上流では大きな角張った石が見ら
れ，下流では小さな丸みのある石が見ら
れることを理解している。

流水実験と現地観察，教科書などの資料
写真などをもとに，川の上流と下流の水
の流れの速さによる違いについて考えさ
せ，川原の石の違いを理解させる。

資料などを用いて，大雨で川が増水したとき
に起こる災害とそれを防ぐくふうを，流れる
水のはたらきと関係づけて調べている。

資料などを用いて，大雨で川が増水した
ときに起こる災害とそれを防ぐくふうに
ついて調べている。

過去の大雨による災害の新聞記事などを
準備しておき，流れる水の力の大きさを
実感させてから，調べさせる。

台風などで大雨が川に流れ込み，水の量が多
く流れが速くなると，流れる水のはたらきが
大きくなり，川から水があふれたり堤防が壊
れたりして災害が起こることがあると理解し
ている。

台風などで大雨が川に流れ込み，水の量
が多く流れが速くなると，流れる水のは
たらきが大きくなり，災害が起こること
があると理解している。

流水実験を再度行い，水の量を倍増させ
ることで，地面につくった流れの道筋や
地面の形状が変わるようすを観察させ
る。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(2)大地の成り立ちと変化　イ(ｱ)地層の重なりと過去の様子
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６．もののとけ方 11月第2週～，配当13時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

単元導入
(２時間)

関･意① ものが水に溶けるようすに興味をもち，も
のを水に溶かし，ものの溶け方の規則性を調べよう
としている。（行動観察）

思･表① ものの溶け方や溶けたもののゆくえ，溶け
る限度などについて予想や仮説をもち，表現してい
る。（行動観察・発言・記録分析）

第１次
(２時間)

技能① 電子てんびんを使うなどして，水溶液の重
さを調べ，結果を記録している。（行動観察・記録
分析）

知･理① ものが水に溶けても，水とものとを合わせ
た重さは変わらないことを理解している。（記録分
析・ペーパーテスト）

第２次
(５時間)

5
・
6

ものが水にとける量
(1) ものが水に溶ける量には，限りがあるのだろう
か。
実験２　食塩やミョウバンがとける量

技能② メスシリンダーを使うなどして，水の量を
変えてものが溶ける量を調べ，結果を記録してい
る。（行動観察・記録分析）

7
・
8

(2) 水の量を変えずに，溶け残ったものを溶かすに
は，どうすればよいのだろうか。
実験３　水の温度とものがとける量

技能③ 水の温度を変えてものの溶け方の規則性を
調べて結果を記録し，まとめている。（行動観察・
記録分析）

思･表② ものが水に溶ける量について条件を統一し
ながら実験し，水の温度や水の量と関係づけて自分
の考えを表現している。（行動観察・発言・記録分
析）

知･理② ものが水に溶ける量は，水の量や温度，溶
けるものによって違いがあることを理解している。
（記録分析・ペーパーテスト）

第３次
(３時間)

技能④ ろ過をするなどして，水溶液に溶けている
ものを取り出している。（行動観察）

知･理③ 水溶液の性質を利用して，水に溶けている
ものを取り出せることを理解している。（記録分
析・ペーパーテスト）

12 (2) ミョウバンを使ってつくろう。
製作１　ミョウバンを使ってつくろう

技能⑤ 水の温度によって溶ける量が違うことを利
用して，ミョウバンの飾りをつくっている。（行動
観察・作品分析）

まとめ・
力だめし

13

水にとけたもののゆくえ
(1) 水に溶けたものの重さはどうなるのだろうか。
実験１　水よう液の重さ

もののとけ方
○ 食塩などが水に溶けるときのようすを，詳しく調べ
てみよう。

(3) 水の温度を変えると，ミョウバンや食塩の溶ける
量は，それぞれ，どうなっただろうか。

【単元の目標】
ものの溶ける量を水の量や温度などの条件に目を向けながら調べたり，ものを水に溶かしたときの全体の重さを調べたりする
活動を通して，ものが水に溶けるときの規則性についての考えをもつことができるようにするとともに，ものが水に溶ける現
象を興味・関心をもって計画的に追究する能力を育てる。

3
・
4

9

とかしたものを取り出すには
(1) 溶かしたものは，水溶液から取り出せるのだろう
か。
実験４　とかしたものを取り出すには

10
・
11

1
・
2
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【学習指導要領との関連】
A(1)物の溶け方

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

ものが水に溶けるようすに興味をもち，食塩
などを水に溶かしたときの溶け方や溶けたも
ののゆくえなどの疑問を進んで調べようとし
ている。

ものが水に溶けるようすに興味をもち，
食塩などを水に溶かしたときの疑問を調
べようとしている。

食塩を水に溶かしてみて，水に溶けると
透き通って見えなくなることや，溶け残
りができることに気づかせ，食塩を水に
溶かしたときの疑問を調べようとする意
欲をもたせる。

水に溶けた食塩などのゆくえや，水に溶けた
後の水溶液の重さや溶ける量，溶かすものに
よる違いなどを，互いに関係づけてどうなる
かを考え，表現している。

水に溶けた食塩などのゆくえや，水に溶
けた後の水溶液の重さや溶ける量がどう
なるかを考え，表現している。

食塩を水に溶かしたときのようすを観察
しながら，ゆくえや重さなどを考えさせ
る問いかけを行い，疑問をカードに書か
せて，それを解決する見通しをもたせ
る。

電子てんびんを正しく使うなどして，食塩を
水に溶かす前と後の重さを丁寧に調べ，わか
りやすく結果を記録している。

電子てんびんを正しく使うなどして，食
塩を水に溶かす前と後の重さを調べ，結
果を記録している。

電子てんびんなどの使い方を説明して，
自分で操作できるように練習させてか
ら，落ち着いて実験できるようにする。

ものが水に溶けると水全体にものが広がって
透き通るが，溶かしたものは水の中に存在し
ていて，水とものとを合わせた重さは溶かす
前後で変わらないことを理解している。

ものが水に溶けると水全体にものが広
がって透き通ることや，水とものとを合
わせた重さは溶かす前後で変わらないこ
とを理解している。

食塩の重さが残っていることから，水溶
液中に存在していることを説明する。ま
た，コーヒーシュガーを溶かして色が均
一に広がることで水溶液中に存在するこ
とを見せる。

メスシリンダーを正しく使うなどして，水の
量を変えて食塩などが溶ける量が変わるかを
詳しく調べ，わかりやすく結果を記録してい
る。

メスシリンダーを正しく使うなどして，
水の量を変えて食塩などが溶ける量が変
わるかを調べ，結果を記録している。

メスシリンダーの使い方や溶け残りの判
断のしかたをきっちり理解させて，決
まった水の量に何ｇを入れたら溶け残り
が出たかを調べさせる。

水の量は変えずに，安全に気をつけて水をあ
たためて，温度によって食塩などが溶ける量
が変わるかを丁寧に調べて結果を記録し，グ
ラフなどにわかりやすくまとめている。

水の量は変えずに，安全に気をつけて水
をあたためて，温度によって食塩などが
溶ける量が変わるかを調べて結果を記録
し，溶ける量の変化をまとめている。

一定量の水をビーカーに入れ，水の温度
ごとに，何ｇまで溶けたかをいっしょに
見て，記録させた上で，温度と溶けた量
の関係をまとめる。

条件を統一して実験したとき，ミョウバンは
水の量や温度によって溶ける量が変わること
や，食塩は水の量によって溶ける量が変わる
が，水の温度では（ほぼ）変わらないことか
ら，ものによって水の量や温度で溶ける量が
違うと考え，自分の考えを表現している。

条件を統一して実験したとき，ミョウバ
ンは水の量や温度によって溶ける量が変
わり，食塩は水の量によって溶ける量が
変わるが，水の温度では（ほぼ）変わら
ないと考え，自分の考えを表現してい
る。

温度と溶けた量との関係をまとめさせた
り，グラフ化させたりして，温度による
溶けた量の変化を読み取らせる。

ミョウバンは水の量や温度によって水に溶け
る量が変わることや，食塩は水の量によって
溶ける量が変わるが，水の温度では（ほぼ）
変わらないことから，ものによって水の量や
温度で溶ける量が違うことを理解している。

ミョウバンや食塩が水に溶ける量は，水
の量や温度によって決まっていて，ミョ
ウバンと食塩で溶ける量の変化が違うこ
とを理解している。

ミョウバンは温度が上がるとよく溶ける
が，食塩は温度が上がっても溶ける量が
変わらないことなどを記録から確認させ
る。

自分なりの計画を立てて，ろ過を正しくする
などして，水溶液から溶けているものを取り
出している。

ろ過を正しくするなどして，水溶液から
溶けているものを取り出している。

友達の操作を見させたり，ろ過のしかた
を練習させたりして，確実に実験を進め
ることができるようにする。

水の量や温度によって，ものが水に溶ける量
が違うという性質を利用して，ミョウバンや
食塩など水に溶けたものを水溶液から取り出
すことができると理解している。

水の量や温度によって，ものが水に溶け
る量が違うという性質を利用して，ミョ
ウバンや食塩を水溶液から取り出すこと
ができると理解している。

ミョウバンや食塩をたくさん溶かすには
どうすればよいかを思い出させて，その
逆の操作をすることで溶けたものを取り
出せることに気づかせる。

学習したことを生かした計画を立て，水の温
度によって溶ける量が違うことを利用して，
ミョウバンの飾りをよりよくつくっている。

水溶液を冷やして，ミョウバンの飾りを
つくっている。

ミョウバンの水溶液を冷やしてつくって
おいた飾りを見せて意欲を引き出し，教
科書の手順に従ってつくらせる。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
1(2)身の回りの物質　イ(ｱ)物質の溶解，イ(ｲ)溶解度と再結晶
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７．電磁石のはたらき 1月第2週～，配当12時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

単元導入
(２時間)

関･意① 導線に電流を流したときに起こる現象に興
味をもち，電磁石のはたらきを調べようとしてい
る。（行動観察）

技能① 電磁石をつくって，電磁石に電流を流して
そのはたらきを調べ，見つけた疑問を話し合い，整
理している。（行動観察・発言・記録分析）

第１次
(３時間)

3 電磁石の極の性質
(1) 電磁石には，棒磁石のようなＮ極とＳ極があるの
だろうか。
実験１　電磁石の極の位置

思･表① 電磁石の極の変化と電流の向きとを関係づ
けて考え，自分の考えを表現している。（発言・記
録分析）

4
・
5

(2) 電磁石の極には，どんな性質があるのだろうか。
実験２　電磁石のＮ極，Ｓ極

知･理① 電流の流れているコイルは，鉄心を磁化す
るはたらきがあり，電流の向きが変わると，電磁石
の極が変わることを理解している。（記録分析・
ペーパーテスト）

第２次
(６時間)

6 電磁石の強さが変わる条件
(1) 強い電磁石をつくるには，どうすればよいのだろ
うか。

思･表② 電磁石の強さについて条件を統一しながら
実験し，電流の強さやコイルの巻数と関係づけて，
電磁石の強さの変化についての予想や仮説を表現し
ている。（発言・記録分析）

技能② 電流計などを使って，電磁石の強さの変化
を計画的に調べ，結果を記録している。（行動観
察・記録分析）

知･理② 電磁石の強さは，電流の強さやコイルの巻
数によって変わることを理解している。（記録分
析・ペーパーテスト）

関･意② 電磁石の性質やはたらきを使って，おも
ちゃづくりをしようとしている。（行動観察・作品
分析）

技能③ 電磁石の性質やはたらきを利用したおも
ちゃをつくっている。（行動観察・作品分析）

まとめ・
力だめし

12

【単元の目標】
電磁石の導線に電流を流して，電磁石の強さの変化をその要因と関係づけながら調べ，電流のはたらきについての考えをもつ
ことができるようにするとともに，見いだした問題を追究したり，ものづくりをしたりする活動を通して，電流のはたらきを
計画的に追究する能力を育てる。

7
・
8

電磁石のはたらき
○ コイルをつくって，そのはたらきを調べてみよう。
製作１　コイルづくり

9
・
10
・
11

1
・
2

(3) 電磁石を使って，おもちゃをつくろう。
製作２　電磁石を使ったおもちゃづくり

(2) 計画をもとに，実験しよう。
実験３　電磁石の強さ
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【学習指導要領との関連】
A(3)電流の働き

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

導線に電流を流して，鉄心に鉄でできたもの
や方位磁針を近づけて，普通の磁石の性質を
思い出しながら，そのはたらきを調べようと
している。

導線に電流を流して，鉄心に鉄でできた
ものや方位磁針を近づけて，そのはたら
きを調べようとしている。

前もって演示用の電磁石をつくってお
き，電流が流れたときだけ鉄がつくおも
しろさを体感させる。

電磁石をつくって，普通の磁石と比較しなが
ら電磁石に電流を流してそのはたらきを詳し
く調べ，見つけた疑問を発表して話し合い，
整理している。

電磁石をつくって，電磁石に電流を流し
てそのはたらきを調べ，見つけた疑問を
発表して話し合い，整理している。

電磁石のつくり方を確認してからつくら
せる。つくった電磁石で自由試行させ
て，発見したことを１つひとつ記録させ
て，友達の発見と比べることができるよ
うにする。

電流を流すと電磁石に極ができるが，普通の
磁石と違い，電磁石に流れる電流の向きを変
えると，電磁石のＮ極とＳ極が入れかわると
考え，自分の考えを表現している。

電磁石に流れる電流の向きを変えると，
電磁石の極が変わると考え，自分の考え
を表現している。

電磁石をつないだ回路や乾電池の＋極・
－極，電磁石のＮ極・Ｓ極を用紙に明記
させて，電流の向きと極との関係を見て
わかるようにする。

コイルに鉄心を入れて電流を流すと鉄心が磁
石になり，普通の磁石の極は変わらないが，
電磁石は電流の向きが変わると，電磁石の極
が変わることを理解している。

コイルに鉄心を入れて電流を流すと鉄心
が磁石になり，電流の向きが変わると，
電磁石の極が変わることを理解してい
る。

自分や友達の記録を見直したり，もう一
度実験を行ったりして再確認する。

これまでの学習経験などから，ほかの条件を
統一して電流の強さやコイルの巻数などを変
えると，電磁石の強さを変えることができる
のではないかと考え，自分の考えを表現して
いる。

ほかの条件を統一して電流の強さやコイ
ルの巻数を変えると，電磁石の強さを変
えることができるのではないかと考え，
自分の考えを表現している。

モーターの回る速さは電流の強さによっ
て変わったことなどから，電磁石も電流
の強さやコイルの巻数によって強さが変
化するのではないかということに着目さ
せる。

電流計などを正しく使って，電磁石の強さの
変化を計画的に詳しく調べ，わかりやすく結
果を記録している。

電流計などを正しく使って，電磁石の強
さの変化を計画的に調べ，結果を記録し
ている。

電流計を使った回路の組み方，目盛りの
読み方を再確認して，変える条件・変え
ない条件をきっちりと設定してから調べ
させる。

普通の磁石が鉄を引きつける強さは変わらな
いが，コイルに流れる電流を強くしたり，コ
イルの巻数を増やしたりすると，電磁石が鉄
を引きつける強さは強くなることを理解して
いる。

コイルに流れる電流を強くしたり，コイ
ルの巻数を増やしたりすると，電磁石が
鉄を引きつける強さは強くなることを理
解している。

自分や友達の記録を見直したり，もう一
度実験を行ったりして再確認する。

電流の強さや向き，コイルの巻数などによっ
て強さや極が変わる電磁石の性質やはたらき
を利用して，おもちゃをくふうしてつくろう
としている。

電磁石の性質やはたらきを使ったおも
ちゃをつくろうとしている。

前もって演示用のおもちゃをつくってお
き，つくってみたいという意欲をかきた
てる。

電流の強さや向き，コイルの巻数を考えて，
電磁石の性質やはたらきを利用したおもちゃ
をくふうしてつくっている。

電磁石の性質やはたらきを利用したおも
ちゃをつくっている。

ものづくりが苦手な子どもには，つくっ
ておいた見本のおもちゃを見ながらつく
ることができるようにし，難しいところ
は丁寧に助言する。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
1(3)電流とその利用　イ(ｱ)電流がつくる磁界
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８．ふりこのきまり 2月第2週～，配当7時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

第１次
(６時間)

1 ふりこのきまり
(1) 振り子の振れ方には，何かきまりがあるのか，振
り子をつくって調べてみよう。

関･意① 振り子の振れ方に興味をもち，振り子の運
動の規則性を調べようとしている。（行動観察）

2 (2) 振り子が１往復する時間は，どんな条件で変わる
のだろうか。

思･表① 振り子が１往復する時間が変わる条件につ
いて予想や仮説をもち，表現している。（行動観
察・発言・記録分析）

3 (3) 条件を変えて調べ，振り子が１往復する時間のき
まりを見つけよう。
実験１～３　ふりこが１往復する時間

技能① 振り子の運動の規則性を条件に気をつけな
がら計画的に調べ，結果を記録している。（行動観
察・記録分析）

思･表② 振り子の運動の変化とその要因とを関係づ
けて考え，自分の考えを表現している。（行動観
察・記録分析）

知･理① 振り子が１往復する時間は，おもりの重さ
や振れ幅に関係なく，振り子の長さによって変わる
ことを理解している。（記録分析・ペーパーテス
ト）

関･意② 振り子の規則性を利用したおもちゃを考え
たり，その規則性を利用したものを探したりしよう
としている。（行動観察）

技能② 振り子の規則性を利用してつくったおも
ちゃを動かしている。（行動観察・作品分析・記録
分析）

まとめ・
力だめし

7

【単元の目標】
おもりを振ったときの運動に興味をもち，振り子の長さやおもりの重さ，振れ幅などを変えて調べ，振り子が１往復する時間
は振り子の長さによって変わることをとらえるとともに，ものの運動にかかわる条件を制御しながら規則性を追究する能力を
育てる。

4 (4) 実験の結果からどんなことがわかるか，話し合お
う。

(5) 振り子のきまりを利用して，おもちゃをつくろ
う。
製作１　ふりこを使ったおもちゃづくり

5
・
6
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【学習指導要領との関連】
A(2)振り子の運動

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

振り子の振れ方に興味をもち，おもりの重さ
や振り子の長さ，振れ幅をいろいろ変えて振
り子の規則性を意欲的に調べようとしてい
る。

振り子の振れ方に興味をもち，おもりの
重さや振り子の長さ，振れ幅を変えて振
り子の規則性を調べようとしている。

おもりの重さや振り子の長さ，振れ幅を
変えた振り子を２つ用意して振ってみ
て，振れ方の違いを見せて興味をもたせ
る。

振り子が１往復する時間が長くなったり短く
なったり変わらなかったりする要因は何かを
考え，表現している。

振り子が１往復する時間が何によって変
わるかを考え，表現している。

おもりの重さが違う振り子，糸の長さが
違う振り子，振れ幅の違う振り子を振っ
てその違いに気づかせ，振れ方が違う要
因を考えることができるようにする。

おもりの重さや振り子の長さ，振れ幅を変え
て，振り子が１往復する時間が長くなったり
短くなったり変わらなかったりする条件を計
画的に詳しく調べ，わかりやすく結果を記録
している。

おもりの重さや振り子の長さ，振れ幅を
変えて，振り子が１往復する時間が変化
する条件を計画的に調べ，結果を記録し
ている。

変える条件と変えない条件を確認して，
実験装置を正しく組み立てて，操作でき
るか，グループでそれぞれの役割分担が
できているかなどを支援する。平均値か
ら大きく外れた記録はやり直すことを知
らせる。

振り子が１往復する時間は，おもりの重さや
振れ幅では変わらないが，振り子が長く（短
く）なると１往復する時間も長く（短く）な
ると考え，自分の考えを表現している。

振り子が１往復する時間は，おもりの重
さや振れ幅では変わらないが，振り子の
長さによって変わると考え，自分の考え
を表現している。

自分や友達のグループの記録を確認する
とともに，実験をもう一度行い，その結
果を考えることができるように支援す
る。

振り子が１往復する時間は，おもりの重さや
振れ幅に関係なく，振り子が長く（短く）な
ると１往復する時間も長く（短く）なること
を理解している。

振り子が１往復する時間は，おもりの重
さや振れ幅に関係なく，振り子の長さに
よって変わることを理解している。

振り子の振れ方に気づかせ，振り子が１
往復する時間は，振り子の長さによって
変わることを理解させる。場合によって
は再実験を行う。

振り子の規則性を利用したおもちゃをくふう
してつくったり，身の回りで振り子を利用し
たものがあるかを進んで探したりしようとし
ている。

振り子の規則性を利用したおもちゃを考
えたり，身の回りで振り子を利用したも
のがあるかを探したりしようとしてい
る。

振り子の規則性を使ったおもちゃの実物
を提示したり，教科書のおもちゃを見せ
たりする。

振り子の長さと動きの違いを理解して，おも
ちゃの動きを変えたり，おもちゃに合った動
きにしたりしている。

振り子の規則性を利用したおもちゃをつ
くり，動かしている。

振り子の規則性を思い出しながら，つ
くったおもちゃの動きを変えられるよう
に繰り返し操作する。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
1(5)運動とエネルギー　イ(ｱ)仕事とエネルギー
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９．ヒトのたんじょう 3月第1週～，配当7時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

単元導入
(２時間)

関･意① 資料などを活用して，ヒトの母体内での成
長のようすを調べようとしている。（行動観察）

技能① ヒトの発生や誕生に関する資料や情報を集
めている。（行動観察・記録分析）

第１次
(４時間)

思･表① ヒトの発生や成長をとらえ，自分の考えを
表現している。（発言・記録分析）

技能② 資料などを活用して，ヒトが母体内で成長
していくようすを調べ，記録している。（行動観
察・記録分析）

5 (2) ヒトの成長に必要な養分は，どこから得ていたの
だろうか。

知･理① ヒトは，へその緒から養分を取り入れ，母
体内で成長して生まれることを理解している。（記
録分析・ペーパーテスト）

関･意② ヒトの誕生を調べたことを通して，生命の
たくみさを感じ，生命を尊重する態度が育ってい
る。（行動観察・記録分析）

思･表② ヒトの受精卵の育ちをメダカと比べ，似て
いるところや違うところを見つけ，自分の考えを表
現している。（発言・記録分析）

まとめ・
力だめし

7

3
・
4

【単元の目標】
いろいろな資料を活用して，ヒトの受精卵のようすや母体内で成長して生まれることをとらえるようにする。また，生命は連
続しているという考えをもつことができるようにするとともに，生命を尊重する態度を育てる。

ヒトの受精卵
(1) ヒトの受精卵は，どのように育っていくのだろう
か。

6 (3) ヒトがどのように育ってきたかをまとめ，メダカ
の誕生と比べよう。

1
・
2

ヒトのたんじょう
○ ヒトは，母親の体内で，どのように育って誕生する
のだろうか。
資料調べ１　ヒトがたんじょうするまで
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【学習指導要領との関連】
B(2)動物の誕生　ウ

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

ヒトの誕生や母体内での成長についていろい
ろなことを調べようとして進んで話し合い，
調べる方法を意欲的に探している。

ヒトの誕生や母体内での成長について話
し合い，調べる方法を探している。

受精卵や母体内での胎児のようすがわか
る資料を提示したり，見つけたりできる
ようにして，調べ学習への意欲をもたせ
る。

図鑑やコンピュータ，取材などいろいろな手
段を用いて，母親の体内での受精卵の育ちや
赤ちゃんが生まれるまでの情報を取捨選択し
ながら集めている。

図鑑やコンピュータ，取材などを通し
て，母親の体内での受精卵の育ちや赤
ちゃんが生まれるまでの情報を集めてい
る。

調べたいことや予想を聞き取り，図書室
の図鑑の活用や養護教諭への取材など，
調べる方法を伝えて見通しをもたせる。

女性の体内でつくられた卵が，男性の体内で
つくられた精子と受精してできた受精卵が，
母親の体内でへその緒を通して養分を取り入
れながら成長していき，やがて子どもが誕生
すると考え，自分の考えを表現している。

女性の体内でつくられた卵が，男性の体
内でつくられた精子と受精してできた受
精卵が，母親の体内で成長していき，や
がて子どもが誕生すると考え，自分の考
えを表現している。

教科書などの資料でヒトの受精卵や母体
内での成長のようすを記録し，日を追う
ごとに成長していくことをとらえられる
ようにする。

集めた資料などを使って，ヒトが母体内で成
長していくようすを詳しく調べ，わかりやす
くまとめている。

集めた資料などを使って，ヒトが母体内
で成長していくようすを調べ，まとめて
いる。

資料が難しすぎる場合は，母体内での成
長のようすを丁寧に解説したり，養護教
諭の助言を役立てたりするなどして，理
解してからまとめることができるように
する。

ヒトの受精卵は，母親の体内で羊水に守ら
れ，胎盤につながったへその緒を通して養分
を取り入れ，不要なものを返しながら成長し
ていき，約38週で生まれることを理解してい
る。

ヒトの受精卵は，母親の体内でへその緒
を通して養分を取り入れて成長してい
き，約38週で生まれることを理解してい
る。

ビデオなど実感しやすい情報を提示した
り，受精卵の育ちを順にたどらせたりす
る。また，「子宮の中のようす」の資料
を使って，養分の取り入れ方や母体内の
ようすを理解できるようにする。

ヒトの生命は親から子へと受け継がれていく
ことを学習したことから，生命の大切さを実
感し，いろいろな生物の生命を大切にしてい
こうとしている。

ヒトの生命は親から子へと受け継がれて
いくことを学習したことから，生命の大
切さを感じ取っている。

集めた資料を見直したり，友達の意見や
発表を聞いたりして，生命の連続性やた
くみさを感じることができるようにす
る。

ヒトもメダカも受精卵から育って誕生する
が，ヒトの場合は，養分などを親からもらっ
たり，母体内で保護されるなど，親が卵の成
長に大きな役割を果たしていると考え，自分
の考えを表現している。

ヒトもメダカも受精卵から育って誕生す
るが，ヒトの場合は，養分などを親から
もらっていると考え，自分の考えを表現
している。

ヒトとメダカの育ちがよくわかる資料を
用意して，それらを比べながら，似てい
る点や違う点が見つけられるようにす
る。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(3)動物の生活と生物の変遷　ウ(ｱ)脊椎動物の仲間
2(5)生命の連続性　ア(ｲ)生物の殖え方
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 指導計画・評価資料　　６年

巻頭　命のつながりをみる 4月第2週，配当2時間

１．ものが燃えるとき 4月第2週～，配当9時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

第１次
(４時間)

関･意① ものの燃え方に興味をもち，燃焼のしくみ
について調べようとしている。（行動観察）

技能① 空き缶や木切れなどを使って，植物体の燃
焼のようすについて調べている。（行動観察・記録
分析）

思･表① 空気の入れかわりがあると，ものが燃え続
けることを見いだし，自分の考えを表現している。
（発言・記録分析）

技能② ものの燃え方と空気の流れを計画的に調
べ，結果を記録している。（行動観察・発言・記録
分析）

第２次
(２時間)

技能③ 気体検知管や石灰水などを使って，ものが
燃える前後の空気の変化について調べ，結果を記録
している。（行動観察・記録分析）

知･理① ろうそくや木などの植物体が燃えると，空
気中の酸素が使われ二酸化炭素ができることや，木
などが燃えた後には灰が残ることを理解している。
（記録分析・ペーパーテスト）

第３次
(２時間)

7
・
8

酸素のはたらき
(1) 酸素には，ものを燃やすはたらきがあるのだろう
か。
実験３　酸素中でものを燃やしたとき

思･表② 酸素にはものを燃やすはたらきがあり，窒
素や二酸化炭素にはものを燃やすはたらきがないと
考え，自分の考えを表現している。（発言・記録分
析）

まとめ・
力だめし

9

5
・
6

ものが燃えるときの変化
(1) ものが燃える前と燃えた後では，空気の成分に，
違いがあるのだろうか。
実験２　ものが燃えるときの空気の変化

【巻頭の目標】
地球に生きる生物は，大気と水を通して深くかかわり合いながら生きていることに気づくとともに，生物と環境とのかかわり
に興味・関心をもつことができるようにする。

【単元の目標】
ものの燃焼のしくみについて興味・関心をもって追究する活動を通して，ものの燃焼と空気の変化とを関係づけて，ものの質
的変化について推論する能力を育てるとともに，燃焼のしくみについての考えをもつことができるようにする。

1
・
2

3
・
4

ものを燃やすくふう
(1) どんなときに，ものはよく燃えるのだろうか。

(2) 缶の下のほうに穴を開けるとよく燃えるのは，ど
うしてだろうか。
実験１　ものの燃え方と空気の流れ
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【学習指導要領との関連】
B(3)生物と環境

【学習指導要領との関連】
A(1)燃焼の仕組み

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

ものの燃え方に興味をもち，空き缶の穴を開
ける位置を変えたり，木切れの入れ方を変え
たりすることを考えて，木切れの燃え方を調
べようとしている。

ものの燃え方に興味をもち，空き缶の中
で木切れを燃やして，その燃え方を調べ
ようとしている。

友達のくふうを紹介するとともに，飯ご
う炊さんを思い出させて，空き缶のどこ
に穴を開けると木切れがよく燃えるよう
になるのか，試す意欲をわかせる。

安全に気をつけて，空き缶に穴を開けなかっ
たときと開けたときとで燃え方を比較するな
どして，木切れを燃やしたときのようすを詳
しく調べている。

安全に気をつけて，空き缶の中で木切れ
を燃やしたときのようすを調べている。

どんな方法で木切れを燃やすか，どこに
穴を開けるかを確認してから，それぞれ
どのような燃え方をするのか，調べさせ
る。

空気が入れかわるとものが燃え続けて，空気
の入口が下で出口が上にあると，空気が入れ
かわりやすくなりものが燃え続けやすく，か
まどや七輪などではそのしくみを取り入れて
いると考え，自分の考えを表現している。

空気が入れかわりやすいところでは，も
のが燃え続けると考え，自分の考えを表
現している。

ろうそくがよく燃え続けるのはどんなと
きであったかを確認させ，空気の出入り
があることに着目させる。また，かまど
なども空気の出入りにくふうがあること
に気づかせる。

安全に気をつけて，底のない集気瓶などを
使って，ろうそくの燃え方と空気の流れとを
関係づけて計画的に詳しく調べ，その関係を
わかりやすく記録している。

安全に気をつけて，底のない集気瓶など
を使って，ろうそくの燃え方と空気の流
れを計画的に調べ，結果を記録してい
る。

燃え方を見やすくするには透明なものを
使う必要があることに気づかせてから底
のない集気瓶を紹介し，瓶の口や底の開
け方・閉じ方をどう組み合わせるかを計
画的に実験できるようにする。

気体検知管や石灰水などを正しく使って，ろ
うそくなどが燃える前と後の空気の変化につ
いて気体の成分と関係づけて詳しく調べ，わ
かりやすく結果を記録している。

気体検知管や石灰水などを正しく使っ
て，ろうそくなどが燃える前と後の空気
の変化について調べ，結果を記録してい
る。

気体検知管の使い方や目盛りの読み方を
再度確認させ，安全に実験するよう指示
する。また，石灰水は二酸化炭素がある
と白く濁る性質を確認させてから調べさ
せる。

ろうそくや木などが燃えると，空気中の酸素
が使われ二酸化炭素ができることや，木など
が燃えた後には灰が残ることを理解し，酸素
が尐なくなると火が消えることを説明してい
る。

ろうそくや木などが燃えると，空気中の
酸素が使われ二酸化炭素ができること
や，木などが燃えた後には灰が残ること
を理解している。

ろうそくが燃える前後で酸素と二酸化炭
素の値を再度比較させたり，石灰水の白
濁を見せたりして，その変化を確認させ
る。また，木などを燃やした後にはどん
なものが残っていたかを思い出させ，灰
になることに気づかせる。

酸素中ではろうそくや線香が激しく燃えるこ
とや，窒素が多い空気中では穏やかに燃える
ことなどから，酸素にはものを燃やすはたら
きがあり，窒素や二酸化炭素にはものを燃や
すはたらきがないと考え，自分の考えを表現
している。

酸素中ではろうそくや線香などが激しく
燃えることから，酸素にはものを燃やす
はたらきがあると考え，自分の考えを表
現している。

酸素中でものを燃やしたときは，空気中
で燃やしたときと比較して激しく燃えた
ことから，酸素にはものを燃やすはたら
きがあることに気づかせる。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(7)自然と人間　ア(ｱ)自然界のつり合い

（中学校理科におけるおもな関連項目）
1(2)身の回りの物質　ア(ｲ)気体の発生と性質
1(4)化学変化と原子・分子　イ(ｲ)酸化と還元
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２．植物のつくりとはたらき 5月第3週～，配当8時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

第１次
(４時間)

関･意① 植物と水との関係に興味をもち，植物の体
のしくみとはたらきを調べようとしている。（行動
観察）

知･理① 植物の観察から，植物には根から取り入れ
られた水の通り道があることを理解している。(記録
分析・ペーパーテスト)

技能① 植物の体から水が出ることを調べ，結果を
記録している。(行動観察・記録分析)

知･理② 植物はおもに葉の表面の穴(気孔)から水蒸
気を出しており，それを蒸散ということを理解して
いる。(記録分析・ペーパーテスト)

第２次
(１時間)

技能② 気体検知管を使って，植物と空気との関係
を調べ，結果を記録している。（行動観察・記録分
析）

知･理③ 植物は葉に日光が当たると，空気中の二酸
化炭素を取り入れ，酸素を出すことを理解してい
る。（記録分析・ペーパーテスト）

第３次
(２時間)

関･意② 植物と養分の関係に興味をもち，植物がで
んぷんをつくるしくみを調べようとしている。（行
動観察）

思･表① 日光の当たった葉にでんぷんが見られるこ
とから考察し，植物と日光，養分の関係を考え，自
分の考えを表現している。（発言・記録分析）

技能③ ヨウ素液を使うなどして，葉のでんぷんを
調べ，結果を記録している。（行動観察・記録分
析）

まとめ・
力だめし

8

植物と水
○ 植物の体のつくりを調べてみよう。
(1) 根が取り入れた水は，どこを通って，植物の体に
行き渡るのだろうか。
観察１　植物に取り入れられる水

(2) 葉まで届いた水は，その後どうなるのだろうか。
実験１　植物の体から出る水

植物と空気
(1) 植物と空気には，どんな関係があるのだろうか。
実験２　植物と空気

5

6
・
7

1
・
2

3
・
4

植物と養分
(1) 植物は，葉に日光が当たると，自分で養分をつく
るのだろうか。
実験３　日光と葉のでんぷん

【単元の目標】
ジャガイモやホウセンカの根，茎，葉の観察を通し，根から取り入れられた水のゆくえや葉で養分をつくるはたらきについて
興味・関心をもって追究する活動を通して，植物の体のつくりとはたらきについての考えをもつことができるようにする。ま
た，植物の観察や栽培活動を通して生命を尊重する態度を育てる。
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【学習指導要領との関連】
B(2)植物の養分と水の通り道，(3)生物と環
境　ア

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

身近な植物と水の関係を考えながら，根から
取り入れられた水の通り道を進んで調べよう
としている。

植物に取り入れられた水は，体の中をど
のように通っているのかを考え，調べよ
うとしている。

茎や根，葉など植物の体の中のしくみに
興味をもたせ，水の通り道について考え
させる。

植物の観察から，根や茎，葉には水の通り道
があり，体のすみずみまで水が行きわたるこ
とを理解している。

植物の観察から，植物には水の通り道が
あることを理解している。

セロリなど短時間で水を吸い上げるよう
すのわかる植物の断面を観察させ，水の
通り道をとらえさせる。

調べる計画を立て，植物にかぶせた袋の内側
のようすを比較しながら観察し，わかりやす
く結果を記録している。

植物にかぶせた袋の内側のようすを比較
しながら観察し，結果を記録している。

植物の状態を確認し，袋の口をきちんと
縛って実験させる。

植物は，おもに葉の表面の穴(気孔)から水蒸
気を出しており，それを蒸散ということとと
もに，植物が生きていくためには，水を取り
入れる必要があることを理解している。

植物はおもに葉の表面の穴(気孔)から水
蒸気を出しており，それを蒸散というこ
とを理解している。

葉の表面の気孔を観察させ，その閉じ開
きなどに着目させながら，蒸散とのかか
わりを考えさせる。

気体検知管を正しく使い，植物と空気の関係
を「ものが燃えるとき」の学習と比較しなが
ら詳しく調べ，わかりやすく結果を記録して
いる。

気体検知管を正しく使い，植物と空気の
関係を調べ，結果を記録している。

気体検知管の操作方法や目盛りの読み方
を復習させ，日光を当てる前後の酸素と
二酸化炭素の濃度変化を調べさせる。

植物に日光が当たる前後の空気中の酸素と二
酸化炭素の濃度の変化から，植物は日光が当
たると二酸化炭素を取り入れ，酸素を出すこ
とを理解している。

植物に日光が当たると，空気中の二酸化
炭素を取り入れ，酸素を出すことを理解
している。

植物に日光を当てる前後の酸素と二酸化
炭素の濃度変化の実験結果を確認する。

植物の成長に日光が必要なことから，植物が
どのように養分を得ているかを進んで調べよ
うとしている。

植物がどのように養分を得ているのかを
考え，日光との関係を調べようとしてい
る。

５年生の学習から，植物の成長には日光
が必要であることを思い出して考えさせ
る。

葉に日光が当たると，でんぷんができること
から考察し，植物は自分で養分をつくってい
ることなど，植物のはたらきについて考え，
自分の考えを表現している。

日光の当たった葉と当たらなかった葉の
でんぷんの違いから考察し，葉で養分が
つくられたと考え，自分の考えを表現し
ている。

日光の当たった葉にはでんぷんがあり，
当たらなかった葉にはでんぷんがないの
は，なぜかを考えさせる。

ヨウ素液を正しく使うなどして，日光に当て
た葉と当てなかった葉のでんぷんのでき方を
比較して詳しく調べ，違いをわかりやすく記
録している。

ヨウ素液を正しく使い，日光に当てた葉
と当てなかった葉のでんぷんのでき方を
調べ，結果を記録している。

水で薄めたヨウ素液の濃さを確認し，濃
すぎるようなら薄めて調べさせる。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(1)植物の生活と種類　イ(ｲ)葉・茎・根のつくりと働き
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３．ヒトや動物の体のつくりとはたらき 6月第2週～，配当9時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

単元導入
(１時間)

1 ヒトや動物の体のつくりとはたらき
○ 生きていくために，どんなものを体内に取り入れて
いるか，考えてみよう。

関･意① ヒトや動物の体のつくりやはたらきに興味
をもち，調べようとしている。（行動観察・発言）

第１次
(２時間)

2 食べ物の消化と吸収
(1) 食べ物は，体内でどのように変化するのだろう
か。
実験１　だ液による食べ物の変化

思･表① だ液によってでんぷんが変化する実験から
考察し，消化・吸収のしくみを考え，自分の考えを
表現している。（行動観察・発言・記録分析）

3 (2) 食べ物に含まれる養分や水分は，どのように体に
吸収されるのだろうか。
資料調べ１　消化と吸収

知･理① 口から取り入れられた食べ物は，消化管を
通る間に消化され，養分として吸収されることを理
解している。（記録分析・ペーパーテスト）

第２次
(２時間)

4 呼吸のはたらき
(1) 吸う息と吐く息では，どんな違いがあるのだろう
か。
実験２　吸う息とはいた息

技能① 石灰水や気体検知管を使って，呼気と吸気
の違いを調べ，結果を記録している。（行動観察・
記録分析）

5 (2) 吸う息と吐く息に違いができたのはなぜだろう
か。

知･理② ヒトや動物は，呼吸によって酸素を取り入
れ，二酸化炭素などを出すことを理解している。
（記録分析・ペーパーテスト）

第３次
(２時間)

思･表② 消化・吸収や呼吸のはたらきを，血液の循
環と関係づけて考え，自分の考えを表現している。
（行動観察・発言・記録分析）

技能② 資料などを用いて，心臓や腎臓のつくりや
はたらき，血液の流れを調べ，記録している。（行
動観察・記録分析）

第４次
(１時間)

8 生命を支えるしくみ
(1) 体の各部分には，どんなつながりがあるのだろう
か。

知･理③ ヒトや動物の各臓器のはたらきの学習か
ら，血液の流れから見た，各臓器のつながりやはた
らきを理解している。（記録分析・ペーパーテス
ト）

まとめ・
力だめし

9

6
・
7

心臓と血液のはたらき
(1) 血液は，どのように全身を流れ，どんなはたらき
をしているのだろうか。
資料調べ２　心臓のはたらきと血液の流れ

【単元の目標】
ヒトやほかの動物の体のつくりやはたらきについて興味・関心をもち，観察したり，資料を活用したりして推論しながら調
べ，ヒトやほかの動物の体のつくりとはたらきをとらえるようにする。また，消化，呼吸，排出及び循環のはたらきを計画的
に追究する活動を通して，体の各器官が相互にかかわり合って生命を維持しているという考えをもつことができるようにす
る。
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【学習指導要領との関連】
B(1)人の体のつくりと働き

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

ヒトや動物の体のつくりやはたらきに興味を
もち，自分や友達の発言や疑問を整理して学
習課題にまとめ，進んで調べようとしてい
る。

ヒトや動物の体のつくりやはたらきに興
味をもち，疑問を整理して学習課題にま
とめて調べようとしている。

ヒトや動物が生きていくために，何が必
要かと問いかけ，これまでの飼育や生活
経験を振り返り，調べる意欲をもたせ
る。

だ液によってでんぷんが変化する実験から考
察し，口から取り入れられた食べ物は消化管
を通るうちに細かく砕かれ，消化液によって
吸収されやすいものに変化し，養分として吸
収されていくと考え，自分の考えを表現して
いる。

だ液によってでんぷんが変化する実験か
ら考察し，食べ物は吸収されやすいもの
に変えられ，体に取り込まれていると考
え，自分の考えを表現している。

ヨウ素液とでんぷんの反応のようすを見
せて，だ液と混ぜたでんぷんが反応しな
くなったことから，だ液と混ざったこと
で食べ物が変化したことをとらえさせ
る。

口から取り入れられた食べ物は，胃，腸など
消化管を通る間に消化され（かまれたり消化
液によって変化したりして），養分は小腸で
吸収され肝臓に蓄えられ，不要なものは排出
されるが，動物によって消化管などに違いが
あることを理解している。

口から取り入れられた食べ物は，胃，腸
など消化管を通る間に消化され（かまれ
たり消化液によって変化したりして），
養分は吸収され，不要なものは排出され
ると理解している。

よくかむ，お腹がすく，排便をするな
ど，自分の生活経験をもとに考え，ヒト
の消化器官の図を指でなぞりながら，消
化・吸収を理解させる。

これまでの学習経験から，石灰水や気体検知
管を正しく使って，呼気と吸気における酸素
と二酸化炭素の濃度変化を詳しく調べ，結果
を記録している。

石灰水や気体検知管を正しく使って，呼
気と吸気における酸素と二酸化炭素の濃
度変化を調べ，結果を記録している。

呼吸において，空気中の酸素・二酸化炭
素が関係している事実をおさえ，「1．
ものが燃えるとき」の学習を想起して，
調べ方を気づかせる。

ヒトや動物は呼吸によって肺で酸素を取り入
れ，二酸化炭素や水分を出しているが，動物
によって呼吸のしくみに違いがあることを理
解している。

ヒトや動物は，呼吸によって肺で酸素を
取り入れ，二酸化炭素や水分を出してい
ることを理解している。

実験結果と資料の読み取りを併用して，
どの動物も呼吸によって酸素を取り入
れ，二酸化炭素を出していることを理解
させる。

資料や脈拍と心臓の拍動との関係など多面的
に見て，養分や酸素を取り入れた血液は，心
臓のはたらきで血管を通って全身に送られ，
二酸化炭素を運び出しており，腎臓は血液中
の不要なものをこし取り，尿として体外に出
していると考え，自分の考えを表現してい
る。

養分や酸素を取り入れた血液は，心臓の
はたらきで血管を通って運ばれ，二酸化
炭素を運び出しており，血液中の不要な
ものは腎臓でこし取られ体外に出ている
と考え，自分の考えを表現している。

映像資料や模型を使って，養分や酸素
が，血液に取り入れられ，どのように運
ばれていくか，体の各器官のはたらきと
関係づけて考えさせる。

資料や聴診器，脈拍計などいろいろなものを
使って，心臓のつくりやはたらき，血液の流
れや通り道を詳しく調べ，ヒトや動物の体の
つくりやはたらきをいろいろな臓器と関係づ
けて詳しくまとめている。

資料や聴診器，脈拍計などを使って，心
臓のつくりやはたらき，血液の流れや通
り道を調べ，ヒトや動物の体のつくりや
はたらきをまとめている。

運動したときに拍動が速くなった経験
や，模型や図，映像資料を活用し，血液
の通り道や心臓のはたらきについてまと
めさせる。

血液の流れから見た，各臓器のつながりやは
たらき，生命を支えるしくみを理解してい
る。

血液の流れから見た，各臓器のつながり
やはたらきを理解している。

ヒトや動物の体の学習の記録を振り返
り，各臓器のつながりやはたらきを理解
させる。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(3)動物の生活と生物の変遷　イ(ｱ)生命を維持する働き
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４．生物どうしのつながり 7月第1週～，配当4時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

第１次
(２時間)

関･意① 食べるということを通して，生物どうしの
つながりを調べようとしている。（行動観察）

知･理① ヒトは，植物や動物を食べ，動物の食べ物
をたどっていくと植物に行きつくことを理解してい
る。（記録分析・ペーパーテスト）

思･表① 生物が食う食われるという関係でつながっ
ていると考え，自分の考えを表現している。（発
言・記録分析）

技能① 生物の関係について資料調べなどを行い，
目的に応じて整理したり，記録したりしている。
（行動観察・記録分析）

第２次
(１時間)

3 空気を通した生物のつながり
(1) 生物は，空気を通して，どのようにかかわり合っ
ているのだろうか。
資料調べ３　空気を通したつながり

思･表② 動物と植物は，空気を通してかかわり合っ
ていると考え，自分の考えを表現している。（発
言・記録分析）

まとめ・
力だめし

4

自由研究　広げよう　科学の世界を 7月第3週・9月第2週，配当2時間

理科から仕事へ　レイチェル・カーソンさん 9月第2週，配当1時間

【「理科から仕事へ」の目標】
海洋生物学者のレイチェル・カーソンさんの話から，環境の学習が自身の将来の進路にもつながっていくものであるという実
感がもてるようにする。

食べ物を通した生物のつながり
(1) わたしたちの食べ物のもとは，何だろうか。
資料調べ１　食べ物のもと

1

【自由研究の目標】
これまでの学習をもとに自分が調べるテーマを見つけ，見通しをもって研究を進め，それらの成果を発表することによって，
科学的な見方や考え方を生活に生かすことができるようにする。

2

【単元の目標】
ヒトや動物，植物と養分・水・空気などを関係づけながら調べ，見いだした問題を多面的に追究する活動を通して，生物の間
は食う食われるという関係でつながっていることや生物は周囲の環境とかかわり合って生きていることの理解を図り，生物と
環境についての考えをもつことができるようにする。

(2) 生物は，養分を得るうえで，ほかの生物とどのよ
うにかかわり合っているのだろうか。
資料調べ２　食べ物を通したつながり
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【学習指導要領との関連】
B(3)生物と環境

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

これまでの学習から，食べ物を通しての生物
どうしの関係に興味をもち，いろいろな資料
を活用して調べようとしている。

これまでの学習から，生物が食う食われ
るの関係でどうつながっているかを考え
調べようとしている。

身近な生物の食べ物について興味をもた
せ，それぞれの生物のつながりについて
考えさせる。

食べ物のもとが植物であり，植物は自分で養
分をつくることができるが，動物は他の動物
や植物を食べることで養分としていることを
理解している。

食べ物のもとが植物であり，動物は他の
動物や植物を食べることで養分を取り入
れていることを理解している。

給食の材料を話し合わせ，食べ物のもと
を図に表したりしてその関係を考えさせ
る。

これまでの学習と関連づけながら，生物が，
植物を始まりとした食う食われるという関係
で，網の目のようにつながっていると考え，
自分の考えを表現している。

いろいろな生物を調べ，生物が食う食わ
れるという関係でつながっていると考
え，自分の考えを表現している。

これまで観察した身近な生物の食べ物を
たどり（キャベツ－モンシロチョウ－オ
オカマキリ－カエルなど），食う食われ
るという関係について考えさせる。

生物の食う食われるに関係する資料を積極的
に集め，くふうを加えてわかりやすく整理し
たり，まとめて記録したりしている。

生物の食う食われるに関係する資料を集
めたり，記録をしたりしながらまとめて
いる。

図書資料やインターネットの活用を指示
し，食う食われるの関係をワークシート
にまとめさせる。

動物と植物のかかわりの中で，植物に日光が
当たると二酸化炭素を取り入れて酸素を出
し，動物は呼吸して植物の出した酸素を取り
入れていると考え，自分の考えを表現してい
る。

植物は日光が当たると二酸化炭素を取り
入れ酸素を出し，動物は呼吸して酸素を
取り入れていると考え，自分の考えを表
現している。

植物と空気や，ヒトや動物の呼吸のはた
らきの学習結果と考察を当てはめて考え
させる。

【学習指導要領との関連】
A・B区分全般

【学習指導要領との関連】
B(3)生物と環境

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(7)自然と人間　ア(ｱ)自然界のつり合い
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みんなで使う理科室 9月第2週～，配当2時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

第１次
(２時間)

関･意① 理科室のきまりや，学習で使う薬品や器具
に興味をもち，安全に実験する方法について調べよ
うとしている。（発言・行動観察）

知･理① 実験の準備や安全な実験方法，片づけのし
かたを理解している。（発言・記録分析・ペーパー
テスト）

2 (2) ピペットやリトマス紙を使ったり，片づけたりす
る練習をしよう。

技能① ピペットやリトマス紙を，正しく使った
り，片づけたりしている。（行動観察）

みんなで使う理科室
(1) 安全に実験するにはどうすればよいか，理科室の
きまりや実験をするときのときの注意を話し合おう。

1

【単元の目標】
「水よう液の性質」で用いる薬品や器具を正しく使い，安全で適切な実験ができる能力や態度を身につける。
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【学習指導要領との関連】
A(2)水溶液の性質

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

理科室のきまりや，学習で使う薬品や器具に
興味をもち，安全に実験する方法について意
欲的に調べようとしている。

理科室のきまりや，学習で使う薬品や器
具に興味をもち，安全に実験する方法に
ついて調べようとしている。

４年生の教科書，学習で使う薬品や器具
を見せたり，薬品や器具の名前を示した
りして，安全に実験する方法について興
味をもたせる。

薬品や器具を正しく使い，安全に実験する方
法や，環境に配慮した薬品の捨て方を理解
し，それを説明している。

薬品や器具を正しく使い，安全に実験す
る方法や，薬品の捨て方を理解してい
る。

教科書に示してあることをしなければ，
なぜ危険なのか考えさせ，安全に実験す
る方法を理解させる。

ピペットやリトマス紙の正しい使い方や洗い
方を覚え，それらを適切に使ったり，洗った
りしている。

ピペットやリトマス紙を，正しく使った
り，洗ったりしている。

器具の使い方や洗い方について確認させ
るとともに，実際に，使う練習や洗う練
習をさせる。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
1(6)化学変化とイオン　イ(ｱ)酸・アルカリ，イ(ｲ)中和と塩
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５．水よう液の性質 9月第3週～，配当10時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

単元導入
(１時間)

関･意① 金属に薄い塩酸を加えたときのようすに興
味をもち，金属が変化するようすを調べようとして
いる。（行動観察・発言・記録分析）

技能① 水溶液やガラス器具などを使って，金属が
変化するようすを調べている。（行動観察・記録分
析）

第１次
(４時間)

思･表① 薄い塩酸に入れた金属の変化から推論し
て，薄い塩酸が金属を質的に変化させたと考え，自
分の考えを表現している。（発言・記録分析）

技能② 蒸発皿に残ったものの性質を調べ，結果を
記録している。（行動観察・記録分析）

技能③ 水溶液と金属との反応を調べ，結果を記録
している。（行動観察・記録分析）

知･理① 水溶液には，金属を変化させるものがある
ことを理解している。（記録分析・ペーパーテス
ト）

第２次
(２時間)

技能④ リトマス紙などを使って，水溶液の性質を
調べ，結果を記録している。（行動観察・記録分
析）

知･理② 水溶液は，３つの仲間に分けられることを
理解している。（記録分析・ペーパーテスト）

第３次
(２時間)

関･意② 気体が溶けている水溶液に興味をもち，二
酸化炭素を水に溶かす実験に取り組んでいる。（行
動観察・発言・記録分析）

思･表② 炭酸水から出る気体を調べる実験から，炭
酸水には気体の二酸化炭素が溶けていると考え，自
分の考えを表現している。（発言・記録分析）

知･理③ 水溶液には，気体が溶けているものがある
ことを理解している。（記録分析・ペーパーテス
ト）

まとめ・
力だめし

10

水よう液にとけているもの
(1) 炭酸水には，何が溶けているのだろうか。
実験５　炭酸水にとけているもの
実験６　二酸化炭素は水にとけるか

水よう液の仲間分け
(1) 水溶液は，どんな仲間に分けることができるのだ
ろうか。
実験４　水よう液の仲間分け
(実験)　ムラサキキャベツの葉のしるでは

水よう液と金属
(1) 塩酸に溶けた鉄やアルミニウムは，どうなったの
だろうか。
実験２　とけた金属のゆくえ

4
・
5

(2) 塩酸以外にも，金属を変化させる水溶液は，ある
のだろうか。
実験３　金属を変化させる水よう液

水よう液の性質
○ 金属に薄い塩酸を加えて，どのように変化するのか
調べてみよう。
実験１　うすい塩酸を加えると

8
・
9

【単元の目標】
いろいろな水溶液が金属と反応するようすを調べたり，リトマス紙などを使って３つの性質にまとめたり，水溶液に溶けてい
るものを調べたりする活動を通して，水溶液の性質について推論する能力を育むとともに，その性質やはたらきについての考
えをもつことができるようにする。

6
・
7

1

2
・
3
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【学習指導要領との関連】
A(2)水溶液の性質

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

金属に薄い塩酸を加えて，金属が小さくなっ
ていくようすや泡の出方など，金属が変化す
るようすを進んで調べようとしている。

金属に薄い塩酸を加えて，金属が変化す
るようすを調べようとしている。

薄い塩酸を加えたときに金属が小さく
なっていくようすや，発生する泡のよう
すに気づかせて，興味をもたせる。

薄い塩酸やピペットなどを安全に正しく使っ
て，金属が薄い塩酸によって小さくなって泡
が出たり，あたたかくなったりするようすな
どを詳しく調べている。

薄い塩酸やピペットなどを安全に正しく
使って，金属が薄い塩酸によって変化す
るようすを調べている。

前単元「みんなで使う理科室」を振り返
り，水を使ってピペットの練習をさせ
る。また，金属の大きさや金属から出て
くるものなど，観察の視点を書いた記録
用紙などを渡す。

薄い塩酸に金属を溶かすと泡が出たり，液か
ら取り出したものがもとの金属と異なった性
質をもつことなどから推論して，薄い塩酸は
金属を別のものに変化させたと考え，自分の
考えを表現している。

蒸発皿に残ったものと溶かす前の金属と
で性質を比較し推論して，蒸発皿に残っ
たものは，もとの金属と性質が異なると
考え，自分の考えを表現している。

予想では，もとの金属を，小さな○の集
まり（粒子）で書かせるなど，金属の質
的変化を図示する方法を支援する。考察
では，磁石を近づけたり，薄い塩酸を加
えたりした結果から，蒸発皿に残ったも
のはもとの金属ではないことに気づかせ
る。

ガスコンロ，磁石，薄い塩酸などを安全に正
しく使って，蒸発皿に残ったものの性質を詳
しく調べ，わかりやすく結果を記録してい
る。

ガスコンロ，磁石，薄い塩酸などを安全
に使って，蒸発皿に残ったものの性質を
調べ，結果を記録している。

ガスコンロなどの器具の取り扱いを，も
う一度確認する。磁石や薄い塩酸で確か
めるとき，蒸発皿に残ったものと，溶か
す前の鉄との比較実験をさせる。

薬品や器具を安全に正しく使いながら，複数
の水溶液に複数の金属が反応するようすを比
較しながら観察し，わかりやすく結果を記録
している。

薬品や器具を安全に正しく使い，水溶液
に入れた金属が変化するか調べ，結果を
記録している。

複数の水溶液，複数の金属を使うので，
混乱しないように区別して，手際よく実
験・記録できるようにラベルやワーク
シート等の準備をする。

水溶液には，金属を変化させるものがあり，
水溶液と金属の組み合わせで反応が違うこと
や，食塩などが溶けるときとの違いを理解し
ている。

水溶液には，金属を変化させるものがあ
ることを理解している。

自分の記録を見直したり，友達の記録を
参考にしたりして，実験の結果からわか
ることを確認できるようにする。

リトマス紙などを正しく使って水溶液の性質
を調べ，比較しやすいようにわかりやすく記
録しながら，３つの性質に仲間分けしてい
る。

リトマス紙などを使って水溶液の性質を
調べ，３つの性質に仲間分けしている。

２種類のリトマス紙と水溶液をつけたと
きの色の変化のようすを演示して見せ
る。実験結果を比較しやすいように，
ワークシートのくふうをする。

水溶液は，酸性・中性・アルカリ性の３つの
仲間に分けられることを理解し，リトマス紙
などの色の変化と水溶液の性質との関係を説
明している。

水溶液は，酸性・中性・アルカリ性の３
つの仲間に分けられることを理解してい
る。

リトマス紙の色の変化の組み合わせをわ
かりやすく整理して掲示し，おもな水溶
液について１つひとつ分類していくこと
ができるように支援する。

二酸化炭素を水に溶かす実験に進んで取り組
むとともに，「たしかめ」など，気体が溶け
ている水溶液の性質を意欲的に考え，結果を
記録している。

二酸化炭素を水に溶かす実験に進んで取
り組み，結果を記録している。

炭酸水から二酸化炭素を取り出すことが
できたことから，逆の現象を予想させ
る。また，水に二酸化炭素が溶けたら
ペットボトルがどうなるか予想させ，興
味を高める。

炭酸水に溶けているものについて予想や仮説
をもち，それを確かめる計画を立て，実験結
果から正しく考察して，炭酸水に溶けている
のは，気体の二酸化炭素であると考え，自分
の考えを表現している。

実験結果から，炭酸水に溶けているの
は，気体の二酸化炭素であると考え，自
分の考えを表現している。

「ものが燃えるとき」で学習した二酸化
炭素の性質を振り返って，炭酸水から出
てきた気体の性質と比較させる。

水溶液には，気体が溶けているものがあるこ
とを理解し，固体が溶けているものとの違い
などを説明している。

水溶液には，気体が溶けているものがあ
ることを理解している。

炭酸水から二酸化炭素が出ていき，逆に
二酸化炭素を吹き込んで水に溶かすこと
ができることから，気体も水に溶けるこ
とを確認する。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
1(6)化学変化とイオン　イ(ｱ)酸・アルカリ，イ(ｲ)中和と塩
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６．月と太陽 10月第3週～，配当6時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

単元導入
(１時間)

1 月と太陽
○ これまでに，どんな形の月を見たことがあるか，話
し合ってみよう。

関･意① 月の形の見え方に興味をもち，経験に基づ
いて疑問を見つけ，調べていこうとしている。（行
動観察・発言・記録分析）

第１次
(２時間)

2 月の形の見え方
(1) 月の形の見え方が，日によって変わるのは，どう
してだろうか。
実験１　月の形の見え方と太陽

技能① 月の形の見え方について，モデルの意味を
理解して実験を行っている。（行動観察・記録分
析）

思･表① モデル実験や観察をもとに，月の形の見え
方が変化するわけを推論し，説明している。（発
言・記録分析）

知･理① 月の形の見え方は，地球から見た太陽と月
の位置関係によって変わることを理解している。
（発言・記録分析・ペーパーテスト）

第２次
(２時間)

技能② 月や太陽の表面のようすに関する観察や資
料調べを行い，目的に応じて整理したり，記録した
りしている。（行動観察・記録分析）

知･理② 月の表面のようすを太陽や地球と比較しな
がら調べ，それぞれの特徴や違いを理解している。
（記録分析・ペーパーテスト）

まとめ・
力だめし

6

(2) ボールの見え方と電灯の位置には，どんな関係が
あるだろうか。
実際の月の見え方と太陽の位置には，どんな関係があ
るだろうか。

4
・
5

月と太陽の表面
(1) 月の表面は，太陽と比べて，どんなようすになっ
ているのだろうか。
観察１　月と太陽の表面のようす

3

【単元の目標】
月の位置や形の変化について興味・関心をもち，月の形の見え方を太陽との位置関係から推論して追究し，月の形の見え方が
規則正しく変化する理由について考えることができるようにする。また，観察や資料に基づいて，月と太陽の表面の違いを理
解するとともに，月や太陽に対する豊かな心情を育てる。
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【学習指導要領との関連】
B(5)月と太陽

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

日によって月の見える形や位置が変わってい
ることに気づき，自分の興味・関心や疑問を
発表したり，調べてみたい問題を整理したり
している。

これまでに見たことのある月の形や位置
を思い出して，見つけた疑問について話
し合い，調べていこうとしている。

４年生で月を観察した経験や，普段，月
を見て気づいたことを丁寧に聞き出し
て，月の形の見え方が変化することに興
味をもたせる。

月の形の見え方は，太陽との位置関係で変化
するのではないかと予想し，それを実証する
ために，いろいろな位置にボールを動かして
モデル実験を行っている。

丸い形の月が，太陽からの光に照らされ
て光って見えることから，ボールに電灯
からの光を当てるモデル実験で，その見
え方を調べている。

丸い形の月が，太陽からの光に照らされ
て三日月や半月，満月などの形に見える
ことを説明して，月の形の見え方が変化
するわけについて，自分なりの予想や仮
説をもって実験できるようにする。

モデル実験や観察の結果から，月の位置に
よって，太陽に照らされた部分の見え方が変
わっていくことを推論し，いろいろな形の月
に当てはめて説明している。

モデル実験や観察の結果から，月は太陽
のある側が光って見え，月が動くと月の
形の見え方が変わると考え，説明してい
る。

再度，ボールと電灯を使ったモデル実験
を行い，観察した月と太陽の位置，地球
と月の位置を確認させながら，月の形の
見え方がどのようになっていくか指導す
る。

月は，太陽との位置関係を毎日尐しずつ変え
ていくので，月の形の見え方は，約1か月で
の変化を繰り返していることを理解するとと
もに，その規則性が活用できることを理解し
ている。

月が動くと，太陽との位置関係が変化し
て月の形の見え方が変わり，約1か月で
もとの形に戻ることを理解している。

例えば，いつも月の右側に太陽があれ
ば，月はいつも右側が光って見えるはず
だが，実際には，約1か月で見え方が変
化していくことなどを取り上げて，月と
太陽の位置関係が変わっていることを説
明する。

月や太陽の表面の観察を行い，そのようすに
関する資料を積極的に集め，自分なりのくふ
うを加えてわかりやすく整理したり，それを
まとめて記録したりしている。

月や太陽の表面の観察を行い，そのよう
すに関する資料を集めたり，整理した
り，記録にまとめたりしている。

月や太陽の観察を行った後，表面のよう
すに関するわかりやすい資料を見せて，
比較する観点を決めさせながら，表や図
を使って記録し，まとめさせる。

月と太陽，地球の表面のようすの特徴や違い
について，いろいろな情報をもとに，詳しく
理解している。

月と太陽，地球の表面のようすの特徴や
違いについて，基本的な内容を理解して
いる。

月と太陽，地球の表面のようすの写真や
記述を読みながら，自分なりにまとめさ
せたり，具体的な質問を投げかけて答え
させたりして，ポイントが理解できるよ
うにする。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(6)地球と宇宙　ア(ｱ)日周運動と自転，イ(ｲ)月の運動と見え方
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７．大地のつくりと変化 11月第1週～，配当16時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

単元導入
(２時間)

1
・
2

大地のつくりと変化
○ 化石が見つかる場所は，どんなようすになっている
のだろうか。

関･意① 大地やその中で見つかる化石などに興味を
もち，調べようとしている。（発言・行動観察）

第１次
(４時間)

思･表① 大地のようすやその構成物と川原の石の形
などから推論して，地層のでき方を考え，自分の考
えを表現している。（発言・記録分析）

技能① 水槽に土を流し込んで，地層のでき方を調
べている。（行動観察）

5 (2) 地層が固まってできた岩石の粒のようすを，実際
に観察してみよう。
(観察)　岩石になった地層

技能② 地層が固まってできた岩石を調べ，その特
徴をとらえて，結果を記録している。（行動観察・
記録分析）

6 (3) 火山灰には，どんなものが含まれているのだろう
か。
観察１　火山灰のつぶ

知･理① 地層には，火山の噴火で，火山灰などが降
り積もってできたものがあることを理解している。
（記録分析・ペーパーテスト）

第２次
(４時間)

思･表② 地層のようすと大地の構成物とを関係づけ
て，地層の広がりを推論し，自分の考えを表現して
いる。（発言・記録分析）

技能③ 野外観察を行ったり，ボーリング試料など
を使ったりして，地層のようすを調べ，結果を記録
している。（行動観察・記録分析）

10 (2) 大地のつくりについて，まとめよう。 知･理② 地層は，礫，砂，泥，火山灰及び岩石から
できており，層となって広がっていることや，長い
年月をかけて変化していることを理解している。
（記録分析・ペーパーテスト）

第３次
(５時間)

11
・
12

大地の変化
(1) これまでに起こった火山活動では，大地にどんな
変化が見られたのだろうか。
資料調べ１　火山活動による大地の変化と災害

関･意② 火山活動によって起こった大地の変化や災
害などに関心をもち，調べようとしている。（発
言・行動観察）

13
・
14

(2) これまでに起こった地震では，大地にどんな変化
が見られたのだろうか。
資料調べ２　地しんによる大地の変化と災害

関･意③ 地震によって起こった大地の変化や災害な
どに関心をもち，調べようとしている。（発言・行
動観察）

15 (3) 調べてわかったことや考えたことをまとめて，発
表し合おう。

思･表③ 火山活動と地震に関する調べ活動の結果を
まとめて発表したり，人々の生活との関連について
考えたりしている。（発言・記録分析）

まとめ・
力だめし

16

わたしたちが住む大地のつくり
(1) わたしたちが住む大地は，どんなつくりになって
いるのだろうか。
観察２　大地のつくり

3
・
4

7
・
8
・
9

地層のでき方
(1) 地層は，どのようにしてできたのだろうか。
実験１　地層のでき方

【単元の目標】
身の回りの地層などを観察し，地層のつくりやでき方を推論しながら調べ，大地は長い年月と大きな空間的な広がりの中でつ
くられ，変化してきたという考えをもつことができるようにする。また，火山活動や地震による大地の変化と災害とを関係づ
けて調べ，大地の変化をとらえるとともに，自然の力の大きさを感じ取ることができるようにする。
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【学習指導要領との関連】
B(4)土地のつくりと変化

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

地上や水中の生物が，どのようにして地中に
埋まって，どんなところから化石として出て
くるのかなどを進んで調べようとしている。

地上や水中の生物が，どのようにして地
中に埋まって化石として出てくるのか
を，調べようとしている。

化石や化石が見つかる場所の資料を示
し，地上や水中で生きていたはずの生物
が，どのようにして土の中に埋まったの
かに興味をもたせる。

地層中の石と川原の石の比較や，流れる水の
はたらきによる土の運搬や堆積，貝など水中
の生物の化石が地層に存在することなどを総
合して，地層のでき方を考え，自分の考えを
表現している。

地層中の石と川原の石を比較したり，流
れる水のはたらきで土が積もることを観
察したりしたことなどから，地層のでき
方を考え，自分の考えを表現している。

５年生の「流れる水のはたらき」の学習
から，流れる水が地面を削って土を運び
積もらせることや，土が積もる下流では
石が丸くなっていたことを思い出させ
る。

装置を組み立て，水槽に水で土を流し込ん
で，土が礫・砂・泥に分けられて水底に積
もったそれぞれの層のようすや積もり方など
を詳しく調べている。

装置を組み立て，水槽に水で土を流し込
んで，土が礫・砂・泥に分けられて水底
に積もることを調べている。

土は樋に均等にまき，水槽の中にはあら
かじめある程度水を入れた状態で土を流
し込むようにする。積もった後は，層状
になった土をよく観察させる。

地層が固まってできた岩石について，そのよ
うすや粒の大きさなどを比べながら調べ，結
果を記録している。

地層が固まってできた岩石のようすを調
べ，結果を記録している。

地層が固まってできた岩石を，実際に手
で触れながら，そのようすや特徴につい
て尋ね，そのことを記録するように促
す。

火山灰が積もってできた地層から採った火山
灰を調べ，その特徴から推論して，水のはた
らき以外にも地層のでき方があることを理解
し，説明している。

火山灰が積もってできた地層から採った
火山灰を調べ，火山灰の特徴を理解し，
火山灰が降り積もった地層であることを
理解している。

火山の噴火で火山灰が降り積もると，ど
うなるか想像させ，それが固まって地層
として見られる事実を示し，火山灰の地
層の存在を納得させる。

層の重なりや構成物などに着目していくつか
の地点の層を結びつけ，地層が面として広
がっていると考え，地層が見えないところも
想像できる。

層の重なりや構成物などに着目していく
つかの地点の層を結びつけ，地層が面と
して広がっていると考え，自分の考えを
表現している。

切り通しなど２地点の地層を比べて，同
じ色・構成物のところがそれぞれつな
がっていることから，地層の広がりを考
えさせる。

計画に合わせて準備をして安全に地層を観察
したり，ボーリング試料などを適切に使った
りして，地層の広がりやつながりなどを詳し
く調べ，わかりやすく結果を記録している。

計画に合わせて準備をして安全に地層を
観察したり，ボーリング試料などを使っ
たりして，地層のようすを調べ，結果を
記録している。

層に含まれる構成物を手に取って確認さ
せ，そのようすをスケッチさせる。

地層は，礫，砂，泥，火山灰などが層となっ
て積もり広がっていることや，長い年月の間
に岩石に変わったり，流れる水のはたらきで
削られたり積もったりしていることを理解し
ている。

地層は，礫，砂，泥，火山灰などででき
ており，層となって広がっていること
や，地層が固い岩石になったり，流れる
水のはたらきで変化したりしていること
を理解している。

これまでの学習を振り返り，地層のでき
方，構成物，広がりなどについて再確認
する。また，大地が削られる，運ばれ
る，積もる，という段階を１つずつ確認
し，これが長い時間をかけて繰り返され
ることで，やっと層になることに気づか
せる。

火山活動によって起こった，大地の変化や災
害の歴史を調べたり，いろいろな資料を集め
たりして，意欲的に取り組もうとしている。

火山活動によって起こった，大地の変化
や災害に関する資料を集めて調べようと
している。

写真や映像資料などを用意して，大地の
変動や自然災害の怖さと，生命の大切さ
を訴え，資料を読んだり，まとめたりさ
せる。

地震によって起こった，大地の変化や災害の
歴史を調べたり，いろいろな資料を集めたり
して，意欲的に取り組もうとしている。

地震によって起こった，大地の変化や災
害に関する資料を集めて調べようとして
いる。

写真や映像資料などを用意して，大地の
変動や自然災害の怖さと，生命の大切さ
を訴え，資料を読んだり，まとめたりさ
せる。

火山活動や地震による大地の変化や災害のよ
うす及び将来への備えなどについて，要点を
踏まえてまとめたり，自分の意見を積極的に
発表したりしている。

火山活動や地震による大地の変化や災害
のようす及び将来への備えなどについ
て，自分なりのまとめ方をしたり，話し
たりしている。

自分がいちばん「怖い」「こうしなけれ
ば」と思ったことは何か，切実な思いを
聞き出し，考えさせる。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(2)大地の成り立ちと変化　ア(ｱ)火山活動と火成岩，ア(ｲ)地震の伝わり方と地
球内部の働き，イ(ｱ)地層の重なりと過去の様子
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８．てこの規則性 1月第2週～，配当9時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

単元導入
(１時間)

1 てこの規則性
○ バールでくぎを抜いたり，丈夫な棒で重いものを持
ち上げたりして，楽に作業できる方法を見つけてみよ
う。

関･意① 重いものを持ち上げたりするとき，道具の
使い方をくふうして，小さな力ですむ方法を見つけ
ようとしている。（行動観察・記録分析）

第１次
(３時間)

2 棒を使った「てこ」
(1) てこをどう使えば，重いものを楽に持ち上げるこ
とができるのだろうか。

思･表①　てこを使って重いものを楽に持ち上げる方
法について推論し，予想や仮説をもって，実験の計
画を立てている。（行動観察・発言・記録分析）

技能① 力点・作用点・支点の位置を変え，てこを
使うときの手ごたえを調べ，結果を記録している。
（行動観察・記録分析）

知･理① てこで，重いものを楽に持ち上げる力点・
作用点・支点の位置関係を理解している。（記録分
析・ペーパーテスト）

第２次
(２時間)

5 てこのうでをかたむけるはたらき
(1) 左右のうでで，おもりの重さやつるす位置を変え
ると，どんなときにつり合うのだろうか。
実験２　てこがつり合うとき

技能② 実験用てこを使って，左右のおもりの重さ
や位置を変えながら，てこの規則性を調べ，結果を
記録している。（行動観察・記録分析）

思･表② 実験結果から考察し，てこの規則性を見い
だし，自分の考えを表現している。（行動観察・発
言・記録分析）

知･理②　てこがつり合うときの規則性や，支点から
等距離でつり合うときはおもりの重さも等しいこと
を理解している。（記録分析・ペーパーテスト）

第３次
(２時間)

関･意② てこの規則性に着目して，身の回りの道具
を調べようとしている。（行動観察・記録分析）

思･表③ 実験結果から考察し，身の回りの道具で，
てこの規則性がどのように使われているか考え，自
分の考えを表現している。（行動観察・発言・記録
分析）

まとめ・
力だめし

9

(2) 計画をもとに，実験しよう。
実験１　てこの手ごたえ

7
・
8

3
・
4

(2) 実験の結果から，てこがつり合うきまりをまとめ
よう。

てこを利用した道具
(1) てこを利用した道具を探して，しくみを調べよ
う。
実験３　てこを利用した道具

6

【単元の目標】
てこの手ごたえや，てこがつり合うときを調べる実験を通して，重いものを楽に持ち上げる方法や，てこがつり合うときの規
則性についての考えをもつことができるようにする。また，小さな力で重いものを動かせるという視点で，身の回りを観察
し，さまざまな道具でてこの規則性が利用されていることをとらえるようにする。
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【学習指導要領との関連】
A(3)てこの規則性

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

バールや棒を使って小さい力で重いものを持
ち上げたりできたのはどのようなときか，そ
の共通点を探そうとしている。

バールや棒の使い方をくふうして，小さ
い力で重いものを持ち上げたりしようと
している。

バールを使って力を加える場所を変えた
ときの手ごたえの違いを体験させ，棒を
使った場合はどうなるかを考えさせる。

てこの支点・力点・作用点に着目してその位
置を変え，楽に持ち上げる方法について推論
し，自らの予想や仮説をもとに，より具体的
に見通しをもって計画を立てている。

てこの支点・力点・作用点に着目してそ
の位置を変え，楽に持ち上げる方法につ
いて推論し，自らの予想や仮説をもと
に，計画を立てている。

等間隔に印をつけた棒を見せ，支点・力
点・作用点をどのように変えるか，変え
る条件は１つだけにすることを踏まえて
考えさせる。

支点・力点・作用点の位置を1つずつ変え，
てこを使うときの手ごたえを調べて，支点か
ら力点と作用点までの距離という視点で整理
してまとめている。

支点・力点・作用点の位置を1つずつ変
え，てこを使うときの手ごたえを調べて
まとめている。

教科書の結果例を参考にして，変える条
件と同じにする条件，実験結果（手ごた
え）を対比して整理させる。

力点を支点から遠くするほど，また，作用点
を支点に近くするほど，重いものを楽に持ち
上げられると理解している。

力点を支点から遠くする，作用点を支点
に近づける，支点を力点から遠くし作用
点に近づけると，重いものを楽に持ち上
げられると理解している。

支点から力点・作用点までの距離に着目
しながらもう一度実験させたり，結果の
表を指導者が支援しながら考察させたり
する。

てこがつり合うときのおもりの重さや支点か
らの距離について見通しをもちながら調べ，
その結果をわかりやすく整理して表に記録し
ている。

てこがつり合うときのおもりの重さや支
点からの距離を調べ，その結果を正しく
表に記録している。

表の枠をかいたワークシートを示し，左
のうでの距離やおもりの重さは固定し，
右のうでの距離やおもりの重さを順序よ
く変えて実験するよう支援する。

実験結果から考察し，てこを傾けるはたらき
の大きさは，（おもりの重さ）×（支点から
の距離）で表されると考え，自分の考えを表
現している。

実験結果から考察し，左右の（おもりの
重さ）×（支点からの距離）が等しけれ
ば，左右のうではつり合うと考え，自分
の考えを表現している。

実験用てこでつり合ったときの左右の
（おもりの重さ）×（支点からの距離）
を求めて比べさせる。

てこを傾けるはたらきの大きさは（おもりの
重さ）×（支点からの距離）で表され，支点
からの距離とつり合うおもりの重さは反比例
する（距離が2倍，3倍，…になると，つり合
う重さは1/2，1/3，…となる）ことや，距離
が等しいと重さも等しいことを理解してい
る。

左右の（おもりの重さ）×（支点からの
距離）が等しければ左右のうではつり合
い，支点から等距離でつり合うときはお
もりの重さも等しいことを理解してい
る。

（おもりの重さ）×（支点からの距離）
をよく確認して計算し，つり合うことを
確かめさせる。

てこの規則性を使った身の回りの道具を探
し，力の大きさと，支点・力点・作用点の位
置関係を調べようとしている。

てこの規則性を利用した身の回りの道具
を探し，支点・力点・作用点の位置を確
かめようとしている。

バール，栓抜き，はさみ，スコップ，て
んびんなど，てこの規則性を利用した道
具を示し，支点・力点・作用点を調べさ
せる。

実験結果から考察し，てこの規則性を利用し
た道具では，その用途によって，力点や作用
点と支点との距離がくふうされていると考
え，自分の考えを表現している。

実験結果から考察し，小さな力で重いも
のを動かすような道具では，力点と支点
との距離が長く，作用点と支点との距離
が短くなっていると考え，自分の考えを
表現している。

支点から力点・作用点までの距離に着目
しながら，てこの規則性を利用した道具
を実際に使い，手ごたえなどを体験させ
る。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
1(1)身近な物理現象　イ(ｱ)力の働き
1(5)運動とエネルギー　イ(ｱ)仕事とエネルギー
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９．発電と電気の利用 2月第1週～，配当11時間＋ゆとり1時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

単元導入
(１時間)

1 発電と電気の利用
○ どのようにすると，発電できるのだろうか。実際に
発電して，その電気を使ってみよう。

関･意① 興味をもって発電を体験し，その電気を利
用しようとしている。(行動観察)

第１次
(３時間)

2 手回し発電機で発電しよう
(1) 手回し発電機は，乾電池と比べて，どんな特徴が
あるのだろうか。

技能① 乾電池と比べながら，手回し発電機のはた
らきを調べる実験の計画を立てている。(発言・行動
観察・記録分析)

3 (2) 計画をもとに，実験しよう。
実験１　手回し発電機での発電と利用

技能② 手回し発電機のはたらきを調べ，結果を記
録している。(行動観察・記録分析)

4 (3) 実験の結果から，手回し発電機のはたらきをまと
めよう。

思･表① 手回し発電機で発電でき，ハンドルの回し
方によって電流の向きや強さが変わると考え，自分
の考えを表現している。(発言・記録分析)

第２次
(３時間)

関･意② 電気の効率的な利用に興味をもち，身の回
りの電気を蓄えるものを調べようとしている。(行動
観察)

技能③ コンデンサーのはたらきを調べ，結果を記
録している。(行動観察・記録分析）

思･表② コンデンサーには電気を蓄えることができ
ると考え，自分の考えを表現している。(発言・記録
分析)

思･表③ 発光ダイオードは豆電球に比べ，尐しの電
気で長い間明かりをつけられると考え，自分の考え
を表現している。(発言・記録分析)

第３次
(２時間)

技能④ 太さの違う電熱線や電源装置を使って，発
熱の違いを安全に配慮して調べ，結果を記録してい
る。（行動観察）

知･理① 電熱線の発熱は，電熱線の太さによって変
わることを理解している。（記録分析・ペーパーテ
スト）

第４次
(１時間)

10 電気の変かんと利用
(1) 電気には，どんな利用のしかたがあるのだろう
か。
資料調べ１　電気の変かん
製作１　電気を利用したものづくり

知･理② 身の回りには，電気の性質やはたらきを利
用した道具があることを理解している。（記録分
析・ペーパーテスト）

まとめ・
力だめし

11

【単元の目標】
電気はつくりだしたり蓄えたりすることができることを知り，その電気をさまざまな器具に流すことによって，電気は，光，
音，熱などに変えることができるという考えをもつことができるようにする。そのとき，電熱線の太さを変えると発熱の大き
さが変わることをとらえるようにする。また，身の回りには電気をつくりだしたり蓄えたり，光，音，熱などに変えるさまざ
まな道具があることを知るとともに，電気の効率的な利用についてとらえるようにする。

7 (2) 実験の結果から，コンデンサーのはたらきをまと
めよう。また，実験の結果から，発光ダイオードの性
質を豆電球と比べよう。

5
・
6

8
・
9

電流による発熱
(1) 電熱線は,どんなときに,よく発熱するのだろう
か。
実験３　電熱線の太さと発熱

電気をたくわえて使おう
(1) 発電した電気を，蓄えて使うことはできないのだ
ろうか。
実験２　コンデンサーにたくわえた電気の利用
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【学習指導要領との関連】
A(4)電気の利用

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

自転車の発電機や発電式ラジオ，発電式懐中
電灯など，身の回りの発電機を使って発電し
ようとしている。

手回し発電機から得られた電気で，豆電
球の明かりをつけたり，そのほかの電気
器具を使ってみたりしようとしている。

外側が透明な手回し発電機を使って中に
モーターがあることを示し，モーターと
発電機が逆のはたらきをする道具である
ことを説明して興味をもたせる。

手回し発電機から流れる電流の向きや強さ
を，豆電球やモーター，電子オルゴールな
ど，いろいろな電気器具につないで調べる方
法を考え，実験の計画を立てている。

乾電池からは向きが決まった一定の強さ
の電流が流れることと比べて，手回し発
電機から流れる電流の向きや強さを調べ
る方法を考え，実験の計画を立ててい
る。

実験を考える前に，４年生の学習を思い
出し，乾電池に豆電球などをつないだ回
路で見られた乾電池のはたらきを表にま
とめさせるとよい。

手回し発電機を回して，いろいろな電気器具
に向きや強さを変えた電流を流し，そのよう
すを乾電池と比べて調べ，わかりやすく結果
を記録している。

手回し発電機を回して，いろいろな電気
器具に向きや強さを変えた電流を流し，
そのようすを調べ，結果を記録してい
る。

手回し発電機のハンドルを回すと電流が
流れ，回す向きや速さを変えると流れる
電流の向きや強さが変わることを確かめ
ながら実験させる。

手回し発電機はハンドルを回したときだけ電
流を流し，回す向きを変えると電流の向きが
変わり，回す速さを速くすると強い電流が流
れると考え，自分の考えを表現している。

手回し発電機のハンドルを回す向きを変
えると電流の向きが変わり，回す速さを
速くすると強い電流が流れると考え，自
分の考えを表現している。

自転車をこぐ速さを変えるとその電灯の
明るさが変わることなどを示し，実験の
結果について考えさせる。

身の回りを見渡し，発電機によってつくられ
た電気を蓄える器具や，効率的に利用できる
器具を探そうとしている。

身の回りを見渡し，発電機によってつく
られた電気を蓄える器具を探そうとして
いる。

手回し発電機や光電池のように，ハンド
ルを回したり光を当てたりしている間だ
け発電するものを示し，電気を蓄えるこ
とへの興味を引き出す。

手回し発電機でつくった電気をコンデンサー
に蓄え，その電気を豆電球や発光ダイオード
に流して詳しく調べ，わかりやすく結果を記
録している。

手回し発電機でつくった電気をコンデン
サーに蓄え，その電気を豆電球や発光ダ
イオードに流し，そのようすを調べ，結
果を記録している。

豆電球や発光ダイオードだけでなく，
モーターや電子オルゴールなど，いろい
ろな電気器具を使った実験を手分けして
行うとよい。

コンデンサーには電気を蓄えることができ，
必要に応じてその電気を取り出せるので効率
的だと考え，自分の考えを表現している。

コンデンサーには電気を蓄えることがで
きると考え，自分の考えを表現してい
る。

電気を蓄えていないコンデンサーを豆電
球などにつなぎ，明かりがつかないこと
を確かめてから，電気を蓄えたコンデン
サーで調べ，比較させる。

発光ダイオードは豆電球に比べ，尐しの電気
で長い間明かりをつけることができるので効
率的だと考え，自分の考えを表現している。

発光ダイオードは豆電球に比べ，尐しの
電気で長い間明かりをつけることができ
ると考え，自分の考えを表現している。

身の回りで発光ダイオードが利用されて
いるところを示し，電球との違いを考え
させる。

太さの違う電熱線を電源装置につないで回路
を組み立て，それぞれの発熱の違いを定量的
に調べ，わかりやすく結果を記録している。

太さの違う電熱線を電源装置につないで
回路を組み立て，発泡ポリスチレンやろ
うの切れ方の違いから発熱の違いを調
べ，結果を記録している。

電源装置の使い方や回路の組み方をあら
ためて説明し，やけどをしないように，
安全を再確認してから実験させる。

同じ長さの電熱線に，電源装置の目盛りを同
じにして電流を流したとき，電熱線の発熱
は，電熱線が太いほうが大きくなることを理
解している。

電熱線の発熱は，電熱線が太いほうが大
きくなることを理解している。

電熱線が太すぎるなどで明瞭な結果が得
られなかった場合は，あらためて演示
し，理解を定着させる。

身の回りには，発電したり，電気を蓄えた
り，光，音，熱に変えるなどの電流の性質や
はたらきを利用したさまざまな道具があるこ
とを理解している。

身の回りには，発電したり，電気を蓄え
たり，変換したりするなどの電流の性質
やはたらきを利用したさまざまな道具が
あることを理解している。

科学館などの施設を利用できると児童が
理解しやすい。

（中学校理科におけるおもな関連項目）
1(3)電流とその利用　ア(ｳ)電気とそのエネルギー，イ(ｳ)電磁誘導と発電
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10．自然とともに生きる 3月第1週～，配当5時間

時 指導計画 評価規準と評価手法

単元導入
(１時間)

1 自然とともに生きる
○ 雨が川となって海に流れ，また雨になるまでの流れ
をたどってみよう。

関･意① 水の循環とヒトの活動及び他の生物とのか
かわりを調べようとしている。（行動観察・記録分
析）

第１次
(１時間)

技能① 資料などを活用して，生物のくらしと環境
とのかかわりを調べている。（行動観察・記録分
析）

知･理① 生物と環境とのかかわりを理解している。
（記録分析）

第２次
(３時間)

3
・
4

わたしたちのくらしとかんきょう
(1) わたしたちのくらしは，環境とどのようにかかわ
り合っているのだろうか。
資料調べ２　わたしたちのくらしとかんきょう

思･表① ヒトのくらしと環境とのかかわりをとら
え，自分の考えを表現している。（行動観察・発
言・記録分析）

関･意② 身近な環境や生物どうしのつながりを調べ
たことなどから，自分たちの生活を見直そうとする
態度が育っている。（行動観察・発言）

技能② 生物と環境のつながりについて調べたこと
をまとめて，発表している。（行動観察・記録分
析）

自分の生活をふり返ってみると 3月第1週，配当1時間＋ゆとり1時間

【「自分の生活をふり返ってみると」の目標】
自分の生活を振り返り，今までに学習してきたことがどのように日常生活の中で役に立っているかを考え，科学が生活を豊か
にしていることを知って，中学生になっても積極的に学習しようという意欲をもつことができるようにする。

生物が生きていくために
(1) 生物は，環境とどのようにかかわり合っているの
だろうか。
資料調べ１　生物とかんきょう

【単元の目標】
ヒトやほかの生物と環境がどのようにかかわり合っているかを調べたり，身近な環境問題を調べたりして，生物と環境とのか
かわりについての考えをもつことができるようにするとともに，自然を大切にしようとする態度を育てる。

5 (2) わたしたちのくらしと環境について，調べたこと
や考えたことを話し合おう。

2
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【学習指導要領との関連】
B(3)生物と環境

Ａ基準 Ｂ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

これまでに学習してきたことを振り返り，水
とヒト及び他の生物とのかかわり，また水を
仲立ちとした生物どうしのつながりなど，ヒ
トや他の生物が水とかかわり合いながら生き
ているようすをいろいろ調べようとしてい
る。

これまでに学習してきたことを振り返
り，ヒトや他の生物が水とかかわり合い
ながら生きているようすを調べようとし
ている。

３年生から行ってきた飼育・栽培や観察
などをもとに，生物と水とのかかわりを
思い出させる。

目的に合わせて本やコンピュータなどを使っ
て，生物のくらしと環境とのかかわりを詳し
く調べている。

本やコンピュータなどを使って，生物の
くらしと環境とのかかわりを調べてい
る。

「4．生物どうしのつながり」で学習し
た食物連鎖，空気を通した生物のつなが
りをもとに，生物と環境とのかかわりを
思い出させる。

動物も植物も，生きていくために水や空気が
必要であり，環境を通して互いにつながりを
もちながら生きていることを，身近な環境に
おける生物どうしのつながりとも関係づけて
理解している。

動物も植物も，生きていくために水や空
気が必要であり，環境を通して互いにつ
ながりをもちながら生きていることを理
解している。

教科書をもとに，それぞれの生物につい
て，他の生物や環境とのかかわりを考え
させる。

ヒトも，水や空気，他の生物とかかわり合っ
て生きていると考え，自分の考えを表現して
いる。また，ヒトが自然にはたらきかけをし
たときの生物や環境への影響を考え，自分の
考えを表現している。

ヒトも，水や空気，他の生物とかかわり
合って生きていると考え，自分の考えを
表現している。

「4．生物どうしのつながり」で学習し
た生物と食べ物・空気とのかかわりを思
い出し，自分の生活を振り返って考えさ
せる。

身近な環境や生物どうしのつながりを調べた
ことなどから，ヒトが他の生物と生きていく
ためにどうしたらよいか考え，行動しようと
している。

身近な環境や生物どうしのつながりを調
べたことなどから，ヒトが他の生物と生
きていくためにどうしたらよいか，考え
ている。

ヒトのくらしが自然環境に対してどのよ
うな影響を与えているか，ヒトが自然と
どのようにかかわり合っているかを考え
させる。

生物と環境のつながりについて調べたこと
を，要点をまとめて，わかりやすく発表して
いる。

生物と環境のつながりについて調べたこ
とをまとめて，発表している。

これまでの記録をもとに，環境について
調べたことの中から大切と思う部分を抜
き出してまとめることができるように支
援する。

【学習指導要領との関連】
3～6年　A・B区分全般

（中学校理科におけるおもな関連項目）
2(7)自然と人間　ア(ｱ)自然界のつり合い
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おもな準備物 ３年 
 
 
１ 身近なしぜんのかんさつ 
 
定規 
虫眼鏡（携帯型双眼実体顕微鏡） 
捕虫網，プラスチックケース 
たんけんカード 
記録カード，セロハンテープ（幅広） 
デジタルカメラ 

 
 
２ たねをまこう 
○ 植物の育ちとつくり 
○ 植物の一生 
 

虫眼鏡 

ホウセンカなどの種子 

移植ごて，ビニルポット 

ネームプレート，じょうろ 

定規 

バケツ，園芸用の土，肥料 

 

 

３ チョウを育てよう 
○ いろいろなこん虫のかんさつ 
 

虫眼鏡 

キャベツなどの食草 

カップ（プラスチック，ふたつき） 

ティッシュペーパー 

ピンセット，飼育ケース 

昆虫の図鑑 

 
 

４ 風やゴムのはたらき 
 

送風機 

（サーキュレーター） 

風やゴムで動く車作りの材料 

（ペットボトル，ストロー，車軸，タイヤ 

 段ボール，竹ひご，輪ゴムなど） 
 
 
５ かげのでき方と太陽の光 
 

遮光板 

ペットボトル（1.5～2L） 

棒（約 1ｍ） 

方位をかいたビニルシート 

方位磁針 

棒温度計 

牛乳パック(１L) 

移植ごて 

 

６ 光のせいしつ 

 

鏡，的にする絵 

棒温度計 

段ボール紙 

虫眼鏡 

黒い画用紙 

木ぎれ 

厚紙，カッターナイフ，細長い箱 

 

 
７ 電気で明かりをつけよう 
 

豆電球，導線つきソケット，導線 

乾電池（単１形），乾電池ホルダー 

ビニルテープ 

ゼムクリップ（大） 

空き缶（鉄，アルミニウム） 

紙やすり 

スイッチ作りの材料 

 

 

８ じしゃくのふしぎをさぐろう 
 

磁石（棒形，Ｕ形，ドーナツ形など） 

空き缶（鉄，アルミニウム） 

下敷き（プラスチック） 

ゼムクリップ（小） 

空き箱（紙） 

袋（ポリエチレン） 

くぎ（鉄，大きめのもの） 

砂鉄 

洗面器，カップ（プラスチック） 

時計皿 

 

 

９ ものと重さ 
 
簡易てんびん，薬包紙，台はかり 
トレー（プラスチック） 
重さ比べに使うもの 
（乾電池，ペットボトルなど） 
形が変えられるもの 
（粘土，アルミニウムはくなど） 
同じ体積で材質が異なるもの 
（金属，木，プラスチックなど） 
 
 

○ おもちゃランドへようこそ 
 
おもちゃ作りの材料
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おもな準備物 ４年 
 
 
１ 春の自然 
○ 夏の自然 
○ 秋の自然 
○ 冬の自然 
○ 生き物の１年間 
 

虫眼鏡 

温度計 

ヒョウタンなどの種子 

移植ごて 

ビニルポット 

じょうろ 

園芸用の土，肥料，支柱，ひも 

巻尺（定規） 

ビニルテープ 

 

 

 

２ 電気のはたらき 
 

乾電池，乾電池ホルダー 
モーター，プロペラ，豆電球 
簡易検流計，光電池 
おもちゃ作りの材料 
 (プーリー，軸止め，タイヤ，段ボール 
 マジックテープ，輪ゴム，工作用紙 
 ペットボトルなど) 

 

 

 

３ 1日の気温の変化 
 
百葉箱 

温度計，記録温度計 

新聞，コンピュータなど 

 

 

 

○ 夜空を見よう 
４ 月や星 
○ 冬の夜空 
 

方位磁針 

懐中電灯，赤セロハン 

時計 

星座早見 

 

５ 空気や水をとじこめると 
 

ポリエチレンの袋（大） 

空気鉄砲，空気鉄砲の玉，ゴムの板 

金属のトレー，丸形水槽 

 

 

 

６ ヒトの体のつくりと運動 
 
骨格模型，人体模型 
骨や筋肉の資料（図鑑，コンピュータソフトなど） 

 
 
 
○ みんなで使う理科室 
７ ものの温度と体積 
 

発泡ポリエチレンの栓，丸底フラスコ 

約 60℃の湯（ポット），水槽（発泡ポリスチレンの箱） 

マヨネーズなどの容器，洗面器，タオル 

ゴム手袋，氷，ガラス管つきゴム栓，油性ペン 

ゼリー，金属球熱膨張試験器 

燃え殻入れ，加熱器具 

 

 

 

８ もののあたたまり方 
９ 水のすがた 
 

湯（ポット），加熱器具，スタンド 

金属のトレー，金属棒，金属板，ろう 

示温テープ，雑巾，試験管，フレキシブルスタンド 

試験管立て，沸騰石，温度計，線香 

ガスライター，燃え殻入れ 

水槽，ビーカー，加熱用金網 

ろうと，ポリエチレンの袋（耐熱性） 

氷，食塩，ガラス棒 

 

 

 

１０ 水のゆくえ 
 

コップ，ラップシート，輪ゴム，ビニルテープ 

水槽，ポリエチレンの袋，氷 
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おもな準備物 ５年 
 
 
○ 花のつくり 
１ 植物の発芽と成長 
３ 花から実へ 
 

アブラナの花，ピンセット，台紙 

 

インゲンマメやオモチャカボチャの種子 

バーミキュライト，脱脂綿 

プラスチックのカップ 

ヨウ素液，虫眼鏡 

液体肥料，覆い用の箱 

 

顕微鏡，スライドガラス，セロハンテープ 

ポリエチレンの袋 

ゼムクリップ，モール 

 
 
 
２ メダカのたんじょう 
 
メダカ，飼育用具一式 
ペトリ皿，プラスチックのコップ 
解剖顕微鏡，双眼実体顕微鏡 

顕微鏡，スライドガラス，カバーガラス 

スポイト，ピンセット，ろ紙 

ビーカー，目の細かい網 

（プランクトンネット） 

 
 
 
○ 台風と気象情報 
４ 雲と天気の変化 
 

新聞，コンピュータなど 

 
 
 
５ 流れる水のはたらき 
 

土の山 

水道とホース 

移植ごて，ひご（目印用の旗），チョークの粉 

ビデオカメラ 

川の資料（図鑑，ビデオなど） 

 

６ もののとけ方 
 

食塩，ミョウバン 
ビーカー（100mL，200mL），ガラス棒 
電子てんびん（または上皿てんびん，分銅，ピンセット） 
薬包紙，ふたつきの容器 
メスシリンダー，スポイト 
温度計，湯（ポット） 
ろうと，ろうと台，ろ紙 
蒸発皿，廃液回収用の容器 
プラスチックのコップ，糸，モール 

 
 
 
７ 電磁石のはたらき 
 
(強力電磁石) 
エナメル線，鉄くぎ，紙やすり 
乾電池，乾電池ホルダー 
みのむしクリップつき導線，電流計 
(電源装置) 
方位磁針 
ゼムクリップ（小） 
(洗面器，紙の椀) 
おもちゃ作りの材料 

 
 
 
８ ふりこのきまり 
 

おもり（10g），糸 

ストップウォッチ，電卓 

スタンド，巻尺，クリップ 

おもちゃ作りの材料 

 

 
 
９ ヒトのたんじょう 
 
ヒトの誕生の資料 
(ビデオ，コンピュータソフト，図鑑，人体模型など) 
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おもな準備物 ６年 
 
 

１ ものが燃えるとき 
 
空き缶，缶切り，千枚通し，金属のトレー 

ガスライター，割りばし，軍手，バケツ 

底を切った集気瓶，集気瓶 

集気瓶のふた（アルミニウム） 

ろうそく，線香，粘土，木の板 

ろうそく立て，燃え殻入れ，雑巾 

気体検知管，石灰水 

丸形水槽，酸素ボンベ，二酸化炭素ボンベ，窒素ボンベ 

 

 
 
２ 植物のつくりとはたらき 
 

ジャガイモやホウセンカなどの植物 

三角フラスコ（300 mL），切り花用染色液 

カッターナイフ，虫眼鏡 

ポリエチレンの袋，気体検知管 
アルミニウムはく，湯（ポット），ビーカー 
(実験用ガスコンロ)，加熱用金網 
ろ紙，ビニルシート，雑巾 
木づち，ピンセット，割りばし，ペトリ皿 
ヨウ素液，丸形水槽，プラスチックのカップ 

 

 

 

３ ヒトや動物の体のつくりとはたらき 
 

でんぷん（カタクリ粉） 

ガラス棒，薬さじ，湯（ポット） 

ろ紙，ヨウ素液 

アルミニウムはくのカップ（小），湯せん用容器 

石灰水，気体検知管，ビーカー，ろうと 

ポリエチレンの袋 

聴診器，メダカ 

チャック付きポリエチレン袋（小） 

顕微鏡 

ヒトや動物の体の資料 

 

 
 
４ 生物どうしのつながり 
１０ 自然とともに生きる 
 
ダンゴムシ，環境の資料 

 

○ みんなで使う理科室 
５ 水よう液の性質 
 

ビーカー，試験管，試験管立て 

駒込ピペット，雑巾，プラスチックのトレー 
薄い塩酸，薄い水酸化ナトリウム水溶液 
食塩水，炭酸水，石灰水，廃液回収用の容器 
アルミニウムはく，鉄片（スチールウール） 
実験用ガスコンロ，蒸発皿，実験用金網，安全眼鏡 
リトマス紙，BTB 液，ピンセット，ガラス棒 
ドライヤー，試験管ばさみ，丸形水槽 
ガラス曲管つきゴム栓，ゴム管，二酸化炭素ボンベ 
ペットボトル（炭酸飲料用） 
簡易水質検査試薬（雨水測定用） 

 
 
 
６ 月と太陽 
 
ボール，電灯，台 
双眼鏡や望遠鏡，方位磁針 
月や太陽の資料（図鑑，コンピュータソフトなど） 

 
 
 
７ 大地のつくりと変化 
 

化石・地層の資料 
堆積実験装置（スタンド，樋，板，角形水槽，トレー，
移植ごて，ビーカー） 
堆積岩（礫岩，砂岩，泥岩），洗った火山灰 
双眼実体顕微鏡，(ボーリング試料） 
火山活動・地震・災害の資料 

 

 
 
８ てこの規則性 
 
棒を使ったてこ（棒，台，砂袋），バール，くぎ 
実験用てこ，おもり（10g），せんぬき，はさみ 

 
 
 
９ 発電と電気の利用 
 
手回し発電ラジオなどの道具，手回し発電機 
豆電球，ソケット，発光ダイオード，モーター 
電子オルゴール（または電子ブザー） 
コンデンサー，みのむしクリップつき導線 
電熱線（太さの違うもの 2種類） 
電源装置，光電池 
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